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調査の目的 
 

倶知安町では現在、「人口ビジョン」と「総合戦略」の策定を進めています。本アンケート調査は、「人

口ビジョン」と「総合戦略」を策定するうえでの基礎資料として活用するため、住民の方の意識・意見

を把握することを目的に実施したものです。 

 

調査の概要 
 

○調査対象：高校生含む 15 歳から 39 歳までの一般町民および過去に倶知安町に在住していた

町外住民（無作為抽出） 

○調査時期：平成 27 年 6 月 19 日～平成 27 年 6 月 30 日 

○調査方法：郵送調査（高校生に関しては学校にて配布・回収） 

 

○配布・回収状況： 

 配布数 回収数 回収率 

一般住民 1383 419 30.3% 

高校生 226 159 70.4% 

転出者 400 118 29.5% 

全 体 2009 696 34.6% 

 

この報告書の見方 
 

この報告書の分析結果を読む際の留意点は以下のとおりです。 

○「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○「ｎ」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示しています。 

○百分率による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、本文

及び図表の数字に関しては、全て小数第２位以下を四捨五入し、小数第１位までを表記します。こ

のため、全ての割合の合計が 100％にならないことがあります。また、複数回答の設問では、全

ての割合の合計が 100％を超えることがあります。 

○図表中の「0.0」は四捨五入の結果または回答者が皆無であることを表します。 

○一部のグラフでは 5 以下の数値を表示していません。 
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1. あなたご自身についてうかがいます。 

 

問１ あなたの性別について（１つに○） 

「男性」が 49.1%、「女性」が 50.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢について（１つに○） 

「19 歳以下」が 30.8%で最も多く、次いで「25～29 歳」が 19.9%、「35～39 歳」が 18.3%、

「30～34 歳」が 18.2%、「20～24 歳」が 12.1%となっています。 

  

男性

49.1%
女性

50.2%

無回答

0.7%

ｎ=578

30.8 

12.1 

19.9 

18.2 

18.3 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

無回答

ｎ=578



8 

問３ あなたの職業等について（１つに○、または（  ）に記入） 

「学生」が 30.8%で最も多く、次いで「会社員・団体職員（常勤）」が 20.1%、「公務員・教職員（常

勤）」が 17.1%、「パート・アルバイト・季節労働などの臨時的な仕事」が 9.7%、「商業・サービス

業」と「専業主婦/主婦」が 7.6%となっています。 

「上記以外の職種」の主な意見 

障害者作業員/看護師/自営業/塗装業/福祉作業所 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると男女ともに学生が最も高くなっています。 

年齢別にみると『19 歳以下』では「学生」が、『20～24 歳』では「公務員・教職員（常勤）」が、、

『25～29 歳』以上の年代では「会社員・団体職員（常勤）」が最も高くなっています。 

 

  

1.9 

0.0 

20.1 

7.6 

0.9 

17.1 

9.7 

7.6 

30.8 

2.6 

1.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

農林業・畜産業

水産業

会社員・団体職員（常勤）

商業・サービス業

自由業（医師や僧職など）

公務員・教職員（常勤）

パート・アルバイト・季節

労働などの臨時的な仕事

専業主婦/主夫

学生

無職

上記以外の職種

無回答

ｎ=578

合計 農林業・
畜産業

水産業 会社員・
団体職員
（常勤）

商業・
サービス
業

自由業
（医師や
僧職な
ど）

公務員・
教職員
（常勤）

パート・
アルバイ
ト・季節
労働など
の臨時的
な仕事

専業主婦
/主夫

学生 無職 上記以外
の職種

無回答

578 11 0 116 44 5 99 56 44 178 15 10 0
100.0% 1.9% 0.0% 20.1% 7.6% 0.9% 17.1% 9.7% 7.6% 30.8% 2.6% 1.7% 0.0%

284 10 0 67 22 3 71 15 0 86 5 5 0
100.0% 3.5% 0.0% 23.6% 7.7% 1.1% 25.0% 5.3% 0.0% 30.3% 1.8% 1.8% 0.0%

290 1 0 49 22 2 28 41 44 88 10 5 0
100.0% 0.3% 0.0% 16.9% 7.6% 0.7% 9.7% 14.1% 15.2% 30.3% 3.4% 1.7% 0.0%

178 0 0 2 1 0 4 3 0 166 1 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.6% 0.0% 2.2% 1.7% 0.0% 93.3% 0.6% 0.6% 0.0%

70 1 0 16 3 0 26 9 3 7 4 1 0
100.0% 1.4% 0.0% 22.9% 4.3% 0.0% 37.1% 12.9% 4.3% 10.0% 5.7% 1.4% 0.0%

115 4 0 32 16 2 29 15 10 2 2 3 0
100.0% 3.5% 0.0% 27.8% 13.9% 1.7% 25.2% 13.0% 8.7% 1.7% 1.7% 2.6% 0.0%

105 5 0 32 16 2 17 11 16 0 3 3 0
100.0% 4.8% 0.0% 30.5% 15.2% 1.9% 16.2% 10.5% 15.2% 0.0% 2.9% 2.9% 0.0%

106 1 0 34 8 1 23 17 15 0 5 2 0
100.0% 0.9% 0.0% 32.1% 7.5% 0.9% 21.7% 16.0% 14.2% 0.0% 4.7% 1.9% 0.0%

25～29歳

30～34歳

問3　職業

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

35～39歳
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問４ 倶知安町の在住年数について（１つに○） 

「５年未満」が 38.6%で最も多く、次いで「10～19 年」が 34.6%、「５～９年」が 10.4%、「20

～29 年」が 9.9%、「30 年以上」が 6.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると『男性』は「5 年未満」が最も高く、『女性』は「5 年未満」と「10～19 年」がともに高

くなっています。 

年齢別にみると『19 歳以下』では「10～19 年」が最も高くなっていますが、それ以上の年代では

「5 年未満」が最も高くなっています。 

 

  

38.6 

10.4 

34.6 

9.9 

6.2 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

５年未満

５～９年

10～19年

20～29年

30年以上

無回答

ｎ=578

合計 ５年未満 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上 無回答

578 223 60 200 57 36 2
100.0% 38.6% 10.4% 34.6% 9.9% 6.2% 0.3%

284 118 30 92 29 15 0
100.0% 41.5% 10.6% 32.4% 10.2% 5.3% 0.0%

290 105 30 106 28 21 0
100.0% 36.2% 10.3% 36.6% 9.7% 7.2% 0.0%

178 11 14 153 0 0 0
100.0% 6.2% 7.9% 86.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70 33 2 15 20 0 0
100.0% 47.1% 2.9% 21.4% 28.6% 0.0% 0.0%

115 64 18 8 25 0 0
100.0% 55.7% 15.7% 7.0% 21.7% 0.0% 0.0%

105 56 14 11 7 17 0
100.0% 53.3% 13.3% 10.5% 6.7% 16.2% 0.0%

106 59 12 12 4 19 0
100.0% 55.7% 11.3% 11.3% 3.8% 17.9% 0.0%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問4　在住年数

全体

男性

女性
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問５ あなたの家族構成について（１つに○） 

「二世代（親と子）」が 49.7%で最も多く、次いで「単身（ひとり暮らし）」が 23.0%、「一世代（夫

婦のみ）」が 12.1%、「三世代(親と子と孫)以上」が 9.0%、「その他」が 4.3%となっています。 

「その他」の主な意見 

同棲/友人と/単身赴任/社員寮/三世代プラス叔父/母子家庭 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

  

23.0 

12.1 

49.7 

9.0 

1.0 

4.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

単身（ひとり暮らし）

一世代（夫婦のみ）

二世代（親と子）

三世代(親と子と孫)以上

兄弟姉妹

その他

無回答

ｎ=578

合計 単身（ひ
とり暮ら
し）

一世代
（夫婦の
み）

二世代
（親と
子）

三世代
(親と子
と孫)以
上

兄弟姉妹 その他 無回答

578 133 70 287 52 6 25 5
100.0% 23.0% 12.1% 49.7% 9.0% 1.0% 4.3% 0.9%

284 83 31 129 23 4 12 2
100.0% 29.2% 10.9% 45.4% 8.1% 1.4% 4.2% 0.7%

290 50 39 157 28 2 13 1
100.0% 17.2% 13.4% 54.1% 9.7% 0.7% 4.5% 0.3%

178 9 0 131 27 6 4 1
100.0% 5.1% 0.0% 73.6% 15.2% 3.4% 2.2% 0.6%

70 26 6 29 6 0 3 0
100.0% 37.1% 8.6% 41.4% 8.6% 0.0% 4.3% 0.0%

115 41 21 43 6 0 3 1
100.0% 35.7% 18.3% 37.4% 5.2% 0.0% 2.6% 0.9%

105 26 26 33 9 0 10 1
100.0% 24.8% 24.8% 31.4% 8.6% 0.0% 9.5% 1.0%

106 31 17 50 3 0 5 0
100.0% 29.2% 16.0% 47.2% 2.8% 0.0% 4.7% 0.0%

問5　家族構成

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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2. 「地方創生」についてうかがいます。 

倶知安町に対して「とても好き」「まあまあ好き」と答えた方を合計すると 77.2%となり、多くの方

が倶知安町について好意的な印象を持っていることがわかります。 

地方創生については、「知らない」と「聞いたことはある」がそれぞれ４割ほどであり、４つの目標

では「時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」が全体では

最も期待されています。20～39 歳の回答では、全世代で「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をか

なえる」が最も多くなっています。 

 

問６ あなたは、倶知安町のことが好きですか。（１つに○） 

「まあまあ好き」が 56.6%で最も多く、次いで「とても好き」が 20.6%、「どちらともいえない」

が 15.4%、「あまり好きでない」が 5.2%、「きらい」が 1.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.6 

56.6 

15.4 

5.2 

1.7 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

とても好き

まあまあ好き

どちらともいえない

あまり好きでない

きらい

無回答

ｎ=578
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問６「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別、年齢別のどちらも「とても好き」と「まあまあ好き」を合わせた“好き”の割合が高くなっていま

す。 

 

  

合計 とても好
き

まあまあ
好き

どちらと
もいえな
い

あまり好
きでない

きらい 無回答

578 119 327 89 30 10 3
100.0% 20.6% 56.6% 15.4% 5.2% 1.7% 0.5%

284 48 156 56 14 9 1
100.0% 16.9% 54.9% 19.7% 4.9% 3.2% 0.4%

290 69 171 33 16 1 0
100.0% 23.8% 59.0% 11.4% 5.5% 0.3% 0.0%

178 39 103 26 6 4 0
100.0% 21.9% 57.9% 14.6% 3.4% 2.2% 0.0%

70 13 37 10 4 5 1
100.0% 18.6% 52.9% 14.3% 5.7% 7.1% 1.4%

115 28 68 11 7 1 0
100.0% 24.3% 59.1% 9.6% 6.1% 0.9% 0.0%

105 15 65 18 7 0 0
100.0% 14.3% 61.9% 17.1% 6.7% 0.0% 0.0%

106 23 53 24 6 0 0
100.0% 21.7% 50.0% 22.6% 5.7% 0.0% 0.0%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

全体

男性

女性

問6　倶知安町が好きか
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問７ 「地方創生」とは何か、知っていますか。（１つに○） 

「知らない」が 45.5%で最も多く、次いで「聞いたことはある」が 42.4%、「理解している」が 11.4%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 国は、地方創生を推進する上で、４つの目標を立てています。あなたが最も期待する目標は

何ですか。（１つに○） 

「時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」が 33.0%で

最も多く、次いで「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」が 29.4%、「地方における安

定した雇用を創出する」が 21.1%、「地方への新しいひとの流れをつくる」が 13.8%となっていま

す。 

 

 

  

11.4 

42.4 

45.5 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

理解している

聞いたことはある

知らない

無回答

ｎ=578

21.1 

13.8 

29.4 

33.0 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

地方における安定した雇用を創出する

地方への新しいひとの流れをつくる

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

時代に合った地域をつくり、安全なくらしを

守るとともに、地域と地域を連携する

無回答

ｎ=578
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問８「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると、『男性』では「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」が最も高く、『女性』

では「時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」が最も高

くなっています。 

年齢別にみると『19 歳以下』は「時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域

と地域を連携する」が最も高いですが、それ以上の年代では、かわりに「若い世代の結婚・出産・子

育ての希望をかなえる」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 問８でうかがったことについて、具体的に国や町が進めるべきだと思うことがあれば記載し

てください。（ご自由に記入してください） 

 

※報告書 65 ページ以降を参照 

  

合計 地方にお
ける安定
した雇用
を創出す
る

地方への
新しいひ
との流れ
をつくる

若い世代
の結婚・
出産・子
育ての希
望をかな
える

時代に
合った地
域をつく
り、安全
なくらし
を守ると
ともに、
地域と地
域を連携
する

無回答

578 122 80 170 191 15
100.0% 21.1% 13.8% 29.4% 33.0% 2.6%

284 65 59 79 76 5
100.0% 22.9% 20.8% 27.8% 26.8% 1.8%

290 57 21 91 113 8
100.0% 19.7% 7.2% 31.4% 39.0% 2.8%

178 39 28 29 79 3
100.0% 21.9% 15.7% 16.3% 44.4% 1.7%

70 12 11 27 17 3
100.0% 17.1% 15.7% 38.6% 24.3% 4.3%

115 22 13 43 35 2
100.0% 19.1% 11.3% 37.4% 30.4% 1.7%

105 28 18 29 28 2
100.0% 26.7% 17.1% 27.6% 26.7% 1.9%

106 21 10 42 30 3
100.0% 19.8% 9.4% 39.6% 28.3% 2.8%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問8　4つのうち期待する目標

全体

男性

女性
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3. 住みやすさについてうかがいます。 

倶知安町の住みやすい点では「自然環境」を挙げる方が全世代で最も多くなっています。 

逆に住みにくい点としては「家賃、土地の価格」が最も多く、「買い物をする店が少ない・遠い」や

「交通の便が悪い」を挙げる方が多くなっています。選択肢以外の回答では、「雪の多さ」を挙げる方

も多くなっています。 

また、住む場所を決める際に「買い物をする店の多さ、近さ」、「仕事がある」、「家賃、土地の価格」、

「交通の便がよい」、「安全安心な場所」を重視すると回答した方は５割を超えています。これらは倶知

安町の住みにくい点として多く挙げられている点と共通する項目もあり、定住人口の増加にとっての課

題になるものと考えられます。 

行政サービスでは「子育て世代への税制優遇や補助金」が最も多く住む場所を決めるきっかけになり得る

と回答されており、また「医療費無料制度」や「保育所・学童保育の充実」も多いことがわかります。 

今後も倶知安町に住み続けるかでは「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」が多く、その理由とし

ては「転勤・就業」を挙げている方が最も多くなっています。19 歳以下の回答でも「予定はないが、

いずれ引っ越すと思う」が 33.7%と最も多いですが、「わからない」も 32.6%と次いで多くなってい

ます。   

また、25～29 歳では「住み続ける予定」が最も多く、一度は進学等で倶知安町を離れた方が戻って

きて定住するというパターンが考えられるので、U・J ターンを増やすことが定住人口の増加に繋がる

と考えられます。 
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問 10 倶知安町が住みやすいと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「自然環境が豊か」が 78.2%で最も多く、次いで「生まれ育った土地」が 31.3%、「安全安心な場

所」が 28.2%、「買い物をする店の多さ、近さ」が 22.1%、「仕事がある」が 9.5%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

水道水がのめる/大切な家族と住む町だから/札幌から割に近い/公園が多い/住民の方が親切/スポー

ツの充実/コンパクトな市街地/パウダースノー/ごはんがおいしい/適度な田舎で都会が近いこと 

などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

78.2 

6.4 

9.5 

6.4 

28.2 

2.1 

2.9 

1.0 

22.1 

0.3 

8.3 

6.1 

31.3 

3.6 

7.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自然環境が豊か

交通の便がよい

仕事がある

通勤・通学の利便性

安全安心な場所

教育・保育サービスの充実度

医療・福祉サービスの充実度

家賃、土地の価格

買い物をする店の多さ、近さ

転入者への助成制度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

生まれ育った土地

上記以外の理由

わからない・特にない

無回答

ｎ=578
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問 10「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別、年齢別どちらでみても「自然環境が豊か」が最も高くなっています。 

 

 

 

  

合計 自然環境
が豊か

交通の便
がよい

仕事があ
る

通勤・通
学の利便
性

安全安心
な場所

教育・保
育サービ
スの充実
度

医療・福
祉サービ
スの充実
度

家賃、土
地の価格

578 452 37 55 37 163 12 17 6
100.0% 78.2% 6.4% 9.5% 6.4% 28.2% 2.1% 2.9% 1.0%

284 216 22 33 15 79 7 6 3
100.0% 76.1% 7.7% 11.6% 5.3% 27.8% 2.5% 2.1% 1.1%

290 233 14 22 21 83 5 10 3
100.0% 80.3% 4.8% 7.6% 7.2% 28.6% 1.7% 3.4% 1.0%

178 139 6 4 18 65 7 7 5
100.0% 78.1% 3.4% 2.2% 10.1% 36.5% 3.9% 3.9% 2.8%

70 56 5 5 3 17 1 4 1
100.0% 80.0% 7.1% 7.1% 4.3% 24.3% 1.4% 5.7% 1.4%

115 94 8 20 8 32 1 1 0
100.0% 81.7% 7.0% 17.4% 7.0% 27.8% 0.9% 0.9% 0.0%

105 78 10 16 6 23 3 2 0
100.0% 74.3% 9.5% 15.2% 5.7% 21.9% 2.9% 1.9% 0.0%

106 82 7 10 1 24 0 2 0
100.0% 77.4% 6.6% 9.4% 0.9% 22.6% 0.0% 1.9% 0.0%

合計 買い物を
する店の
多さ、近
さ

転入者へ
の助成制
度

近所のつ
きあい、
地域活動
の活発さ

まちの知
名度

生まれ
育った土
地

上記以外
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

578 128 2 48 35 181 21 43 3
100.0% 22.1% 0.3% 8.3% 6.1% 31.3% 3.6% 7.4% 0.5%

284 54 0 21 16 77 8 28 2
100.0% 19.0% 0.0% 7.4% 5.6% 27.1% 2.8% 9.9% 0.7%

290 74 2 26 18 102 13 15 0
100.0% 25.5% 0.7% 9.0% 6.2% 35.2% 4.5% 5.2% 0.0%

178 26 1 17 16 81 3 9 0
100.0% 14.6% 0.6% 9.6% 9.0% 45.5% 1.7% 5.1% 0.0%

70 22 0 7 4 24 0 6 0
100.0% 31.4% 0.0% 10.0% 5.7% 34.3% 0.0% 8.6% 0.0%

115 26 0 8 6 28 9 8 0
100.0% 22.6% 0.0% 7.0% 5.2% 24.3% 7.8% 7.0% 0.0%

105 33 0 6 1 25 4 10 0
100.0% 31.4% 0.0% 5.7% 1.0% 23.8% 3.8% 9.5% 0.0%

106 20 0 9 7 21 5 10 2
100.0% 18.9% 0.0% 8.5% 6.6% 19.8% 4.7% 9.4% 1.9%

35～39歳

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

問10　住みやすい点

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 11 倶知安町が住みにくいと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「家賃、土地の価格が高い」が 54.2%で最も多く、次いで「買い物をする店が少ない・遠い」が 44.5%、

「交通の便が悪い」が 40.3%、「医療・福祉サービスが充実していない」が 25.3%、「教育・保育サ

ービスが充実していない」が 18.5%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

雪が多く除雪などが大変/転入者だけでなく、住民への助成が不足している/物価が高め/病院が充実

していない/排他的な地元住民/街灯が少なく、夜が暗い/出逢いがない/冬は特に道が細い/家賃・土

地が高く、一人暮らしが厳しい/外国人のマナーが悪い/民間賃貸住宅の少なさ、探しにくさ/飲食店

の閉まる時間が早い/ゴミの分別が多い。プラ・紙オムツはもえるゴミに統一してほしい/ファースト

フード店がない/人間と町並みの統一感、一体感がない/娯楽施設が少ない/仕事がない/低収入、ブラ

ック企業の野放し/良い洋服屋がない/母子家庭への制度が充実していない/学生の居場所がない な

どがありました。 

 

  

0.0 

40.3 

17.6 

10.7 

4.7 

18.5 

25.3 

54.2 

44.5 

10.7 

8.3 

12.6 

4.0 

8.0 

8.3 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自然環境が豊かでない

交通の便が悪い

仕事がない

通勤・通学がしにくい

安全安心と感じられない

教育・保育サービスが充実していない

医療・福祉サービスが充実していない

家賃、土地の価格が高い

買い物をする店が少ない・遠い

転入者への助成制度が足りていない

近所のつきあい、地域活動が少ない

まちの知名度が低い

知らない土地

上記以外の理由

わからない・特にない

無回答

ｎ=578
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問 11「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると、男女ともに「家賃、土地の価格が高い」が最も高くなっています。 

年齢別では『19 歳以下』は「買い物をする」が最も高いですが、それ以外の年代では全体と同じよ

うに「家賃、土地の価格が高い」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

  

合計 自然環境
が豊かで
ない

交通の便
が悪い

仕事がな
い

通勤・通
学がしに
くい

安全安心
と感じら
れない

教育・保
育サービ
スが充実
していな
い

医療・福
祉サービ
スが充実
していな
い

家賃、土
地の価格
が高い

578 0 233 102 62 27 107 146 313
100.0% 0.0% 40.3% 17.6% 10.7% 4.7% 18.5% 25.3% 54.2%

284 0 106 52 27 15 44 57 155
100.0% 0.0% 37.3% 18.3% 9.5% 5.3% 15.5% 20.1% 54.6%

290 0 127 50 35 12 62 88 158
100.0% 0.0% 43.8% 17.2% 12.1% 4.1% 21.4% 30.3% 54.5%

178 0 60 34 25 5 18 23 40
100.0% 0.0% 33.7% 19.1% 14.0% 2.8% 10.1% 12.9% 22.5%

70 0 34 14 9 2 11 17 46
100.0% 0.0% 48.6% 20.0% 12.9% 2.9% 15.7% 24.3% 65.7%

115 0 53 24 11 9 26 36 83
100.0% 0.0% 46.1% 20.9% 9.6% 7.8% 22.6% 31.3% 72.2%

105 0 41 16 6 6 28 35 81
100.0% 0.0% 39.0% 15.2% 5.7% 5.7% 26.7% 33.3% 77.1%

106 0 44 13 11 5 23 34 63
100.0% 0.0% 41.5% 12.3% 10.4% 4.7% 21.7% 32.1% 59.4%

合計 買い物を
する店が
少ない・
遠い

転入者へ
の助成制
度が足り
ていない

近所のつ
きあい、
地域活動
が少ない

まちの知
名度が低
い

知らない
土地

上記以外
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

578 257 62 48 73 23 46 48 6
100.0% 44.5% 10.7% 8.3% 12.6% 4.0% 8.0% 8.3% 1.0%

284 130 30 23 32 10 22 29 3
100.0% 45.8% 10.6% 8.1% 11.3% 3.5% 7.7% 10.2% 1.1%

290 125 32 25 41 13 23 18 2
100.0% 43.1% 11.0% 8.6% 14.1% 4.5% 7.9% 6.2% 0.7%

178 104 11 16 35 4 8 22 4
100.0% 58.4% 6.2% 9.0% 19.7% 2.2% 4.5% 12.4% 2.2%

70 30 3 7 11 3 6 4 1
100.0% 42.9% 4.3% 10.0% 15.7% 4.3% 8.6% 5.7% 1.4%

115 48 14 12 12 5 7 8 0
100.0% 41.7% 12.2% 10.4% 10.4% 4.3% 6.1% 7.0% 0.0%

105 37 22 7 7 6 13 3 0
100.0% 35.2% 21.0% 6.7% 6.7% 5.7% 12.4% 2.9% 0.0%

106 36 12 6 7 5 10 11 0
100.0% 34.0% 11.3% 5.7% 6.6% 4.7% 9.4% 10.4% 0.0%

問11　住みにくい点

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

全体

男性

女性

19歳以下

30～34歳

35～39歳
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問 12 あなたが、住む場所を検討する際に、重視する点は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「買い物をする店の多さ、近さ」が 63.1%で最も多く、次いで「仕事がある」が 56.9%、「家賃、土地

の価格」が 53.8%、「交通の便がよい」が 52.4%、「安全安心な場所」が 52.1%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

助成/団地など、設備が整っている（風呂）/娯楽施設がある/原発のそばでないこと/病院の多さ/住

み慣れている/フリースタイルスキーができる所 などがありあました。 

 

 

  
36.5 

52.4 

56.9 

36.5 

52.1 

32.0 

42.4 

53.8 

63.1 

10.6 

14.5 

4.7 

5.4 

1.4 

2.8 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然環境が豊か

交通の便がよい

仕事がある

通勤・通学の利便性

安全安心な場所

教育・保育サービスの充実度

医療・福祉サービスの充実度

家賃、土地の価格

買い物をする店の多さ、近さ

転入者への助成制度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

生まれ育った土地

上記以外の理由

わからない・特にない

無回答

ｎ=578
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問 12 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると、男女ともに「買い物をする店の多さ、近さ」が最も高く、『女性』は「仕事がある」、

「安心安全な場所」も同様に高くなっています。 

年齢別でみても「買い物をする店の多さ、近さ」が全体を通して高いですが、『25～29 歳』と『30

～34 歳』では「家賃、土地の価格」が最も高く、『35～39 歳』では「仕事がある」が「買い物を

する店の多さ、近さ」と同様に最も高くなっています。 

 

 

  

合計 自然環境
が豊か

交通の便
がよい

仕事があ
る

通勤・通
学の利便
性

安全安心
な場所

教育・保
育サービ
スの充実
度

医療・福
祉サービ
スの充実
度

家賃、土
地の価格

578 211 303 329 211 301 185 245 311
100.0% 36.5% 52.4% 56.9% 36.5% 52.1% 32.0% 42.4% 53.8%

284 103 136 140 86 120 72 99 147
100.0% 36.3% 47.9% 49.3% 30.3% 42.3% 25.4% 34.9% 51.8%

290 106 165 187 123 179 113 145 163
100.0% 36.6% 56.9% 64.5% 42.4% 61.7% 39.0% 50.0% 56.2%

178 71 105 98 85 104 46 57 84
100.0% 39.9% 59.0% 55.1% 47.8% 58.4% 25.8% 32.0% 47.2%

70 17 43 40 24 34 21 25 40
100.0% 24.3% 61.4% 57.1% 34.3% 48.6% 30.0% 35.7% 57.1%

115 43 51 63 33 56 43 56 66
100.0% 37.4% 44.3% 54.8% 28.7% 48.7% 37.4% 48.7% 57.4%

105 40 53 64 32 51 38 47 68
100.0% 38.1% 50.5% 61.0% 30.5% 48.6% 36.2% 44.8% 64.8%

106 38 48 62 35 53 37 58 52
100.0% 35.8% 45.3% 58.5% 33.0% 50.0% 34.9% 54.7% 49.1%

合計 買い物を
する店の
多さ、近
さ

転入者へ
の助成制
度

近所のつ
きあい、
地域活動
の活発さ

まちの知
名度

生まれ
育った土
地

上記以外
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

578 365 61 84 27 31 8 16 2
100.0% 63.1% 10.6% 14.5% 4.7% 5.4% 1.4% 2.8% 0.3%

284 173 32 38 13 14 4 12 0
100.0% 60.9% 11.3% 13.4% 4.6% 4.9% 1.4% 4.2% 0.0%

290 190 29 44 14 17 4 4 1
100.0% 65.5% 10.0% 15.2% 4.8% 5.9% 1.4% 1.4% 0.3%

178 129 20 33 15 10 3 5 0
100.0% 72.5% 11.2% 18.5% 8.4% 5.6% 1.7% 2.8% 0.0%

70 53 4 9 6 4 1 1 0
100.0% 75.7% 5.7% 12.9% 8.6% 5.7% 1.4% 1.4% 0.0%

115 61 12 11 3 5 1 4 1
100.0% 53.0% 10.4% 9.6% 2.6% 4.3% 0.9% 3.5% 0.9%

105 57 10 16 1 9 1 2 0
100.0% 54.3% 9.5% 15.2% 1.0% 8.6% 1.0% 1.9% 0.0%

106 62 15 12 2 3 2 4 0
100.0% 58.5% 14.2% 11.3% 1.9% 2.8% 1.9% 3.8% 0.0%

問12　重視する点

20～24歳

25～29歳

35～39歳

全体

男性

女性

19歳以下

30～34歳

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 13 あなたが、住む場所を決めたり、住宅を購入したりする際に、きっかけになり得る行政サー

ビスは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「子育て世代への税制優遇や補助金」が 46.5%で最も多く、次いで「医療費無料制度」が 41.5%、

「保育所・学童保育の充実」が 41.3%、「住居に関する不動産情報の提供」が 34.9%、「転入者に対

する税制優遇や補助金」が 33.9%となっています。 

「その他」の主な意見 

教育、子育て、治安、医療、しごと/医療の充実、安心できる病院作り/企業を通じた住環境・雇用に

関する助成制度/企業支援/年老いた際の医療の充実/役人、役所の機動力、行動力/住みやすさ/税金 

などがありました。 

 

  

33.9 

46.5 

11.2 

11.2 

14.5 

7.1 

34.9 

9.7 

13.8 

41.3 

41.5 

17.8 

7.1 

16.8 

3.8 

6.9 

3.6 

6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

転入者に対する税制優遇や補助金

子育て世代への税制優遇や補助金

二世帯住宅、三世代同居などへの助成

移住歓迎パンフレット

転入に関する相談窓口

定住促進専用のホームページ

住居に関する不動産情報の提供

住宅開発

大規模商業施設の誘致

保育所・学童保育の充実

医療費無料制度

地域資源を生かした自然とふれあう教育

ブランド力や特徴のある教育機関の有無

地域コミュニティの充実

農業体験等が簡単にできる仕組み

町民団体活動、地域活動の支援

その他

無回答

ｎ=578
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問 13 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると「子育て世代への税制優遇や補助金」が男女ともに最も高くなっています。『女性』は

「保育所・学童保育の充実」、「医療費無料制度」も同様に高くなっています。 

年齢別にみても「子育て世代への税制優遇や補助金」が全体を通して高いですが、『19 歳以下』では

「転入者に対する税制優遇や補助金」や「保育所・学童保育の充実」、「医療費無料制度」が高くなっ

ています。また『30～34 歳』と『35～39 歳』では「医療費無料制度」が「子育て世代への税制

優遇や補助金」と同程度.に高くなっています。 

 

 

  

合計 転入者に
対する税
制優遇や
補助金

子育て世
代への税
制優遇や
補助金

二世帯住
宅、三世
代同居な
どへの助
成

移住歓迎
パンフ
レット

転入に関
する相談
窓口

定住促進
専用の
ホーム
ページ

住居に関
する不動
産情報の
提供

住宅開発 大規模商
業施設の
誘致

578 196 269 65 65 84 41 202 56 80
100.0% 33.9% 46.5% 11.2% 11.2% 14.5% 7.1% 34.9% 9.7% 13.8%

284 91 123 31 26 37 28 86 30 46
100.0% 32.0% 43.3% 10.9% 9.2% 13.0% 9.9% 30.3% 10.6% 16.2%

290 103 145 34 39 47 13 115 26 34
100.0% 35.5% 50.0% 11.7% 13.4% 16.2% 4.5% 39.7% 9.0% 11.7%

178 54 54 17 18 22 7 44 15 18
100.0% 30.3% 30.3% 9.6% 10.1% 12.4% 3.9% 24.7% 8.4% 10.1%

70 24 35 5 10 7 2 18 4 4
100.0% 34.3% 50.0% 7.1% 14.3% 10.0% 2.9% 25.7% 5.7% 5.7%

115 41 66 17 18 20 12 49 17 20
100.0% 35.7% 57.4% 14.8% 15.7% 17.4% 10.4% 42.6% 14.8% 17.4%

105 36 61 11 11 15 9 44 10 16
100.0% 34.3% 58.1% 10.5% 10.5% 14.3% 8.6% 41.9% 9.5% 15.2%

106 39 52 15 8 20 11 46 10 22
100.0% 36.8% 49.1% 14.2% 7.5% 18.9% 10.4% 43.4% 9.4% 20.8%

合計 保育所・
学童保育
の充実

医療費無
料制度

地域資源
を生かし
た自然と
ふれあう
教育

ブランド
力や特徴
のある教
育機関の
有無

地域コ
ミュニ
ティの充
実

農業体験
等が簡単
にできる
仕組み

町民団体
活動、地
域活動の
支援

その他 無回答

578 239 240 103 41 97 22 40 21 37
100.0% 41.3% 41.5% 17.8% 7.1% 16.8% 3.8% 6.9% 3.6% 6.4%

284 96 103 44 18 43 8 15 16 17
100.0% 33.8% 36.3% 15.5% 6.3% 15.1% 2.8% 5.3% 5.6% 6.0%

290 141 136 58 23 52 14 24 5 19
100.0% 48.6% 46.9% 20.0% 7.9% 17.9% 4.8% 8.3% 1.7% 6.6%

178 60 61 21 10 27 6 14 7 15
100.0% 33.7% 34.3% 11.8% 5.6% 15.2% 3.4% 7.9% 3.9% 8.4%

70 27 21 10 4 11 3 7 1 6
100.0% 38.6% 30.0% 14.3% 5.7% 15.7% 4.3% 10.0% 1.4% 8.6%

115 48 46 28 9 21 5 9 4 2
100.0% 41.7% 40.0% 24.3% 7.8% 18.3% 4.3% 7.8% 3.5% 1.7%

105 56 58 23 11 19 6 7 5 7
100.0% 53.3% 55.2% 21.9% 10.5% 18.1% 5.7% 6.7% 4.8% 6.7%

106 47 53 21 7 17 2 2 4 5
100.0% 44.3% 50.0% 19.8% 6.6% 16.0% 1.9% 1.9% 3.8% 4.7%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

全体

全体

男性

女性

19歳以下

男性

女性

問13　きっかけになる行政サービス

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 14 あなたは、今後も倶知安町に住み続けるご予定ですか。（１つに○） 

「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」が 38.1%で最も多く、次いで「住み続ける予定である」

が 30.3%、「わからない」が 24.4%、「近々、引っ越す予定である」が 6.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると、男女ともに「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」が最も高くなっています。 

年齢別にみると『25～29 歳』では「住み続ける予定である」が最も高くなっていますが、それ以外

の年代ではいずれも「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」が最も高くなっています。 

 

 

 

  

30.3 

38.1 

6.7 

24.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住み続ける予定である

予定はないが、いずれ引っ越すと思う

近々、引っ越す予定である

わからない

無回答

ｎ=578

合計 住み続け
る予定で
ある

予定はな
いが、い
ずれ引っ
越すと思
う

近々、
引っ越す
予定であ
る

わからな
い

無回答

578 175 220 39 141 3
100.0% 30.3% 38.1% 6.7% 24.4% 0.5%

284 82 106 19 76 1
100.0% 28.9% 37.3% 6.7% 26.8% 0.4%

290 93 113 20 63 1
100.0% 32.1% 39.0% 6.9% 21.7% 0.3%

178 35 60 24 58 1
100.0% 19.7% 33.7% 13.5% 32.6% 0.6%

70 24 25 6 15 0
100.0% 34.3% 35.7% 8.6% 21.4% 0.0%

115 47 44 4 20 0
100.0% 40.9% 38.3% 3.5% 17.4% 0.0%

105 31 50 2 22 0
100.0% 29.5% 47.6% 1.9% 21.0% 0.0%

106 37 40 3 25 1
100.0% 34.9% 37.7% 2.8% 23.6% 0.9%

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問14　住み続ける予定

全体

男性
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【引っ越しを考えている方（問 14 で「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」、「近々、引っ越す予定

である」を選択した方）にうかがいます。】 

問 14-1 引っ越す理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「転勤・就業のため」が 62.2%で最も多く、次いで「進学のため」が 24.3%、「生活環境がよくな

いため」が 12.0%、「結婚のため」、「妊娠・出産・子育てのため」が 6.2%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

資格をとるため/雪が多すぎる/新幹線の線路建設予定地に家がかぶるかもしれないため/子どもの教

育が不安/単身赴任が終了した時/地元に戻りたい/異性との出逢いがないので/転職・就職のため/家

賃、住民税が高い/住環境を変えてみたい/転入者を歓迎する雰囲気ではないため/病院が悪い など

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-1 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると、男女ともに「転勤・就職のため」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、『19 歳以下』は「進学のため」が最も高くなっていますが、それ以上の年代では「転

勤・就職のため」が最も高くなっています。 

 

 

  

24.3 

62.2 

6.2 

6.2 

3.5 

4.2 

4.6 

12.0 

1.9 

5.4 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

進学のため

転勤・就業のため

結婚のため

妊娠・出産・子育てのため

子どもの学校のため

親の介護のため

町のサービスに不満があるため

生活環境がよくないため

特に理由はない

上記以外の理由

無回答

ｎ=259

合計 進学のた
め

転勤・就
業のため

結婚のた
め

妊娠・出
産・子育
てのため

子どもの
学校のた
め

親の介護
のため

町のサー
ビスに不
満がある
ため

生活環境
がよくな
いため

特に理由
はない

上記以外
の理由

無回答

259 63 161 16 16 9 11 12 31 5 14 1
100.0% 24.3% 62.2% 6.2% 6.2% 3.5% 4.2% 4.6% 12.0% 1.9% 5.4% 0.4%

125 24 86 2 4 4 6 7 15 3 9 1
100.0% 19.2% 68.8% 1.6% 3.2% 3.2% 4.8% 5.6% 12.0% 2.4% 7.2% 0.8%

133 39 74 14 12 5 5 5 16 2 5 0
100.0% 29.3% 55.6% 10.5% 9.0% 3.8% 3.8% 3.8% 12.0% 1.5% 3.8% 0.0%

84 61 25 3 2 0 0 2 7 3 2 0
100.0% 72.6% 29.8% 3.6% 2.4% 0.0% 0.0% 2.4% 8.3% 3.6% 2.4% 0.0%

31 0 25 2 3 1 1 2 5 2 1 0
100.0% 0.0% 80.6% 6.5% 9.7% 3.2% 3.2% 6.5% 16.1% 6.5% 3.2% 0.0%

48 1 38 6 7 4 2 4 9 0 3 0
100.0% 2.1% 79.2% 12.5% 14.6% 8.3% 4.2% 8.3% 18.8% 0.0% 6.3% 0.0%

52 1 39 4 2 3 4 3 4 0 3 0
100.0% 1.9% 75.0% 7.7% 3.8% 5.8% 7.7% 5.8% 7.7% 0.0% 5.8% 0.0%

43 0 33 1 2 1 4 1 6 0 5 1
100.0% 0.0% 76.7% 2.3% 4.7% 2.3% 9.3% 2.3% 14.0% 0.0% 11.6% 2.3%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問14－1　引っ越す理由

全体

男性

女性
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4. 働くことについてうかがいます。 

通勤・通学の場所は、「町内で働いている」が多く、町外では「ニセコ町」が最も多くなっています。 

町外で働き倶知安町に住んでいる理由は、「倶知安町に実家がある」が最も多く、次いで「生活環境

が良いから」が 2 番目に多くなっています。特に、子育て世代であると思われる 30 代で「生活環境が

よいから」と回答している方も多く、生活環境の良さを更に高め、PR をすることで、他の市町村で働

く子育て世代の移住・定住を増やすことができるのではないかと考えられます。 

勤務地の希望としては「町外(道内)」が多く、その中でも「札幌」が最も多く希望されています。ま

た、働いている方は「給与」の改善を求めている方が多くなっています。町外を希望する理由としては、

「希望する職がない」という回答が多く、町内の安定した雇用を増やすことが課題のひとつであると考

えられます。 

「就職・転職」の希望は「希望はない」方が１割ほど多く、「就職・転職をしたい」方は仕事を決め

る上でも「給与」が最も多く、また「仕事の内容・やりがい」や「休みの日数」、「労働時間」を重視し

ていることがわかります。希望する職種としては「会社員・団体職員（常勤）」や「商業・サービス業」

を希望する方が多くなっています。 

就労機会の向上のためには「求人・求職のマッチング」を重点的に取り組むべきだと感じられています。 

また、町外へ通勤・通学している方の中で、通勤・通学先が「札幌市」という回答が一定数あり、勤

務地の希望で「札幌市」と答える方も多く、将来、新幹線や北海道横断自動車道の開通によって札幌市

へのアクセスが大幅に向上することで、札幌市へ通勤・通学しながらも倶知安町に住む方が増加するこ

とも予想されます。 

許容できる通勤・通学時間としては「15 分～30 分未満」が 43.1%、「30 分～1 時間未満」が 33.7%

となっており、新幹線で倶知安町から札幌市まで通うことについて時間的には問題ないと考える方が多

いと思われます。なお、新幹線での倶知安駅から札幌駅までの所要時間は、15～25 分程度と想定され

ています。 

 

問 15 あなたは、現在、どこで働いていますか（通学していますか・就労形態は問わない）。（１つ

に○） 

「町内で働いている（通学している）」が 76.5%で最も多く、次いで「町外で働いている（通学して

いる）」が 12.6%、「働いていない（通学していない）」が 10.6%となっています。 

 

 

 

  
76.5 

12.6 

10.6 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

町内で働いている（通学している）

町外で働いている（通学している）

働いていない（通学していない）

無回答

ｎ=578
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問 15 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると男女ともに「町内で働いている（通学している）」が最も高くなっています。 

年齢別にみても「町内で働いている（通学している）」が最も高くなっており、特に『19 歳以下』は

高校生を含むためほとんどが「町内で働いている（通学している）」になっています。 

 

 

 

合計 町内で働
いている
（通学し
ている）

町外で働
いている
（通学し
ている）

働いてい
ない（通
学してい
ない）

無回答

578 442 73 61 2
100.0% 76.5% 12.6% 10.6% 0.3%

284 240 36 7 1
100.0% 84.5% 12.7% 2.5% 0.4%

290 198 37 54 1
100.0% 68.3% 12.8% 18.6% 0.3%

178 165 9 4 0
100.0% 92.7% 5.1% 2.2% 0.0%

70 48 13 7 2
100.0% 68.6% 18.6% 10.0% 2.9%

115 82 22 11 0
100.0% 71.3% 19.1% 9.6% 0.0%

105 70 16 19 0
100.0% 66.7% 15.2% 18.1% 0.0%

106 73 13 20 0
100.0% 68.9% 12.3% 18.9% 0.0%

35～39歳

問15　就労場所

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳
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【現在、働いている方（問 15 で「町内で働いている」、「町外で働いている」を選択した方）にうかが

います。通学している方は、次の問 15-2 へ進んでください】※高校生回答 159 票を除く 

問 15-１ 現在、働いている環境で改善してほしい点は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「給与」が 45.5%で最も多く、次いで「休みの日数（有給休暇の取得など）」が 21.6%、「労働時間」

が 21.1%、「雇用・昇給について」が 19.9%、「職場の人間関係」が 15.2%となっています。 

「上記以外」の主な意見 

循環バスが通勤にちょうどよい時間がない/職場の設備が古く冷暖が不十分/冬季シーズンは忙しさ

で休日が取れない/退職金制度の導入/必要以上の責任/会社自体の体質/育児中の親が働く環境 な

どがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15-1 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  

45.5 

21.6 

21.1 

6.5 

15.2 

12.6 

13.5 

3.1 

9.3 

19.9 

8.4 

16.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

給与

休みの日数（有給休暇の取得など）

労働時間

勤務シフト

職場の人間関係

仕事の内容・やりがい

福利・厚生

法令順守（パワハラ・セクハラなど）

介護・育児休暇制度の促進

雇用・昇給について

上記以外

無回答

ｎ=356

合計 給与 休みの日
数（有給
休暇の取
得など）

労働時間 勤務シフ
ト

職場の人
間関係

仕事の内
容・やり
がい

福利・厚
生

法令順守
（パワハ
ラ・セク
ハラな
ど）

介護・育
児休暇制
度の促進

雇用・昇
給につい
て

上記以外 無回答

356 162 77 75 23 54 45 48 11 33 71 30 59
100.0% 45.5% 21.6% 21.1% 6.5% 15.2% 12.6% 13.5% 3.1% 9.3% 19.9% 8.4% 16.6%

199 90 45 47 10 27 28 25 5 10 38 14 32
100.0% 45.2% 22.6% 23.6% 5.0% 13.6% 14.1% 12.6% 2.5% 5.0% 19.1% 7.0% 16.1%

157 72 32 28 13 27 17 23 6 23 33 16 27
100.0% 45.9% 20.4% 17.8% 8.3% 17.2% 10.8% 14.6% 3.8% 14.6% 21.0% 10.2% 17.2%

18 6 2 4 2 2 1 0 0 0 2 0 10
100.0% 33.3% 11.1% 22.2% 11.1% 11.1% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 55.6%

61 23 8 11 3 13 6 5 2 6 12 5 13
100.0% 37.7% 13.1% 18.0% 4.9% 21.3% 9.8% 8.2% 3.3% 9.8% 19.7% 8.2% 21.3%

104 54 26 16 9 11 16 15 2 10 16 10 11
100.0% 51.9% 25.0% 15.4% 8.7% 10.6% 15.4% 14.4% 1.9% 9.6% 15.4% 9.6% 10.6%

86 42 24 24 7 12 10 13 5 11 24 6 11
100.0% 48.8% 27.9% 27.9% 8.1% 14.0% 11.6% 15.1% 5.8% 12.8% 27.9% 7.0% 12.8%

86 36 17 20 2 16 11 14 2 6 16 9 14
100.0% 41.9% 19.8% 23.3% 2.3% 18.6% 12.8% 16.3% 2.3% 7.0% 18.6% 10.5% 16.3%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問15－1　就労環境の改善点

全体

男性

女性



29 

【問 15 で「町外で働いている（通学している）」を選択した方にうかがいます。問 15-2、問 15-3 にお

答えください。】 

問 15-2 どこで働いていますか、または、どこへ通学していますか。（あてはまるもの１つに○） 

「ニセコ町」が 24.7%で最も多く、次いで「札幌市」が 17.8%、「京極町」が 11.0%、「蘭越町」

が 11.0%、「その他」が 11.0%となっています。 

「その他」の主な意見 

蘭越より転入/道外/東京都/恵庭市に住んでいる/室蘭/美唄市 などがありました。 

 

  

17.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

1.4 

2.7 

5.5 

24.7 

0.0 

11.0 

6.8 

11.0 

0.0 

11.0 

6.8 

0% 10% 20% 30%

札幌市

小樽市

伊達市

赤井川村

仁木町

余市町

岩内町

共和町

ニセコ町

喜茂別町

京極町

真狩村

蘭越町

留寿都村

その他

無回答

ｎ=73
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問 15-2 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

 

  
合計 札幌市 小樽市 伊達市 赤井川村 仁木町 余市町 岩内町 共和町

73 13 0 0 0 1 1 2 4
100.0% 17.8% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4% 2.7% 5.5%

36 6 0 0 0 1 0 0 3
100.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 8.3%

37 7 0 0 0 0 1 2 1
100.0% 18.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 5.4% 2.7%

9 4 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 3 0 0 0 0 0 0 1
100.0% 23.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%

22 4 0 0 0 0 1 1 1
100.0% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 4.5% 4.5%

16 2 0 0 0 1 0 1 2
100.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 6.3% 12.5%

13 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 ニセコ町 喜茂別町 京極町 真狩村 蘭越町 留寿都村 その他 無回答

73 18 0 8 5 8 0 8 5
100.0% 24.7% 0.0% 11.0% 6.8% 11.0% 0.0% 11.0% 6.8%

36 9 0 3 4 4 0 3 3
100.0% 25.0% 0.0% 8.3% 11.1% 11.1% 0.0% 8.3% 8.3%

37 9 0 5 1 4 0 5 2
100.0% 24.3% 0.0% 13.5% 2.7% 10.8% 0.0% 13.5% 5.4%

9 2 0 0 0 0 0 3 0
100.0% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

13 0 0 2 1 1 0 4 1
100.0% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0% 30.8% 7.7%

22 6 0 2 3 2 0 1 1
100.0% 27.3% 0.0% 9.1% 13.6% 9.1% 0.0% 4.5% 4.5%

16 4 0 3 1 2 0 0 0
100.0% 25.0% 0.0% 18.8% 6.3% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%

13 6 0 1 0 3 0 0 3
100.0% 46.2% 0.0% 7.7% 0.0% 23.1% 0.0% 0.0% 23.1%

問15－2　通勤・通学先

全体

男性

女性

19歳以下

25～29歳

30～34歳

35～39歳

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳



31 

問 15-3 通勤・通学先と異なる倶知安町に住んでいる理由は何ですか。（あてはまるものすべてに

○） 

「倶知安町に実家があるから」が 49.3%で最も多く、次いで「生活環境がよいから」が 19.2%、「上

記以外の理由」が 17.8%、「家族が町内に通勤・通学しているから」が 8.2%、「人間関係がよいか

ら（友達がいるなど）」が 6.8%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

賃貸物件が豊富なのはココだけ/転勤になったが引越すのも面倒/倶知安に家があるから/嫁ぎ先が倶

知安町の農家な為/社宅に入った/転勤/スキー場から近い/住む場所がなかったから/結婚してから越

した などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15-3 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると、男女ともに「倶知安町に実家があるから」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、ほとんどの年代で「倶知安町に実家があるから」が最も高く、『30～34 歳』、『35

～39 歳』は「生活環境がよいから」も高い傾向にあります。 

 

 

 

 

  

49.3 

8.2 

6.8 

1.4 

19.2 

0.0 

0.0 

17.8 

11.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

倶知安町に実家があるから

家族が町内に通勤・通学しているから

人間関係がよいから（友達がいるなど）

職場・学校に近いから（交通の便が良い）

生活環境がよいから

医療・福祉のサービスがよいから

家賃が安いから

上記以外の理由

無回答

ｎ=73

合計 倶知安町
に実家が
あるから

家族が町
内に通
勤・通学
している
から

人間関係
がよいか
ら（友達
がいるな
ど）

職場・学
校に近い
から（交
通の便が
良い）

生活環境
がよいか
ら

医療・福
祉のサー
ビスがよ
いから

家賃が安
いから

上記以外
の理由

無回答

73 36 6 5 1 14 0 0 13 8
100.0% 49.3% 8.2% 6.8% 1.4% 19.2% 0.0% 0.0% 17.8% 11.0%

36 15 2 2 1 9 0 0 8 3
100.0% 41.7% 5.6% 5.6% 2.8% 25.0% 0.0% 0.0% 22.2% 8.3%

37 21 4 3 0 5 0 0 5 5
100.0% 56.8% 10.8% 8.1% 0.0% 13.5% 0.0% 0.0% 13.5% 13.5%

9 6 0 0 0 0 0 0 0 3
100.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

13 10 0 1 0 0 0 0 0 3
100.0% 76.9% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 23.1%

22 11 1 1 0 5 0 0 7 0
100.0% 50.0% 4.5% 4.5% 0.0% 22.7% 0.0% 0.0% 31.8% 0.0%

16 5 3 1 1 6 0 0 3 0
100.0% 31.3% 18.8% 6.3% 6.3% 37.5% 0.0% 0.0% 18.8% 0.0%

13 4 2 2 0 3 0 0 3 2
100.0% 30.8% 15.4% 15.4% 0.0% 23.1% 0.0% 0.0% 23.1% 15.4%

問15－3　異なる場所に住んでいる理由

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 16 あなたは、今後、新たに職に就く、もしくは転職の希望はありますか。（１つに○。「就職・

転職をしたい」を選択の場合は、勤務地の希望も選択してください。） 

「就職・転職の希望はない」が 54.0%、「就職・転職をしたい」が 40.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  

就職・転職の

希望はない

54.0%

就職・転職を

したい

40.3%

無回答

5.7%

ｎ=578

合計 就職・転
職の希望
はない

就職・転
職をした
い

無回答

578 312 233 33
100.0% 54.0% 40.3% 5.7%

284 165 102 17
100.0% 58.1% 35.9% 6.0%

290 145 130 15
100.0% 50.0% 44.8% 5.2%

178 67 92 19
100.0% 37.6% 51.7% 10.7%

70 41 26 3
100.0% 58.6% 37.1% 4.3%

115 67 45 3
100.0% 58.3% 39.1% 2.6%

105 66 37 2
100.0% 62.9% 35.2% 1.9%

106 70 31 5
100.0% 66.0% 29.2% 4.7%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問16　就職・転職の希望

全体

男性

女性

19歳以下
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問 16 付問 勤務地の希望 

「町外(道内)」が 39.9%で最も多く、次いで「町内」が 34.3%、「北海道外」が 8.6%となっています。 

「町内」理由の主な意見 

子どもの事で急に休まなければならない等、融通がきく/倶知安が好きで離れたくないから などが

ありました。 

「町外」理由の主な意見 

町内に希望職の企業がない/できれば転職してみたいが現実を考えると勇気が出ない。サポートして

くれる相談窓口などがあれば真剣に考えます/勉強できる環境がない/自分に合った職がない/製造

業、土木関係/町内の古い男尊女卑的な考えに嫌気がさしている/就職先を選べるから/資格を生かせ

る仕事があればどこでも/町内に林業の企業が少ない/住むのに便利だから/開業予定/仕事の選択肢

が多いから/特にどちらとも考えていない/結婚のため/キャリアアップのため/家賃が安い。病院があ

る/実家の家業を継ぐため/職場が出身地のため/町内以外もみてみたい/待遇が悪く、ストレスがたま

りやすい/町外で働きたいから/有名企業に就職したい/自立したい/広くて店舗が多い/公務員/札幌

の方が便利だから/町内は店が少ないから/都心が近い。自然がある/様々な人と交流などできるから/

もっと考えを広げたい などがありました。 

「北海道外」理由の主な意見 

英語を生かしたいから/町内は何をするにも不便/女性の雇用・職種が限られているため/東京には仕

事が多いから/実家に戻るから などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「希望地」の主な意見 

札幌 

東京 

小樽 

海外 

帯広 

ニセコ町 

 

56 件 

8 件 

3 件 

4 件 

2 件 

2 件 

 

どこでも 

道央 

倶知安以外 

余市 

函館 

都会 

北海道外 

後志管内 

室蘭市 

千歳市 

沖縄 

京極 

真狩 

地元 

首都圏 

近場で 

ローマ 

千葉、神奈川 

中部地方 

 

 

  

34.3 

39.9 

8.6 

17.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

町内

町外 (道内)

北海道外

無回答

ｎ=233
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問 16 付問 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると『男性』は「町外（道内）」が最も高く、『女性』は「町内」が最も高くなっています。 

年齢別にみると『20～24 歳』以下の年代は「町外（道内）」が最も高く、『25～29 歳』以上の年

代は「町内」が最も高くなっています。 

 

 

  

合計 町内 町外 (道
内)

北海道外 無回答

233 80 93 20 40
100.0% 34.3% 39.9% 8.6% 17.2%

102 25 45 9 23
100.0% 24.5% 44.1% 8.8% 22.5%

130 55 47 11 17
100.0% 42.3% 36.2% 8.5% 13.1%

92 23 51 11 7
100.0% 25.0% 55.4% 12.0% 7.6%

26 6 10 2 8
100.0% 23.1% 38.5% 7.7% 30.8%

45 17 14 2 12
100.0% 37.8% 31.1% 4.4% 26.7%

37 14 11 4 8
100.0% 37.8% 29.7% 10.8% 21.6%

31 19 6 1 5
100.0% 61.3% 19.4% 3.2% 16.1%

問16付問　勤務地の希望

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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【問 16 で「就職・転職をしたい」を選択した方にうかがいます。問 16-1、問 16-2 にお答えください。】 

問 16-1 あなたが（将来的に）仕事を選択する上で何を重視しますか。（あてはまるものすべてに

○） 

「給与」が 75.5%で最も多く、次いで「仕事の内容・やりがい」が 64.4%、「休みの日数（有給休

暇の取得など）」が 59.7%、「労働時間」が 54.9%、「職場の人間関係」が 48.5%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

町内の給与が安く、家賃が高い/期間限定ではないこと/地元がよいから などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-1 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

 

  

75.5 
59.7 

54.9 

25.8 

48.5 

64.4 

31.8 

21.5 

24.5 

34.8 

23.6 

1.3 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

給与

休みの日数（有給休暇の取得など）

労働時間

通勤時間

職場の人間関係

仕事の内容・やりがい

福利・厚生

介護・育児休業制度の有無

法令順守(パワハラ・セクハラがないなど）

将来性を感じるか

業績の安定

上記以外の理由

無回答

ｎ=233

合計 給与 休みの日
数（有給
休暇の取
得など）

労働時間 通勤時間 職場の人
間関係

仕事の内
容・やり
がい

福利・厚
生

介護・育
児休業制
度の有無

法令順守
(パワハ
ラ・セク
ハラがな
いなど）

将来性を
感じるか

業績の安
定

上記以外
の理由

無回答

233 176 139 128 60 113 150 74 50 57 81 55 3 6
100.0% 75.5% 59.7% 54.9% 25.8% 48.5% 64.4% 31.8% 21.5% 24.5% 34.8% 23.6% 1.3% 2.6%

102 76 60 50 23 43 69 30 14 20 39 28 1 4
100.0% 74.5% 58.8% 49.0% 22.5% 42.2% 67.6% 29.4% 13.7% 19.6% 38.2% 27.5% 1.0% 3.9%

130 99 78 77 37 69 80 44 36 36 41 26 2 2
100.0% 76.2% 60.0% 59.2% 28.5% 53.1% 61.5% 33.8% 27.7% 27.7% 31.5% 20.0% 1.5% 1.5%

92 73 55 44 23 49 66 13 14 23 36 26 0 4
100.0% 79.3% 59.8% 47.8% 25.0% 53.3% 71.7% 14.1% 15.2% 25.0% 39.1% 28.3% 0.0% 4.3%

26 18 15 15 7 15 14 12 7 11 11 6 1 0
100.0% 69.2% 57.7% 57.7% 26.9% 57.7% 53.8% 46.2% 26.9% 42.3% 42.3% 23.1% 3.8% 0.0%

45 30 25 24 10 18 29 15 9 7 13 8 1 0
100.0% 66.7% 55.6% 53.3% 22.2% 40.0% 64.4% 33.3% 20.0% 15.6% 28.9% 17.8% 2.2% 0.0%

37 30 22 26 8 16 24 19 9 8 10 7 0 0
100.0% 81.1% 59.5% 70.3% 21.6% 43.2% 64.9% 51.4% 24.3% 21.6% 27.0% 18.9% 0.0% 0.0%

31 23 20 18 12 14 16 15 11 7 9 6 1 2
100.0% 74.2% 64.5% 58.1% 38.7% 45.2% 51.6% 48.4% 35.5% 22.6% 29.0% 19.4% 3.2% 6.5%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問16－1　仕事を選択する上で重視すること

全体

男性

女性

19歳以下
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問 16-2 就労するなら、次のうち、どの分野の仕事を希望しますか。（あてはまるものすべてに○） 

「会社員・団体職員（常勤）」が 31.8%で最も多く、次いで「商業・サービス業」が 31.3%、「公務

員・教職員（常勤）」が 26.2%、「パート・アルバイト・季節労働などの臨時的な仕事」が 24.5%、

「自由業（医師や僧職など）」が 11.2%となっています。 

「上記以外の職種」の主な意見 

自営業/ピアサポーター/医療関係/建築業/音楽関係/アパレル/IT・プログラマ/事務/美容関係/福祉/

やりがいのある仕事/働きやすい環境であればどこでも などがありました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-2 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると『男性』は「公務員・教職員（常勤）」が最も高く、『女性』は「パート・アルバイト・

季節労働などの臨時的な仕事」が最も高くなっています。 

年齢別にみると『19 歳以下』は「公務員・教職員（常勤）」が、『20～24 歳』、『25～29 歳』は「会

社員・団体職員（常勤）」が最も高く、それ以上の年代は「パート・アルバイト・季節労働などの臨

時的な仕事」が最も高くなっています。 

 

 

  

7.3 

1.7 

31.8 

31.3 

11.2 

26.2 

24.5 

10.3 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40%

農林業・畜産業

水産業

会社員・団体職員（常勤）

商業・サービス業

自由業（医師や僧職など）

公務員・教職員（常勤）

パート・アルバイト・季節労働などの臨時的な仕事

上記以外の職種

無回答

ｎ=233

合計 農林業・
畜産業

水産業 会社員・
団体職員
（常勤）

商業・
サービス
業

自由業
（医師や
僧職な
ど）

公務員・
教職員
（常勤）

パート・
アルバイ
ト・季節
労働など
の臨時的
な仕事

上記以外
の職種

無回答

233 17 4 74 73 26 61 57 24 6
100.0% 7.3% 1.7% 31.8% 31.3% 11.2% 26.2% 24.5% 10.3% 2.6%

102 10 3 34 32 13 38 9 8 1
100.0% 9.8% 2.9% 33.3% 31.4% 12.7% 37.3% 8.8% 7.8% 1.0%

130 7 1 40 40 13 23 47 16 5
100.0% 5.4% 0.8% 30.8% 30.8% 10.0% 17.7% 36.2% 12.3% 3.8%

92 6 0 24 24 12 32 8 15 4
100.0% 6.5% 0.0% 26.1% 26.1% 13.0% 34.8% 8.7% 16.3% 4.3%

26 2 0 10 9 0 8 4 3 0
100.0% 7.7% 0.0% 38.5% 34.6% 0.0% 30.8% 15.4% 11.5% 0.0%

45 5 3 18 14 6 13 14 2 0
100.0% 11.1% 6.7% 40.0% 31.1% 13.3% 28.9% 31.1% 4.4% 0.0%

37 2 1 11 14 2 5 18 2 1
100.0% 5.4% 2.7% 29.7% 37.8% 5.4% 13.5% 48.6% 5.4% 2.7%

31 2 0 11 11 5 2 12 2 1
100.0% 6.5% 0.0% 35.5% 35.5% 16.1% 6.5% 38.7% 6.5% 3.2%

問16－2　希望の分野

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 17 就労機会の向上等に向けて、倶知安町が重点的に取り組むべきと感じるものはどれですか。

（あてはまるものすべてに○） 

「求人・求職のマッチング」が 49.0%で最も多く、次いで「企業情報などの情報発信」が 35.3%、

「就労に関する相談窓口」が 27.2%、「起業支援」が 21.1%、「企業・事業所などと連携した職業体

験」が 19.6%となっています。 

「その他」の主な意見 

町ぐるみでの就労概念の是正/障がいの方々の気質を企業の人に知ってもらう交流があると良い/町

内の企業の規模や職種を問わず役職・管理職への教育（指導）/IT 等の会社/観光従事者、夏冬の仕事

平準化/現存の会社の勤務時間や環境の一斉調査/雇用や移住（転入）に関する助成制度/祭り以外の

町おこし/外国企業との連携/英会話スクール/再就職が上手くいかない者へのサポート/ブラック企

業の排除/交通インフラの充実/北海道全体の未来を見すえた対策/インターンシップの活発化 など

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.0 

19.6 

35.3 

14.0 

16.8 

27.2 

21.1 

12.3 

4.5 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

求人・求職のマッチング

企業・事業所などと連携した職業体験

企業情報などの情報発信

合同就職（転職）説明会

ビジネススキル向上のためのセミナー

就労に関する相談窓口

起業支援

職場環境向上のための企業向け広報

その他

無回答

ｎ=578

合計 求人・求
職のマッ
チング

企業・事
業所など
と連携し
た職業体
験

企業情報
などの情
報発信

合同就職
（転職）
説明会

ビジネス
スキル向
上のため
のセミ
ナー

就労に関
する相談
窓口

起業支援 職場環境
向上のた
めの企業
向け広報

その他 無回答

578 283 113 204 81 97 157 122 71 26 38
100.0% 49.0% 19.6% 35.3% 14.0% 16.8% 27.2% 21.1% 12.3% 4.5% 6.6%

284 128 62 87 41 45 68 75 32 18 19
100.0% 45.1% 21.8% 30.6% 14.4% 15.8% 23.9% 26.4% 11.3% 6.3% 6.7%

290 153 50 117 40 52 89 47 39 7 18
100.0% 52.8% 17.2% 40.3% 13.8% 17.9% 30.7% 16.2% 13.4% 2.4% 6.2%

178 87 45 51 20 19 33 19 22 10 12
100.0% 48.9% 25.3% 28.7% 11.2% 10.7% 18.5% 10.7% 12.4% 5.6% 6.7%

70 38 13 21 11 9 16 11 9 2 5
100.0% 54.3% 18.6% 30.0% 15.7% 12.9% 22.9% 15.7% 12.9% 2.9% 7.1%

115 65 19 54 26 29 41 31 14 5 3
100.0% 56.5% 16.5% 47.0% 22.6% 25.2% 35.7% 27.0% 12.2% 4.3% 2.6%

105 49 18 37 11 15 33 33 15 5 7
100.0% 46.7% 17.1% 35.2% 10.5% 14.3% 31.4% 31.4% 14.3% 4.8% 6.7%

106 41 17 40 12 25 33 28 11 4 10
100.0% 38.7% 16.0% 37.7% 11.3% 23.6% 31.1% 26.4% 10.4% 3.8% 9.4%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問17　就労機会の向上に向けての取り組み

全体

男性

女性

19歳以下



38 

問 18 あなたが、通勤・通学等に要する時間はどれくらいですか。（１つに○） 

「15 分未満」が 51.4%で最も多く、次いで「15 分～30 分未満」が 29.6%、「通勤・通学をして

いない」が 7.4%、「30 分～１時間未満」が 6.4%、「１時間 30 分以上」が 1.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると、男女ともに「15 分未満」が最も高くなっています。 

年齢別にみると『19 歳以下』は「15 分～30 分未満」が最も高く、それ以上のすべての年代は「15

分未満」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.4 

29.6 

6.4 

0.9 

1.2 

7.4 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

15分未満

15分～30分未満

30分～１時間未満

１時間～１時間30分未満

１時間30分以上

通勤・通学をしていない

無回答

ｎ=578

合計 15分未満 15分～30
分未満

30分～１
時間未満

１時間～
１時間30
分未満

１時間30
分以上

通勤・通
学をして
いない

無回答

578 297 171 37 5 7 43 18
100.0% 51.4% 29.6% 6.4% 0.9% 1.2% 7.4% 3.1%

284 165 86 16 1 3 9 4
100.0% 58.1% 30.3% 5.6% 0.4% 1.1% 3.2% 1.4%

290 130 84 21 4 4 34 13
100.0% 44.8% 29.0% 7.2% 1.4% 1.4% 11.7% 4.5%

178 67 84 16 3 3 2 3
100.0% 37.6% 47.2% 9.0% 1.7% 1.7% 1.1% 1.7%

70 35 19 5 0 1 8 2
100.0% 50.0% 27.1% 7.1% 0.0% 1.4% 11.4% 2.9%

115 68 26 7 1 2 9 2
100.0% 59.1% 22.6% 6.1% 0.9% 1.7% 7.8% 1.7%

105 63 21 3 0 1 14 3
100.0% 60.0% 20.0% 2.9% 0.0% 1.0% 13.3% 2.9%

106 62 20 6 1 0 10 7
100.0% 58.5% 18.9% 5.7% 0.9% 0.0% 9.4% 6.6%

問18　通勤・通学時間

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 19 あなたが、通勤・通学等に要する時間として許容できる時間はどれくらいですか。（１つに

○）  

「15 分～30 分未満」が 43.1%で最も多く、次いで「30 分～１時間未満」が 33.7%、「15 分未

満」が 14.7%、「１時間～１時間 30 分未満」が 5.4%、「１時間 30 分以上」が 1.0%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

 

 

  

14.7 

43.1 

33.7 

5.4 

1.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

15分未満

15分～30分未満

30分～１時間未満

１時間～１時間30分未満

１時間30分以上

無回答

ｎ=578

合計 15分未満 15分～30
分未満

30分～１
時間未満

１時間～
１時間30
分未満

１時間30
分以上

無回答

578 85 249 195 31 6 12
100.0% 14.7% 43.1% 33.7% 5.4% 1.0% 2.1%

284 38 121 105 13 4 3
100.0% 13.4% 42.6% 37.0% 4.6% 1.4% 1.1%

290 46 126 90 18 2 8
100.0% 15.9% 43.4% 31.0% 6.2% 0.7% 2.8%

178 33 69 58 13 4 1
100.0% 18.5% 38.8% 32.6% 7.3% 2.2% 0.6%

70 9 32 23 3 1 2
100.0% 12.9% 45.7% 32.9% 4.3% 1.4% 2.9%

115 14 51 45 3 0 2
100.0% 12.2% 44.3% 39.1% 2.6% 0.0% 1.7%

105 13 48 34 7 0 3
100.0% 12.4% 45.7% 32.4% 6.7% 0.0% 2.9%

106 16 46 35 5 1 3
100.0% 15.1% 43.4% 33.0% 4.7% 0.9% 2.8%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問19　許容できる通勤・通学時間

全体

男性

女性

19歳以下
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5. 結婚についてうかがいます。 

結婚について高校生を除いた回答では、６割が「独身」であり、その中で「いずれ結婚するつもり」

と答えた方が６割となっています。結婚していない理由としては、「結婚したいと思える相手がいない」、

「出会う機会、きっかけがない」、「家族を養うほどの収入がない」が多くなっています。 

結婚支援事業に対しては「安定した雇用の支援」、「若い夫婦への住まいの支援」、「結婚祝い金などの

経済的支援」、「婚活イベントなど出会いの場の提供」などが重点的に取り組まれるべきだと思う方が多

くなっています。 

結婚する方の増加のためには、若者の生活の安定と、出会いの場があるかが課題になると考えられます。 

 

問 20 あなたは、現在、結婚していますか。（１つに○） 

「独身」が 69.9%、「結婚している（事実婚を含む）」が 28.7%となっています。 

 

 【全体】                   【高校生を除く】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

  

独身

69.9%

結婚している

（事実婚を含む）

28.7%

無回答

1.4%

ｎ=578

独身

60.4%

結婚している

（事実婚を含む）

39.6%

無回答

0.0%

ｎ=419

合計 独身 結婚して
いる（事
実婚を含
む）

無回答

578 404 166 8
100.0% 69.9% 28.7% 1.4%

284 210 70 4
100.0% 73.9% 24.6% 1.4%

290 191 96 3
100.0% 65.9% 33.1% 1.0%

178 171 0 7
100.0% 96.1% 0.0% 3.9%

70 62 8 0
100.0% 88.6% 11.4% 0.0%

115 74 41 0
100.0% 64.3% 35.7% 0.0%

105 47 58 0
100.0% 44.8% 55.2% 0.0%

106 48 58 0
100.0% 45.3% 54.7% 0.0%

問20　結婚

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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【問 20 で「独身」を選択した方にうかがいます。問 20-1、問 20-2、問 20-3 にお答えください。】 

問 20-1 今後の結婚に関するあなたの希望は次のうち、どれにあてはまりますか。（１つに○。「い

ずれ結婚するつもり」を選択の場合は、年齢も選択してください。） 

「いずれ結婚するつもり」が 61.1%で最も多く、次いで「わからない」が 30.9%、「結婚するつもり

はない」が 6.4%となっています。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生を除く】 

 

 

 

 

 

 

 

問 20-1 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると、男女ともに「いずれ結婚するつもり」が最も高くなっています。 

年齢別にみてもすべての年代で「いずれ結婚するつもり」が最も高くなっており、『35～39 歳』は

「わからない」も同様に最も高くなっています。 

  

61.1 

6.4 

30.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いずれ結婚するつもり

結婚するつもりはない

わからない

無回答

ｎ=404

61.3 

7.5 

30.0 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いずれ結婚するつもり

結婚するつもりはない

わからない

無回答

ｎ=253

合計 いずれ結
婚するつ
もり

結婚する
つもりは
ない

わからな
い

無回答

404 247 26 125 6
100.0% 61.1% 6.4% 30.9% 1.5%

210 117 18 70 5
100.0% 55.7% 8.6% 33.3% 2.4%

191 128 8 54 1
100.0% 67.0% 4.2% 28.3% 0.5%

171 106 8 54 3
100.0% 62.0% 4.7% 31.6% 1.8%

62 45 2 15 0
100.0% 72.6% 3.2% 24.2% 0.0%

74 47 5 22 0
100.0% 63.5% 6.8% 29.7% 0.0%

47 27 4 14 2
100.0% 57.4% 8.5% 29.8% 4.3%

48 20 7 20 1
100.0% 41.7% 14.6% 41.7% 2.1%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問20－1　結婚に関する希望

全体

男性

女性

19歳以下



42 

問 20-1 付問 何歳までに結婚したいですか。 

「26 歳～30 歳」が 35.6%で最も多く、次いで「21 歳～25 歳」が 30.8%、「31 歳～35 歳」が

17.8%、「36 歳～40 歳」が 8.5%、「40 歳～」が 2.4%となっています。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生を除く】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20-1 付問 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  

0.8 

30.8 

35.6 

17.8 

8.5 

2.4 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40%

～20歳

21歳～25歳

26歳～30歳

31歳～35歳

36歳～40歳

40歳～

無回答

ｎ=247

0.0 

10.3 

40.0 

27.7 

13.5 

3.9 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

～20歳

21歳～25歳

26歳～30歳

31歳～35歳

36歳～40歳

40歳～

無回答

ｎ=155

合計 ～20歳 21歳～25
歳

26歳～30
歳

31歳～35
歳

36歳～40
歳

40歳～ 無回答

247 2 76 88 44 21 6 10
100.0% 0.8% 30.8% 35.6% 17.8% 8.5% 2.4% 4.0%

117 0 29 44 20 12 5 7
100.0% 0.0% 24.8% 37.6% 17.1% 10.3% 4.3% 6.0%

128 2 46 43 24 9 1 3
100.0% 1.6% 35.9% 33.6% 18.8% 7.0% 0.8% 2.3%

106 2 64 35 1 0 0 4
100.0% 1.9% 60.4% 33.0% 0.9% 0.0% 0.0% 3.8%

45 0 11 27 6 0 0 1
100.0% 0.0% 24.4% 60.0% 13.3% 0.0% 0.0% 2.2%

47 0 0 25 18 2 0 2
100.0% 0.0% 0.0% 53.2% 38.3% 4.3% 0.0% 4.3%

27 0 0 0 19 6 2 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 70.4% 22.2% 7.4% 0.0%

20 0 0 0 0 13 4 3
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 65.0% 20.0% 15.0%

問20－1付問　希望年齢

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 20-2 現在、結婚していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「まだ若すぎる」が 39.4%で最も多く、次いで「結婚したいと思える相手がいない」が 30.7%、「出

会う機会、きっかけがない」が 27.7%、「家族を養うほどの収入がない」が 20.3%、「精神的に自由

でいられる」が 15.3%となっています。 

高校生を除けば「結婚したいと思える相手がいない」が 42.7%で最も多く、次いで「出会う機会、

きっかけがない」が 39.1％、「家族を養うほどの収入がない」が 27.7%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

学生だから 15 件/離婚した/障がい者なのでわからない。親としては結婚させてあげたい 

近々の予定/奨学金返済を終えていないため/もうすぐ結婚します/彼氏と離れているから/結婚する

自信がない/今の職場（職種）に将来性がない。相手が道外で働いているため/病気療養中/一度失敗

しているので/未成年だから などがありました。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.7 

20.3 

15.3 

14.1 

8.7 

10.6 

14.4 

39.4 

27.7 

6.4 

3.0 

6.9 

8.4 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚したいと思える相手がいない

家族を養うほどの収入がない

精神的に自由でいられる

経済的に自由がきく

異性とうまく付き合えない

仕事（学業）に打ち込みたい

結婚資金が足りない

まだ若すぎる

出会う機会、きっかけがない

結婚に意味を見出せない

家族の介護が心配

理由は特にない

上記以外の理由

無回答

ｎ=404
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【高校生を除く】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.7 

27.7 

21.3 

20.6 

11.5 

12.3 

20.2 

16.6 

39.1 

8.7 

4.0 

9.1 

6.3 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚したいと思える相手がいない

家族を養うほどの収入がない

精神的に自由でいられる

経済的に自由がきく

異性とうまく付き合えない

仕事（学業）に打ち込みたい

結婚資金が足りない

まだ若すぎる

出会う機会、きっかけがない

結婚に意味を見出せない

家族の介護が心配

理由は特にない

上記以外の理由

無回答

ｎ=253
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問 20-2 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると「まだ若すぎる」が男女ともに最も高いほか、『男性』の「家族を養うほどの収入がな

い」、「結婚資金が足りない」が『女性』に比べ高くなっています。 

年齢別にみると『25～29 歳』以上の年代は「結婚したいと思える相手がいない」が最も高く、『20

～24 歳』は「出会う機会、きっかけがない」が、『19 歳以下』は「まだ若すぎる」がそれぞれ最も

高くなっています。 

 

 

 

 

  

合計 結婚した
いと思え
る相手が
いない

家族を養
うほどの
収入がな
い

精神的に
自由でい
られる

経済的に
自由がき
く

異性とう
まく付き
合えない

仕事（学
業）に打
ち込みた
い

結婚資金
が足りな
い

全体 404 124 82 62 57 35 43 58
100.0% 30.7% 20.3% 15.3% 14.1% 8.7% 10.6% 14.4%

210 63 60 30 35 19 20 38
100.0% 30.0% 28.6% 14.3% 16.7% 9.0% 9.5% 18.1%

191 61 22 32 22 16 23 20
100.0% 31.9% 11.5% 16.8% 11.5% 8.4% 12.0% 10.5%

171 23 17 10 7 7 16 12
100.0% 13.5% 9.9% 5.8% 4.1% 4.1% 9.4% 7.0%

62 27 21 13 10 10 9 15
100.0% 43.5% 33.9% 21.0% 16.1% 16.1% 14.5% 24.2%

74 37 24 19 20 12 11 19
100.0% 50.0% 32.4% 25.7% 27.0% 16.2% 14.9% 25.7%

47 15 9 9 8 2 6 9
100.0% 31.9% 19.1% 19.1% 17.0% 4.3% 12.8% 19.1%

48 22 11 11 12 4 1 3
100.0% 45.8% 22.9% 22.9% 25.0% 8.3% 2.1% 6.3%

合計 まだ若す
ぎる

出会う機
会、きっ
かけがな
い

結婚に意
味を見出
せない

家族の介
護が心配

理由は特
にない

上記以外
の理由

無回答

全体 404 159 112 26 12 28 34 10
100.0% 39.4% 27.7% 6.4% 3.0% 6.9% 8.4% 2.5%

210 82 61 15 4 15 13 5
100.0% 39.0% 29.0% 7.1% 1.9% 7.1% 6.2% 2.4%

191 75 51 11 8 13 20 5
100.0% 39.3% 26.7% 5.8% 4.2% 6.8% 10.5% 2.6%

171 134 20 5 3 5 18 7
100.0% 78.4% 11.7% 2.9% 1.8% 2.9% 10.5% 4.1%

62 19 33 4 0 2 2 1
100.0% 30.6% 53.2% 6.5% 0.0% 3.2% 3.2% 1.6%

74 5 27 10 3 7 2 1
100.0% 6.8% 36.5% 13.5% 4.1% 9.5% 2.7% 1.4%

47 0 13 4 2 5 9 1
100.0% 0.0% 27.7% 8.5% 4.3% 10.6% 19.1% 2.1%

48 0 19 3 4 9 2 0
100.0% 0.0% 39.6% 6.3% 8.3% 18.8% 4.2% 0.0%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

男性

女性

男性

女性

19歳以下

20～24歳

問20－2　結婚していない理由
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問 20-3 結婚した場合、倶知安町に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

「住む場所にこだわらない」が 57.9%で最も多く、次いで「住み続けたい」が 20.8%、「住み続け

たくない」が 19.3%となっています。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生を除く】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20-3 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別、年齢別どちらでもみても「住む場所にこだわらない」が最も高くなっています。 

 

  

20.8 

19.3 

57.9 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住み続けたい

住み続けたくない

住む場所にこだわらない

無回答

ｎ=404

24.9 

13.0 

60.5 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住み続けたい

住み続けたくない

住む場所にこだわらない

無回答

ｎ=253

合計 住み続け
たい

住み続け
たくない

住む場所
にこだわ
らない

無回答

404 84 78 234 8
100.0% 20.8% 19.3% 57.9% 2.0%

210 46 45 113 6
100.0% 21.9% 21.4% 53.8% 2.9%

191 38 32 119 2
100.0% 19.9% 16.8% 62.3% 1.0%

171 26 49 92 4
100.0% 15.2% 28.7% 53.8% 2.3%

62 16 11 34 1
100.0% 25.8% 17.7% 54.8% 1.6%

74 20 4 49 1
100.0% 27.0% 5.4% 66.2% 1.4%

47 11 6 29 1
100.0% 23.4% 12.8% 61.7% 2.1%

48 11 7 29 1
100.0% 22.9% 14.6% 60.4% 2.1%

問20－3　結婚後も住み続けたいか

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 21 倶知安町が重点的に取り組むべき結婚支援事業は何だと思いますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

「安定した雇用の支援」が 54.7%で最も多く、次いで「若い夫婦への住まいの支援」が 50.9%、「結

婚祝い金などの経済的支援」が 32.4%、「婚活イベントなど出会いの場の提供」が 23.9%、「行政が

やる必要はない」が 9.5%となっています。 

「その他」の主な意見 

遅くまでやってるバーなど、若い人が遊べるところをつくる/結婚支援よりした後の支援の方が重要/

結婚することは得であると思いこませる制度の導入/結婚に関する手続き、お金に関するパンフレッ

ト製作/給料等のベースアップ などがありました。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生を除く】 

  

54.7 

50.9 

32.4 

23.9 

6.6 

5.7 

5.5 

9.5 

1.9 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安定した雇用の支援

若い夫婦への住まいの支援

結婚祝い金などの経済的支援

婚活イベントなど出会いの場の提供

結婚相談窓口（仲立ち）

若い世代への結婚に関する講習会

交際術やマナーなどを学ぶ講座

行政がやる必要はない

その他

無回答

ｎ=578

54.9 

55.1 

34.4 

29.4 

6.7 

4.5 

3.8 

9.5 

1.7 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安定した雇用の支援

若い夫婦への住まいの支援

結婚祝い金などの経済的支援

婚活イベントなど出会いの場の提供

結婚相談窓口（仲立ち）

若い世代への結婚に関する講習会

交際術やマナーなどを学ぶ講座

行政がやる必要はない

その他

無回答

ｎ=419



48 

問 21 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 「ご夫婦の方(事実婚含む)」と「独身の方で交際相手がいる方」にうかがいます。どのよう

なきっかけでお知り合いになりましたか。（あてはまるものすべてに○） 

「職場や仕事関係（アルバイトを含む）」が 16.6%で最も多く、次いで「学校」が 11.9%、「友人や

兄弟姉妹を通じて」が 10.7%、「街なかや旅先」が 3.5%、「学校以外のサークル活動やクラブ活動・

習いごと」が 2.9%となっています。 

「その他」の主な意見 

保護者の意見/引越す以前から/勉強会/インターネットのブログサイト/就職活動中/外出先/合コン/

婚活パーティ/飲みに行ったお店で などがありました。 

 

【全体】 

 

  

11.9 

16.6 

2.1 

2.9 

10.7 

0.3 

0.0 

3.5 

1.0 

2.8 

52.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校

職場や仕事関係（アルバイトを含む）

幼なじみ・近隣に住んでいた

学校以外のサークル活動やクラブ活動・習いごと

友人や兄弟姉妹を通じて

見合い（親せき・上役などの紹介も含む）

結婚相談所

街なかや旅先

インターネットの恋愛・結婚情報サイト

その他

無回答

ｎ=578

合計 安定した
雇用の支
援

若い夫婦
への住ま
いの支援

結婚祝い
金などの
経済的支
援

婚活イベ
ントなど
出会いの
場の提供

結婚相談
窓口（仲
立ち）

若い世代
への結婚
に関する
講習会

交際術や
マナーな
どを学ぶ
講座

行政がや
る必要は
ない

その他 無回答

578 316 294 187 138 38 33 32 55 11 33
100.0% 54.7% 50.9% 32.4% 23.9% 6.6% 5.7% 5.5% 9.5% 1.9% 5.7%

284 146 149 93 76 18 19 19 24 8 16
100.0% 51.4% 52.5% 32.7% 26.8% 6.3% 6.7% 6.7% 8.5% 2.8% 5.6%

290 167 144 93 61 20 14 13 31 3 16
100.0% 57.6% 49.7% 32.1% 21.0% 6.9% 4.8% 4.5% 10.7% 1.0% 5.5%

178 96 72 46 18 11 16 17 21 4 16
100.0% 53.9% 40.4% 25.8% 10.1% 6.2% 9.0% 9.6% 11.8% 2.2% 9.0%

70 40 39 23 14 1 1 0 7 0 2
100.0% 57.1% 55.7% 32.9% 20.0% 1.4% 1.4% 0.0% 10.0% 0.0% 2.9%

115 59 72 49 42 15 6 6 7 3 4
100.0% 51.3% 62.6% 42.6% 36.5% 13.0% 5.2% 5.2% 6.1% 2.6% 3.5%

105 62 63 40 36 5 6 4 6 3 3
100.0% 59.0% 60.0% 38.1% 34.3% 4.8% 5.7% 3.8% 5.7% 2.9% 2.9%

106 56 47 28 26 5 4 4 14 1 7
100.0% 52.8% 44.3% 26.4% 24.5% 4.7% 3.8% 3.8% 13.2% 0.9% 6.6%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問21　結婚支援事業

全体

男性

女性

19歳以下
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【高校生を除く】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  

8.1 

22.7 

1.7 

3.6 

14.3 

0.5 

0.0 

4.5 

1.4 

2.9 

44.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校

職場や仕事関係（アルバイトを含む）

幼なじみ・近隣に住んでいた

学校以外のサークル活動やクラブ活動・習いごと

友人や兄弟姉妹を通じて

見合い（親せき・上役などの紹介も含む）

結婚相談所

街なかや旅先

インターネットの恋愛・結婚情報サイト

その他

無回答

ｎ=419

合計 学校 職場や仕
事関係
（アルバ
イトを含
む）

幼なじ
み・近隣
に住んで
いた

学校以外
のサーク
ル活動や
クラブ活
動・習い
ごと

友人や兄
弟姉妹を
通じて

見合い
（親せ
き・上役
などの紹
介も含
む）

結婚相談
所

街なかや
旅先

インター
ネットの
恋愛・結
婚情報サ
イト

その他 無回答

578 69 96 12 17 62 2 0 20 6 16 306
100.0% 11.9% 16.6% 2.1% 2.9% 10.7% 0.3% 0.0% 3.5% 1.0% 2.8% 52.9%

284 35 38 9 6 25 0 0 13 4 10 160
100.0% 12.3% 13.4% 3.2% 2.1% 8.8% 0.0% 0.0% 4.6% 1.4% 3.5% 56.3%

290 34 58 3 11 37 2 0 7 2 6 142
100.0% 11.7% 20.0% 1.0% 3.8% 12.8% 0.7% 0.0% 2.4% 0.7% 2.1% 49.0%

178 39 3 5 4 2 0 0 1 0 4 132
100.0% 21.9% 1.7% 2.8% 2.2% 1.1% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 2.2% 74.2%

70 5 9 1 0 6 1 0 2 0 1 46
100.0% 7.1% 12.9% 1.4% 0.0% 8.6% 1.4% 0.0% 2.9% 0.0% 1.4% 65.7%

115 12 20 1 3 18 1 0 3 1 3 57
100.0% 10.4% 17.4% 0.9% 2.6% 15.7% 0.9% 0.0% 2.6% 0.9% 2.6% 49.6%

105 8 32 3 5 18 0 0 9 2 5 28
100.0% 7.6% 30.5% 2.9% 4.8% 17.1% 0.0% 0.0% 8.6% 1.9% 4.8% 26.7%

106 5 31 2 5 17 0 0 5 3 3 40
100.0% 4.7% 29.2% 1.9% 4.7% 16.0% 0.0% 0.0% 4.7% 2.8% 2.8% 37.7%

女性

問22　知り合ったきっかけ

全体

男性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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6. 出産・育児についてうかがいます。 

現在の子どもの人数については「子どもはいない」が７割を越えており、「１人」、「２人」、「３人」

の順となっています。 

将来の予定と理想的な子どもの人数の回答を比較すると、理想的な人数として「３人」の割合が多く

なっていることがわかります。 

理想的な子どもの数を実現するための課題や、予定と理想の数に差がある理由については「子育てや教育

にお金がかかりすぎるから」、「子どもを預ける施設が整っていない」の回答が多くなっています。 

今後の倶知安町の育児サービスとしては「幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充」や「各

種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」に最も力を入れるべきだと思う方が多くなってい

ます。子育てについての希望を実現し、理想的な子どもの数を実現することができる環境を整えること

が、出生率上昇のためには不可欠になるものと考えられます。 

 

問 23 あなたは、現在、お子さんが何人いますか。（１つに○） 

「子どもはいない」が 75.1%で最も多く、次いで「１人」が 12.6%、「２人」が 5.5%、「３人」が

1.9%、「５人以上」が 0.3%となっています。 

高校生を除いても「子どもはいない」が 71.4%で最も多く、次いで「１人」が 16.9%、「２人」が

7.2%、「３人」が 2.6%となっています。 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生を除く】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.6 

5.5 

1.9 

0.2 

0.3 

75.1 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１人

２人

３人

４人

５人以上

子どもはいない

無回答

ｎ=578

16.9 

7.2 

2.6 

0.2 

0.2 

71.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１人

２人

３人

４人

５人以上

子どもはいない

不明

ｎ=419
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問 23 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  合計 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもは
いない

無回答

578 73 32 11 1 2 434 25
100.0% 12.6% 5.5% 1.9% 0.2% 0.3% 75.1% 4.3%

284 27 14 6 1 1 217 18
100.0% 9.5% 4.9% 2.1% 0.4% 0.4% 76.4% 6.3%

290 46 18 5 0 1 214 6
100.0% 15.9% 6.2% 1.7% 0.0% 0.3% 73.8% 2.1%

178 2 3 0 0 1 153 19
100.0% 1.1% 1.7% 0.0% 0.0% 0.6% 86.0% 10.7%

70 3 1 0 0 0 65 1
100.0% 4.3% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 92.9% 1.4%

115 21 2 2 0 0 89 1
100.0% 18.3% 1.7% 1.7% 0.0% 0.0% 77.4% 0.9%

105 24 13 3 0 0 64 1
100.0% 22.9% 12.4% 2.9% 0.0% 0.0% 61.0% 1.0%

106 23 12 6 1 1 61 2
100.0% 21.7% 11.3% 5.7% 0.9% 0.9% 57.5% 1.9%

35～39歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

問23　子どもの人数

全体

男性

女性

19歳以下
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問 24 将来的に何人のお子さんを持つ予定ですか（現在いるお子さんの人数も含む）。（１つに○） 

「２人」が 51.4%で最も多く、次いで「３人」が 14.0%、「１人」が 11.8%、「子どもはいらない」

が 11.4%、「４人」が 1.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別、年齢別どちらでみても「２人」が最も高くなっています。 

 

 

  

11.8 

51.4 

14.0 

1.4 

1.4 

11.4 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１人

２人

３人

４人

５人以上

子どもはいらない

無回答

ｎ=578

合計 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもは
いらない

無回答

578 68 297 81 8 8 66 50
100.0% 11.8% 51.4% 14.0% 1.4% 1.4% 11.4% 8.7%

284 29 138 42 6 3 39 27
100.0% 10.2% 48.6% 14.8% 2.1% 1.1% 13.7% 9.5%

290 39 157 38 2 5 27 22
100.0% 13.4% 54.1% 13.1% 0.7% 1.7% 9.3% 7.6%

178 16 92 15 4 4 25 22
100.0% 9.0% 51.7% 8.4% 2.2% 2.2% 14.0% 12.4%

70 9 32 16 1 0 6 6
100.0% 12.9% 45.7% 22.9% 1.4% 0.0% 8.6% 8.6%

115 10 66 23 2 1 7 6
100.0% 8.7% 57.4% 20.0% 1.7% 0.9% 6.1% 5.2%

105 12 61 15 0 2 11 4
100.0% 11.4% 58.1% 14.3% 0.0% 1.9% 10.5% 3.8%

106 21 43 12 1 1 17 11
100.0% 19.8% 40.6% 11.3% 0.9% 0.9% 16.0% 10.4%

問24　将来的な子どもの予定

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 25 あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。（１つに○） 

「２人」が 47.9%で最も多く、次いで「３人」が 28.2%、「子どもはいらない」が 8.7%、「１人」

が 5.5%、「４人」が 1.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別、年齢別どちらでみても「２人」が最も高くなっています。 

 

 

  

5.5 

47.9 

28.2 

1.9 

1.6 

8.7 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１人

２人

３人

４人

５人以上

子どもはいらない

無回答

ｎ=578

合計 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 子どもは
いらない

無回答

578 32 277 163 11 9 50 36
100.0% 5.5% 47.9% 28.2% 1.9% 1.6% 8.7% 6.2%

284 19 125 75 6 5 31 23
100.0% 6.7% 44.0% 26.4% 2.1% 1.8% 10.9% 8.1%

290 13 150 87 5 4 19 12
100.0% 4.5% 51.7% 30.0% 1.7% 1.4% 6.6% 4.1%

178 11 97 22 5 3 19 21
100.0% 6.2% 54.5% 12.4% 2.8% 1.7% 10.7% 11.8%

70 4 35 21 2 0 4 4
100.0% 5.7% 50.0% 30.0% 2.9% 0.0% 5.7% 5.7%

115 7 52 42 2 2 6 4
100.0% 6.1% 45.2% 36.5% 1.7% 1.7% 5.2% 3.5%

105 6 44 40 0 3 10 2
100.0% 5.7% 41.9% 38.1% 0.0% 2.9% 9.5% 1.9%

106 4 47 37 2 1 11 4
100.0% 3.8% 44.3% 34.9% 1.9% 0.9% 10.4% 3.8%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問25　理想的な子どもの人数

全体

男性

女性

19歳以下
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問 26 理想的な子どもの数を実現するために、課題となること（なりそうなこと）は何ですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が 70.8%で最も多く、次いで「子どもを預ける施設が整っ

ていない」が 31.5%、「育児・出産の心理的・肉体的な負担」が 27.3%、「年齢的な問題」が 23.4%、

「子育てを手助けしてくれる人がいない」が 19.6%となっています。 

「上記以外の理由」の主な意見 

仕事しながらの出産・育児に協力的な会社に出会えない/不妊/休日の医療体制が不十分/不育症の自

分の体の問題。通う専門病院も小樽までいかないとない/病院施設の整備/お金/相手がいない/年齢に

見合った給与又は、家族を持った世代に見合った給与/職業柄転勤が多く、忙しいため/町からの支援

/仕事と家庭の両立 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  

70.8 

18.3 

13.7 

19.6 

31.5 

16.8 

23.4 

27.3 

5.4 

2.8 

8.3 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

家が狭い

自分の仕事に差し支える

子育てを手助けしてくれる人がいない

子どもを預ける施設が整っていない

妊娠・出産・子育てに関する情報不足

年齢的な問題

育児・出産の心理的・肉体的な負担

配偶者の家事・育児への協力が見込めない

上記以外の理由

課題は特にない

無回答

ｎ=578

合計 子育てや
教育にお
金がかか
りすぎる

家が狭い 自分の仕
事に差し
支える

子育てを
手助けし
てくれる
人がいな
い

子どもを
預ける施
設が整っ
ていない

妊娠・出
産・子育
てに関す
る情報不
足

年齢的な
問題

育児・出
産の心理
的・肉体
的な負担

配偶者の
家事・育
児への協
力が見込
めない

上記以外
の理由

課題は特
にない

無回答

578 409 106 79 113 182 97 135 158 31 16 48 38
100.0% 70.8% 18.3% 13.7% 19.6% 31.5% 16.8% 23.4% 27.3% 5.4% 2.8% 8.3% 6.6%

284 201 63 26 53 73 42 55 54 10 3 27 24
100.0% 70.8% 22.2% 9.2% 18.7% 25.7% 14.8% 19.4% 19.0% 3.5% 1.1% 9.5% 8.5%

290 206 43 53 60 109 55 80 104 21 13 20 13
100.0% 71.0% 14.8% 18.3% 20.7% 37.6% 19.0% 27.6% 35.9% 7.2% 4.5% 6.9% 4.5%

178 117 28 22 20 36 32 18 45 9 4 24 22
100.0% 65.7% 15.7% 12.4% 11.2% 20.2% 18.0% 10.1% 25.3% 5.1% 2.2% 13.5% 12.4%

70 53 13 11 7 20 17 6 20 3 2 5 4
100.0% 75.7% 18.6% 15.7% 10.0% 28.6% 24.3% 8.6% 28.6% 4.3% 2.9% 7.1% 5.7%

115 84 24 23 30 40 20 15 29 5 2 5 5
100.0% 73.0% 20.9% 20.0% 26.1% 34.8% 17.4% 13.0% 25.2% 4.3% 1.7% 4.3% 4.3%

105 75 24 11 32 43 17 40 37 8 4 4 4
100.0% 71.4% 22.9% 10.5% 30.5% 41.0% 16.2% 38.1% 35.2% 7.6% 3.8% 3.8% 3.8%

106 77 17 11 24 43 11 55 27 5 4 10 2
100.0% 72.6% 16.0% 10.4% 22.6% 40.6% 10.4% 51.9% 25.5% 4.7% 3.8% 9.4% 1.9%

問26　理想の実現のための課題

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 27 「理想とする子どもの数より子どもの数が少ない方」にうかがいます。理想の子ども数と差

があるのはどうしてですか。（あてはまるものすべてに○） 

「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が 20.2%で最も多く、次いで「子どもを預ける施設が

整っていないから」が 8.7%、「その他」が 6.1%、「自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから」

が 5.5%、「家が狭いから」が 5.4%となっています。 

「その他」の主な意見 

離婚した為/今年出産したばかりのため/これからできればと思っている/不妊による夫婦への専門的

な産婦人科が倶知安にはないので。厚生病院しかないのは選択の余地があまりにもない/子供が病気

の時、預けられる人がいない。自分が仕事を休むにも限界があるので/まだ結婚していないため/母子

家庭だから/まだできていないから/心理的・肉体的負担に耐えられるか不安/なかなか妊娠にいたら

なかったから/経済的な問題・所得給与が低すぎる/まだ 1 人目の子供が小さいから/まだ若いから 

などがありました。 

 

  

20.2 

5.4 

5.5 

1.2 

8.7 

2.6 

5.0 

2.6 

2.8 

1.7 

1.4 

2.2 

6.1 

68.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

家が狭いから

自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

子どもがのびのび育つ環境ではないから

子どもを預ける施設が整っていないから

自分や夫婦の生活を大切にしたいから

高年齢で産むのはいやだから

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

健康上の理由から

配偶者の家事や育児への協力が得られないから

配偶者が望まないから

末子が配偶者の定年退職までに成人してほしいから

その他

無回答

ｎ=578
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問 27 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  

合計 子育てや
教育にお
金がかか
りすぎる
から

家が狭い
から

自分の仕
事（勤め
や家業）
に差し支
えるから

子どもが
のびのび
育つ環境
ではない
から

どもを預
ける施設
が整って
いないか
ら

自分や夫
婦の生活
を大切に
したいか
ら

高年齢で
産むのは
いやだか
ら

578 117 31 32 7 50 15 29
100.0% 20.2% 5.4% 5.5% 1.2% 8.7% 2.6% 5.0%

284 63 16 12 7 23 7 14
100.0% 22.2% 5.6% 4.2% 2.5% 8.1% 2.5% 4.9%

290 53 15 20 0 27 8 15
100.0% 18.3% 5.2% 6.9% 0.0% 9.3% 2.8% 5.2%

178 25 7 8 4 8 3 3
100.0% 14.0% 3.9% 4.5% 2.2% 4.5% 1.7% 1.7%

70 12 5 4 0 4 2 1
100.0% 17.1% 7.1% 5.7% 0.0% 5.7% 2.9% 1.4%

115 21 5 4 1 7 4 2
100.0% 18.3% 4.3% 3.5% 0.9% 6.1% 3.5% 1.7%

105 28 7 9 0 15 2 6
100.0% 26.7% 6.7% 8.6% 0.0% 14.3% 1.9% 5.7%

106 29 7 6 2 16 4 16
100.0% 27.4% 6.6% 5.7% 1.9% 15.1% 3.8% 15.1%

合計 これ以
上、育児
の心理
的、肉体
的負担に
耐えられ
ないから

健康上の
理由から

配偶者の
家事や育
児への協
力が得ら
れないか
ら

配偶者が
望まない
から

末子が配
偶者の定
年退職ま
でに成人
してほし
いから

その他 無回答

578 15 16 10 8 13 35 393
100.0% 2.6% 2.8% 1.7% 1.4% 2.2% 6.1% 68.0%

284 7 8 5 4 4 14 194
100.0% 2.5% 2.8% 1.8% 1.4% 1.4% 4.9% 68.3%

290 8 8 5 4 9 21 196
100.0% 2.8% 2.8% 1.7% 1.4% 3.1% 7.2% 67.6%

178 4 4 4 2 3 6 144
100.0% 2.2% 2.2% 2.2% 1.1% 1.7% 3.4% 80.9%

70 1 1 1 0 1 3 51
100.0% 1.4% 1.4% 1.4% 0.0% 1.4% 4.3% 72.9%

115 3 3 1 0 1 5 82
100.0% 2.6% 2.6% 0.9% 0.0% 0.9% 4.3% 71.3%

105 3 1 3 3 2 13 57
100.0% 2.9% 1.0% 2.9% 2.9% 1.9% 12.4% 54.3%

106 3 7 1 3 5 8 57
100.0% 2.8% 6.6% 0.9% 2.8% 4.7% 7.5% 53.8%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問27　理想との差がある理由

全体

男性

女性

25～29歳

30～34歳

35～39歳

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳
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問 28 今後、育児に関するサービスとして、倶知安町が最も力を入れるべきだと思うのは次のうち、

どれですか。（１つに○） 

「幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充」が 15.7%で最も多く、次いで「各種助成をは

じめとする金銭的なサポートや現物給付」が 11.9%、「子どもを預かるサービスの時間の延長」が

7.8%、「子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上」が 6.6%、「子育てにおける母子の保健・医

療体制の充実」が 5.4%となっています。 

「その他」の主な意見 

土、日曜日保育の導入。子は宝を実践/他の町や市の子育てサロンや保育所の保育士さんと情報交換

ができる場所/おむつごみ捨て無料。/子供の遊べる所が少ない/産婦人科、不妊に対する町の補助、

もっと産婦人科の病院や医師がふえるといい（現状では他地域に通院という選択しかない）/病児保

育の導入/子どもを数時間とか短い時間預けられる施設/全部同じだけ力を入れるのがいい/親のマナ

ーの周知/子どもを預かる施設への援助等/保育所等施設が古い/助成を 6 年生までのばしてほしい/

子供がスポーツに取り組む環境の充実 などがありました。 

 

 

 

 

  

15.7 

7.8 

6.6 

0.9 

11.9 

5.4 

1.4 

1.0 

2.2 

2.1 

45.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充

子どもを預かるサービスの時間の延長

子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上

子育てに関する施設・サービス・

イベントなどの情報提供の充実

各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付

子育てにおける母子の保健・医療体制の充実

子育てに関する様々な講座、イベント、講演会の実施

子育てに関する総合的な相談体制の充実

その他

行政が行うサービスをこれ以上増やす必要はない

無回答

ｎ=578
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問 28 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると、男女ともに「幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充」が最も高くなってい

ます。 

年齢別にみても「幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充」が全体を通して高いですが、『25

～29 歳』と『35～39 歳』は「各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付」が最も高く

なっています。また、『35～39 歳』は「子どもを預かるサービスの時間の延長」も同様に高くなっ

ています。 

 

  
合計 幼稚園・

保育所・
認定こど
も園など
の定員の
拡充

子どもを
預かる
サービス
の時間の
延長

子どもを
預かる施
設の教
育・保育
の質の向
上

子育てに
関する施
設・サー
ビス・イ
ベントな
どの情報
提供の充
実

各種助成
をはじめ
とする金
銭的なサ
ポートや
現物給付

子育てに
おける母
子の保
健・医療
体制の充
実

子育てに
関する
様々な講
座、イベ
ント、講
演会の実
施

子育てに
関する総
合的な相
談体制の
充実

その他 行政が行
うサービ
スをこれ
以上増や
す必要は
ない

無回答

578 91 45 38 5 69 31 8 6 13 12 260
100.0% 15.7% 7.8% 6.6% 0.9% 11.9% 5.4% 1.4% 1.0% 2.2% 2.1% 45.0%

284 42 16 18 4 38 13 7 2 5 10 129
100.0% 14.8% 5.6% 6.3% 1.4% 13.4% 4.6% 2.5% 0.7% 1.8% 3.5% 45.4%

290 49 29 19 1 30 18 1 4 8 2 129
100.0% 16.9% 10.0% 6.6% 0.3% 10.3% 6.2% 0.3% 1.4% 2.8% 0.7% 44.5%

178 30 8 20 2 18 7 5 2 3 4 79
100.0% 16.9% 4.5% 11.2% 1.1% 10.1% 3.9% 2.8% 1.1% 1.7% 2.2% 44.4%

70 11 5 4 1 8 6 0 0 1 2 32
100.0% 15.7% 7.1% 5.7% 1.4% 11.4% 8.6% 0.0% 0.0% 1.4% 2.9% 45.7%

115 14 6 6 0 15 7 0 3 6 2 56
100.0% 12.2% 5.2% 5.2% 0.0% 13.0% 6.1% 0.0% 2.6% 5.2% 1.7% 48.7%

105 23 13 3 1 12 6 2 1 0 2 42
100.0% 21.9% 12.4% 2.9% 1.0% 11.4% 5.7% 1.9% 1.0% 0.0% 1.9% 40.0%

106 13 13 4 1 15 5 1 0 3 2 49
100.0% 12.3% 12.3% 3.8% 0.9% 14.2% 4.7% 0.9% 0.0% 2.8% 1.9% 46.2%

問28　力を入れるべき育児サービス

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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7. 人口減少社会におけるまちづくりについてうかがいます。 

人口減少社会については「人口減少は仕方ないので、不都合を改善していくべき」と考える方が最も

多い反面、「人口減少を食い止め、増加するように努力すべき」と考える方も少なくないことがわかります。 

将来住みたいまちの規模では「人口は意識しない」と考える方が最も多くなっています。 

 

問 29 人口減少社会について、あなたの考えとして最も近いものは何ですか。（１つに○） 

「人口減少は仕方ないので、不都合を改善していくべき」が 36.5%で最も多く、次いで「人口減少

を食い止め、増加するように努力すべき」が 31.7%、「現状程度の人口を維持すべき」が 22.3%、

「人口が減少してもしなくてもどちらでもよい」が 5.2%なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

性別にみると「人口減少は仕方ないので、不都合を改善していくべき」が男女ともに最も高いですが、

『男性』は「人口減少を食い止め、増加するように努力すべき」が「人口減少は仕方ないので、不都

合を改善していくべき」と同程度に高くなっています。 

年齢別にみると『19 歳以下』、『20～24 歳』は「人口減少を食い止め、増加するように努力すべき」

が最も高いのに対し、『25～29 歳』以上の年代は「人口減少は仕方ないので、不都合を改善してい

くべき」が最も高くなっています。 

 

 

  

31.7 

22.3 

36.5 

5.2 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40%

人口減少を食い止め、増加するように努力すべき

現状程度の人口を維持すべき

人口減少は仕方ないので、不都合を改善していくべき

人口が減少してもしなくてもどちらでもよい

無回答

ｎ=578

合計 人口減少
を食い止
め、増加
するよう
に努力す
べき

現状程度
の人口を
維持すべ
き

人口減少
は仕方な
いので、
不都合を
改善して
いくべき

人口が減
少しても
しなくて
もどちら
でもよい

無回答

578 183 129 211 30 25
100.0% 31.7% 22.3% 36.5% 5.2% 4.3%

284 98 55 100 16 15
100.0% 34.5% 19.4% 35.2% 5.6% 5.3%

290 82 74 111 14 9
100.0% 28.3% 25.5% 38.3% 4.8% 3.1%

178 64 44 48 11 11
100.0% 36.0% 24.7% 27.0% 6.2% 6.2%

70 26 17 17 6 4
100.0% 37.1% 24.3% 24.3% 8.6% 5.7%

115 35 29 41 8 2
100.0% 30.4% 25.2% 35.7% 7.0% 1.7%

105 30 13 57 3 2
100.0% 28.6% 12.4% 54.3% 2.9% 1.9%

106 26 26 47 2 5
100.0% 24.5% 24.5% 44.3% 1.9% 4.7%

25～29歳

30～34歳

問29　人口減少社会についての考え

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

35～39歳
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問 30 現在（平成 27 年４月）、倶知安町の人口は 15,411 人です。あなたは将来何人くらいの規模

のまちに住みたいと考えていますか。（１つに○） 

「人口は意識しない」が 36.3%で最も多く、次いで「１万人～２万人未満」が 18.3%、「わからな

い」が 17.0%、「２万人～５万人未満」が 10.0%、「10 万人以上」が 6.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

 

  

2.6 

18.3 

10.0 

5.9 

6.7 

36.3 

17.0 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40%

１万人未満

１万人～２万人未満

２万人～５万人未満

５万人～10万人未満

10万人以上

人口は意識しない

わからない

無回答

ｎ=578

合計 １万人未
満

１万人～
２万人未
満

２万人～
５万人未
満

５万人～
10万人未
満

10万人以
上

人口は意
識しない

わからな
い

無回答

578 15 106 58 34 39 210 98 18
100.0% 2.6% 18.3% 10.0% 5.9% 6.7% 36.3% 17.0% 3.1%

284 11 51 39 20 21 92 38 12
100.0% 3.9% 18.0% 13.7% 7.0% 7.4% 32.4% 13.4% 4.2%

290 4 55 19 14 17 116 60 5
100.0% 1.4% 19.0% 6.6% 4.8% 5.9% 40.0% 20.7% 1.7%

178 3 24 18 7 8 62 46 10
100.0% 1.7% 13.5% 10.1% 3.9% 4.5% 34.8% 25.8% 5.6%

70 3 17 7 5 4 25 8 1
100.0% 4.3% 24.3% 10.0% 7.1% 5.7% 35.7% 11.4% 1.4%

115 4 28 18 8 8 31 15 3
100.0% 3.5% 24.3% 15.7% 7.0% 7.0% 27.0% 13.0% 2.6%

105 2 17 6 7 13 46 13 1
100.0% 1.9% 16.2% 5.7% 6.7% 12.4% 43.8% 12.4% 1.0%

106 3 20 9 7 5 44 16 2
100.0% 2.8% 18.9% 8.5% 6.6% 4.7% 41.5% 15.1% 1.9%

問30　将来住みたいまちの規模

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 31 人口減少社会への対策として、倶知安町は町としてどのようなことを重点的に行っていくべ

きだと思いますか。あなたが普段感じていることを教えてください。（ご自由に記入してく

ださい） 

 

 

※報告書 65 ページ以降を参照 

 

 

 

8. 「倶知安町」についてうかがいます。 
 

 

問 32 倶知安町の自慢を 1つ挙げるとしたら何だと思いますか。（ご自由に記入してください） 

 

 

※報告書６5 ページ以降を参照 

 

 

 

問 33 その他に、倶知安町の魅力として今後、新たに広く町外にＰＲしていくべきものは何だと思

いますか。（ご自由に記入してください） 

 

 

※報告書６5 ページ以降を参照 

 

 

 

問 34 倶知安町のこれからのまちづくりについて、ご意見等がありましたらお聞かせください。（ご

自由に記入してください） 

 

 

※報告書 65 ページ以降を参照 

 

 

 

 

 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般住民・高校生アンケート 

自由意見 
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問９ 問８でうかがったことについて、具体的に国や町が進めるべきだと思うことがあれば記載

してください。（ご自由に記入してください） 

 

▼ 高校生 

【男性】 

○都市化を進め、利便性を高める！ 

○地元にそれなりの雇用先があれば町から若い人たちが出ていくのを止められると思います。 

○文化は残しつつも、新しい人の流れを獲得し、未来に託した方が良い。 

○町→イベント（お祭り）が寂しい。もっと出店を増やしてほしい。国→母子家庭（父子）手当

などの援助・支援をもっとしてほしい。JR の本数の少なさ。 

○国や町は TPP が控えているのに、農業の雇用を増やすことをやってないように感じるので、

農業を辛いだけではなく、楽しいなど若者が就きやすくした方が良いと思う。 

○若い人向けの娯楽が倶知安にも欲しい。欲しい物を買うのに遠出をしないと買えないので、解

消してほしい。 

○まだ雇用が少ないので、もう少し雇用を増やしてほしいと思います。 

○国際交流をもっと盛んに。 

○新しい事業で周辺の町から引越ししてきた人に手当や活動を行う。 

○地域の交流の場を増やす。 

○スキーなどが盛んな町なので、もっとウインタースポーツ関係の施設をつくったらいいと思う。 

○医療費を町や国で負担。 

○町民のニーズに応じた施設をつくるべき。 

○バランスよくグローバル化をうまく進める。環境をきれいに保ちつつ、たくさん人が来てくれ

るよういろいろな建物を増やす。 

○知名度の向上。 

○もっと遊べる所を増やしてほしい。 

○正規労働者、非正規労働者の区別をなくすこと。※これにより、オランダは出生率と経済がめ

ざましく立ち直ったそうです。 

○お金の無駄使いをなくす。 

○空地や、廃墟をもっと有効活用してほしい。（例）旧東陵中学校→福祉施設。 

○町と町の連携、学校間の交流。 

 

【女性】 

○パチンコ屋が全体的に多いと思います。パチンコ屋の数が増えれば増えるほど、客は来るが敗

者が増える＝気分が悪くなる＝治安が悪くなると思います。そして若者を増やす、若い人が町

内からいなくならないためにも仕事をする場所を増やしたり、建物を増やした方がいいと思い

ます。そして食事をする所が全体的に少なく、中華料理屋や、ラーメン屋が全体を率いていて

バリエーションを増やした方がいいと思います。 

○何事もなく、安全な暮らしができれば良いと思います。 

○全体的に知名度が低い。羊蹄山など自然のいいところがあるのにそれを主張させる場が少ない。

祭りとかもやっているのでそこでもっと倶知安町のいいところをだしていってほしい。都会に

出ていく若者も多いから倶知安町にずっと住んでいたいと思うような町になってほしいので

若者が参加しやすいイベントなどがあればいいと思います。やっぱり自然にふれあうというの

はとても大切だと思います。 
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○子育てをしやすい環境があった方が良い。 

○知名度を上げるためにもっと観光スポットを増やしたらいいと思う。 

○安全＝平和だと思います。そして、地域と地域の連携はとても大切なことだと思います。観光

客が増えている中、なおさらのことだと思います。 

○シャッター商店街の改善。ヒラフ地区の開拓が進みすぎ。自然があっての倶知安町なので、も

う少し慎重になるべきだと思います。 

○もう少しお金を援助すべき。あと住むところとか。 

○出産の費用の手当について。 

○少子高齢化だから、若い世代への希望を！！ 

○倶知安にも、いずれ新幹線が通るので、新しくショッピングモール等をつくったり（もっと人

が来て活性化させるには・・・）駅前通りを、にぎやかにしたり、町の色々な所にお花を植え

たりして、はなやかにしたり、他には新幹線が停車する所の近くには色々なお店を建設したり

するのも良いと思います。 

○地方の交通をもっとよくしてほしい。 

○道が狭い。 

○もう少し道路を広く。歩道をつくってほしい。ファストフード店がほしい。 

○皆が利用できる店をつくる。 

 

▼ 19 歳以下 

【男性】 

○ムダな物にお金を使いすぎていませんか？もう少し他の市町村から人を集め、倶知安町にお金

を落とす事を考えてはどうですか？イベントやお祭りや他の事もそうですが、中途はんぱだと

思います。町長が代わった事に期待します。 

○地元企業の雇用が少ない。 

○北海道新幹線で今まで以上に人の流れが多くなると思うので駅前通りなどの整備。 

○交通整備（高速道路等）を増やすことにより、交通の便が良くなる。そうすれば都市部にわざ

わざ住む人が減ってくる＝都市部への人口の流出が減ってくると思う。ですからまずは、北海

道においての交通整備をして地域と地域を多くの線で結んでほしいです。地方から都市部へ、

都市部から地方へ。 

 

【女性】 

○子どもが生まれ、高校・大学を卒業するまで地方へ進学する子達のために助成金があれば（教

育ローンや奨学金以外の）親の負担も減り 2～3 人と子どもの出生率も上がるのではないでし

ょうか。 

○地方でも仕事がしやすい環境にすべきだと思います。都会の方が便利なので、人が増えてしま

うので、給料等の労働条件を改善するといいと思います。 

○60 歳以上の選挙権剥奪。大学までの義務教育化。 

○倶知安町らしく！！！ 

○もっと働ける場所がほしいです。 
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▼ 20～24 歳 

【男性】 

○今、倶知安には住んでいませんが自分が希望する職業があれば住みたいです。 

○観光やスキーなどでニセコに観光客は多いですが倶知安を目当てとして来る人はなかなかい

ないと思います。若い人の中では道の駅のスタンプを集めるのが流行であったり商店街の活性

化やイベントなどで観光客が来るきっかけが大事だと思います。山と町も考えがバラバラなの

で、やまからも人を呼び込むことも大事だと思います。 

○小学生、中学生などの子供達への正しい教育や子育てをしていく上での負担を軽減していくこ

とをもっと重要視していくべき。 

○交通の便を良くする。 

○就職や生活の利便性を高めていく。 

○倶知安に来てから驚いたのは食べ物が美味しいことと、意外に服屋などが充実してあることで

した。正直、かなり田舎のイメージがありましたので、充実している街というのは想像してい

なかったです。あとは、子供が遊べる場所や市民体育館（町ですか）等、仕事や学校が終わっ

た後に行ける場所がいいのではないかと思っています。 

○交通機関の増加。 

 

【女性】 

○育児をするために仕事を休む。辞めずに休んでいるのに扱いがヒドすぎると思います。小さい

市町村のためと思い、子どもを産んでも会社等の待遇が悪すぎます。もっと金銭的にも子育て

の助けになるような制度がほしいです。 

○単一ではなく、複数の地域（自治体）が協力して、何か取り組みができると良い。 

○分娩できる病院、クリニックを管内に増やして欲しい。 

○安心して出産が出来る町になってほしい。 

○働きながら子育てができるよう、保育所の入所条件を緩和したり、子育ての悩みを相談できる

サークルが身近にできるとよい（子育て経験者を集めた世代間交流などを利用して）。 

○ふるさと納税等に注目して倶知安をピーアールすべきだと思います。（この町を自慢できる様

に工夫をこらす事が必要）もっと×2 地元を好きでいられるように、好きになってもらえるよ

うに…。 

○地方における安定した雇用を創出した方が良いです。 

○公共交通機関の充実。電車？JR の本数が少ない、車両数が少ない。町内から町外へ行けるバ

スあるの？倶知安のキャラクターじゃがいもだけど、そんなにじゃがいもが有名な感じがしな

い。 

○出産できる環境、夜間保険。子どもの医療費の補助。不妊治療への助成制度。 

○若い世代の人達は倶知安町から離れて、都会へ行く事が多くなり、少子高齢化の地であると思

うので、もっと若い世代の人達も住みやすい環境にするべきだと考える。遊ぶ場所、食べ物屋

さんの充実した環境が必要。 

○少子高齢化を改善するために、出産・子育てしやすい環境を作っていくべきだと思う。（高校・

大学までの教育費補助、子どもの医療費負担するなど）。現在、景気が悪い中で子供が欲しく

ても金銭面を考えて産めない人が多いと思う。安心して子育てができるようにしていただきた

いです。 
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▼ 25～29 歳 

【男性】 

○企業進出の誘致。高速道路などの交通アクセスの充実。 

○観光客の集客をねらった商業施設の建設や長期滞在者を受け入れるための PR 活動や援助、若

い世代の働く場所・住むところの補助や出会いの場の提供。 

○とりあえず「ニセコ町」という名前だけでなく、「倶知安町」という名前の知名度を上げる取

り組みをしたほうがいい。ニセコは知っていても、倶知安はその隣町程度の認識しかないため、

町の PR をもっとすべきです。 

○賃金上昇。 

○地域の活性化を進めることが大切。しかし現在のヒラフの様に単にブームだけで冬場だけの外

国人だけの一時的なにぎわいでは長続きはしません。冬場のヒラフはあの一帯だけ異様な別世

界です。それに頼るだけでは、これからの倶知安の発展はないです。もっと地元に目を向けて、

生活者を大切にする行政を期待します。 

○待機児童解消。 

○倶知安には、それなりの緑があり、空気も美味しい。でも子育の若いお母さんや障がい者の子

供達が安心して遊ぶ場がない。もう少し花のある町、何年か前にジャンプ台の所に桜の木を植

えたが森林組合で草刈りの時にまちがって伐採したあと植える事はなかった。芝桜も貧弱にな

ってしまった。町として他の人を呼びいれる魅力がない。障がい者の就労の場所がない。後志

山麓にも障がい者の方がいますが、皆さん悩んでいます。町にお金が入るイベントなどもっと

多くあっても良いと思います。休みになると町外へ出てしまう事が多い。道の駅などはできな

いの？交通の便は良いが冬になるとハイヤーが山へ行ってしまうためハイヤーが必要な時 30

分以上もかかる。これってハイヤーの意味がない。 

○子どもを安心して育てられる町づくり。 

○待機児童対策、保育料、子育て世代への金銭的援助（チャイルドシート、自転車等）。 

○夏期の倶知安、ニセコ地区の観光の活性化の支援。冬期の外国人観光客に対してのニセコ、倶

知安の「雪」以外のブランドを作ること。外国人オーナーの所有する、施設、商業などからち

ゃんと「町」にお金がおちる地域のルール作り。グランヒラフ、NV、Hanazono 等スキー場

と地域のスキー、スノーボード事業者の連携の支援。倶知安、ニセコ、蘭越など後志地区の連

携。このまま何もしなければ「雪」が悪くなれば、誰も来ない町になると思う。 

○地方に住んだ方が得だと思わせる仕組みづくり。（現状は、東京などの都市部の方が何かと便

利で得だと感じる人が多いように思う）。 

○脱原発ばかり最近目立っているが（若年において）原発関係の仕事についている人の再就職な

どの状況が不透明であるので、そこを明確にし、それから別のエネルギー等を考えていくべき

だと思う（倶知安の立場を明確に）。 

○やはり地方への雇用、安定、仕事を求め人々は都会に行く。 

○現にどのような政策があるか知らないのですが…。やはり結婚・出産・子育てにはお金がかか

ると思いますので、金銭面での支援が重要であると考えます。支援される側も嬉しいですし。

ただ、お金がかかるから子どもを生まないという人達には良いことかもしれませんが、子ども

が嫌いだから子どもを生まないという人達には効果なしかもしれません。子どもを生みたいと

いう大人を増やすのは、お金だけの問題ではないのかもしれません。 

○保育所等の増設。 

○自転車（特に競技用や高齢者）のルールやマナーが非常に悪い。厳しく取り締まるべきだと思

う。年金や消費税の支出が多く、何のために働いているのかわからない。国会議員は何も働い

ていないのに高い給料をもらい、そのお金が流れるのは都会の高級店のみだ。いいかげんにし

てほしいことばかりだ。 

○国際化（観光客、定住者）の対応。地域の資源を生かした雇用。 
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○若者が食べていける賃金に見合うアパート、職がない。少なからず裕福ではない。自分の周り

の倶知安育ちは先が見えない暮らしで、それでも精一杯働いて、車のローン、高いがガソリン

入れて通勤しています。食べています。まずやって欲しい事。若者向けのアパートを低価格で

借りられるように町がなんとかしてほしい。それを道外からやってきた人にも借りられるよう

にしてほしい。若者の事をもっと考えて欲しい。わかるはずですよ、調べれば、若者がどれだ

け苦しい生活をしているか、分かって下さい。 

○個人の除雪の補助金を出してほしい。 

○子育て施設の充実。 

○少子高齢化が進む中、都市への人口集中は必然的なことであると考えます。「地方創生」とは

人を集めて、人を育てるものであると思います。安定した生活があり、安心して子育てができ

る環境が必要です。現在の政府の経済政策の恩恵は一部の人のみで享受しております（富裕層）。

ピケティの提唱する累進課税→再分配の流れを国と町でも検討するべきではないでしょうか。

企業誘致や公共事業も否定はできませんが、今後、地方を創るのは子供達（若い世代）です。

長い目で見て、優遇していくことが未来を創ることだと思います（医療・教育等）。 

○雇用の創出や住みやすい町を作るには、いろいろな商業施設を作るべきだと思います。 

○物の価値についてですが、見直されるべきだと考えています。様々な事が機械化される中、人

の手間や生活にとって欠く事の出来ないものの重要性に目を向けるべきと思います。上下逆さ

まの様な第一次産業への扱いに疑問を感じます。農協に任せてきた農作物の品質管理を見直し

て欲しい。技術や品質、失ってはならない地方の日本の財産です。 

○スポーツ振興。 

○世代交代し老害を無くすことから始めるべき。 

○音楽。 

○交通手段の確保（JR やバスの便数を増やす等）。 

○子育てをしながら、女性も働けるような環境作り。また、子どもが安心して外で遊べる環境を作っ

てほしい。 

○倶知安町は他の市や町に比べ、子どもを少し預けられる場所がないため不便だと思うことがある。

親が体調が悪くて病院を受診したい時や美容室、買い物の間等少し子どもを預けて行けるといいな

と思う。もっと子育てもしやすくなる。 

○もっと地域のイベントを増やして人が集まる場をつくる。 

○倶知安町は医療費助成、子育てにおける助成費が近隣の町より不便。子育てと仕事の両立が困難な

状態である。賃貸住宅や土地が高く、ゆとりのある町とは言えない。本当に少子高齢化の改善を図

りたいのであれば、今 1 つの工夫が必要なのでは…。 

○倶知安には産婦人科が厚生病院の 1 つだけでお医者様も北大からの日替わりの先生なので、継続し

た治療方針をとりづらい。今日相談しても次に会う時はまた違うお医者さんなので、どうしても治

療が機械的業務になっていると思う。倶知安で子どもを安心して出産・育てていくには医療の充実

が大切だと思う。 

○英語を話す地元のひとが増えること。（英語教育の強化）。ニセコ町（近りんの町）とも仲よく。と

いうか、お互いのよいところなど協力し合う？ 

○公共施設はもちろんですが、飲食店も全て禁煙にすべきです。タバコの煙が原因で、子供と外出（外食

も含む）する際もとても気になります。特に飲食店で分煙された店が少なく思います。ニセコ方面は少

しずつ進んでいるようなのに、倶知安は子供連れで安心していける店がなく、とても残念です。禁煙も

しくは町が定めた分煙規定をクリアしなければ出店できないなどの規制があると良いです。 

○正社員で働ける場所が少なく思う（それに対しての情報もあまりない）。家賃が高すぎる。冬場の

駐車場が少ない。 
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【女性】 

○公務員、議員等の給与をカットし、地域のことに使うべきです。そして一般企業の職員の平均

賃金をあげること。地域が潤い、住民が元気にならなければ、人はへっていきます。 

○移住者に対する助成、住居の確保。 

○子育て支援をもっと充実してください。 

○倶知安にはまだ、10 ヶ月くらいですが、もう少し子供たちが遊べる公園があったり老人が来

やすい施設があると良いと思います。実際、倶知安には気楽に行ける所がない気がしました。

スポーツジムや母親子育てコミュニティーなどあっても良いと思います。 

○南 6 条団地に住んでいますが、古い団地でお風呂もなく、大変不便な生活をしています。20

代ですが、1人暮らしで防犯も不安です。近所付き合いもトラブルなどが面倒でしていません。

何より同世代が 1 人も住んでいませんので、いずれここを出るつもりです。中高年～年寄りば

っかりで（何処も同じだとおもいますが）うるさいのもいやなのでつき合いはしていないし、

したくないです。トラブルに巻き込まれた事もあります。同年代が安心して住めるような場所

を提供して下さい！（20 代）団地の建て替えなど、キビシイとは思いますが…。強く希望し

ています。 

○つぶれているお店をどうにかするべきだと思う。 

○最低賃金をもう少し上げるべきだと思う。倶知安町は、英語が出来ないと仕事が一気に減って

しまうので、町で英語が低価格で習える場所があると嬉しい。 

○高齢者が働き続けられる環境を作ること。歩道の整備、倶知安駅から他の市町村へのアクセス

を良くする。 

○第 1 次産業の後継者確保への対策。若い世代が働ける場所の創設、または就労支援。交流の機

会をつくる。 

○保育園のサービス充実（保育時間の幅広さ、受け入れ可能人数の増大など）。 

○私は他県から倶知安町に来てまだ間もないですが、町がちょっと古いなと感じる事があります。

倶知安の歴史を知らないのであんまり色々言えませんが、倶知安駅がわざわざ遠い方のホーム

で乗り降りしなければいけないのが市民の人や、観光客の人に親切ではないなと感じます。エ

スカレーターや、エレベーター？もないですし、大きな荷物を持って階段を登ったりするのは

大変だと思います。ざっくりしてますが、こんなに観光客（海外の方など）が来る町なのだか

ら、そこに対してもっと色々整え、お金を使うべきなのではないかと思います。 

○冬のヒラフ地域の治安の悪さの改善。冬のヒラフ—倶知安のゴミ捨てのマナー。この 2 つをも

っと考えるべきだと思う。特に冬のヒラフはホテルなどの部屋から花火を上げたり、ヒラフか

ら倶知安への道路沿いには空き缶や弁当の箱がたくさん落ちているのを見て、ヒラフと倶知安

がどうにか連携して、対策を考えてほしいと思います。 

○「倶知安町市街」と「ヒラフ地域」「周辺地域（農業地域）」を連携させて、もっと繋がりのあ

る町になって欲しいです。 

○暮らし易い、住みよい各地方自治体のサポートがしっかりと金銭や託児所の不安が無い場所に

あれば、若年層の圏外流出は減るのでは。低賃金、流行りの物が容易に手に入らない等の現状

は最低限の生活を送る上では大きな問題ではない。しかしながら、職の選択も多く、賃金も地

方より高い等の理由で大都市に移る人が多いのも事実。自然の素晴らしさを心に深く伝えるき

っかけがあればここでの生活がどれ程尊く良いものなのか理解してもらえるのではないだろ

うか。U ターン移住（歳を経てから）も少なからずあると思うが。 
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▼ 30～34 歳 

【男性】 

○子育てや生活といった基本的なことも仕事が安定してあって、はじめて考えられる事だと思う

ので。 

○外国人受入に伴う通訳サービスの向上。 

○育児をしながら働く女性の支援。 

○単なる数字だけの統計や、町にはなにがあるかといった良いことだけの声ではなく、現状とし

ての町の良い面悪い面、どう思っているかなど、町の今を把握し、広く町内に伝えた方がいい。 

○2025 年に向える超高齢化社会に対応すべく、地域のネットワークづくり（町や病院をまき込

んで）を積極的に行うべきだと思います。 

○倶知安は北海道の他の町に比べれば、若い人が多い町だと思うが、もう少し子育てに関して国

や町が、これから出産子育てしていく若い世代に支援すべきだと思う。今は共働きが多いが、

保育料を無料にしたり、小さい町なので子どもたちのつながりが（親も）深くなる様にイベン

トを増やしたり。そうすればもっと若者が増えおしゃれな店が増え、移住者が増えると思う。 

○新幹線開通までに、名物、名所などをアピールすべき。途中下車する価値の創出。 

○子供が幼稚園に入れない為に家族が一緒に暮らすことができない。もっと受け入れを増やして

欲しい。 

○本州のような町と町の間の交通効率化。（例えば、羊蹄山地区独自の交通網の作成。道路制限

速度を気候によって変更させる）。晴れの日は 70km 制限（速度の緩和）。 

○観光客が非常に多いため、地元住民が安心できるような対策（例えば、パトロール隊の設置 etc） 

○地元の企業にもっと就職できる環境づくり。 

○税金を払う若い世代が生活しやすい環境作りの充実。不妊治療への補助。産婦人科医療をもっ

と増やす（厚生病院しかないのはどうなの？）。子育て支援（お金のバラまきではなく）。専業

主婦を働かせようとする政策には反対。（子供をちゃんと親に育てさせる時間があるべき。専

業主婦を推進するのとは違うと思う）→子供の成長に悪い影響！複合施設の充実（しまむら、

倶知安でも買い物しやすい場所がもっと必要）。 

○他からみたら『オーストラリアの植民地』と揶揄されているので、日本・地元文化をしっかり

と定着させる！西洋人が求めるのはアジアさであると思われるため。 

○駅前通りの活性化。車社会に全く対応出来ていない現状への問題意識を強く持つべき。飲食業

では魅力的な店が増えてきたが、駐車スペースのキャパシティ不足から路上駐車が横行してお

り景観にも悪影響をおよぼしている。町民の生活の中心はとっくに駅前通りから離れている事

を思えば、より観光色の強い場所へと変わらなければ"シャッター通り"脱却はできないのでは

ないか。 

○札幌から倶知安へ引越してきて思った事は、賃貸不動産全てにおいて家賃が異常に高い事です。

会社の援助のおかげで何とか生活は成り立ってはいますが、引っ越しして来た最初の年は来な

ければよかったと思いました。倶知安へ移り住んでくれる人を増やすという点では何とかして

いただきたいと思います。 

○観光客向けに夏の目玉となるものを考えるべき。 

○町民の税金を無駄にせず、理にかなった使い方をして頂きたい。放置している建物の活用。老

朽化している建物の新築化。中古物件の売買強化。豪雪の対策。老人への対策（自宅での生活

が無理だと判断した時の対処を早くする）。団地等無駄にあけている部屋を作らない。子供、

主婦、老人でも働ける方に小さい事でも仕事をさせてお金を払うと言う事をする。 

○雇用と収入の安定。休日出勤に対する代休および買い上げ。残業代が出る（確実に）サービス

残業廃止化。最低賃金の引上げ。 

○保育所を増やすべき。待機児童を減らす努力。 

○既存企業の育成、新規企業者への優遇・支援、大手資本の呼び込み。 
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○今の倶知安町は冬のスキーリゾートでの雇用があることから冬は一時人口が増えると思うが、

それが定住に結びついていない。冬が終わっても継続して住めるように夏の雇用とのマッチン

グが必要だ。また、定住のためには住宅の確保に力を入れるべきだ。さらに、冬の雇用・夏の

雇用と非正規のようなかたちで雇用されている人が正規雇用できるような段階に進めれば定

住から永住へとステップアップするのではないだろうか。新規就農者が増えるような対策など

が求められるだろう。まずは、現状把握が先決。冬の雇用や住居の状況を町として把握してい

るのでしょうか？ 

○育児支援。・若い夫婦に向けた町営住宅。空家等を行政も加わって買える様にして欲しい。駅

前通り以外にも、商店街が出来ると良い。家賃・土地が高い。 

○海外からの企業や人材、観光客が増えている中、日本人企業、個人事業主への規制は聞こえて

くるが、外国人への規制及び対策が全く出来ていない。ヒラフ（スキー場エリア）への安全対

策がまったくの見当違い！”観光地”としての対応、判断が遅いと感じている。田舎だから…

では、すまないのでは？山と町とのコミュニケーション。各国と上手に渡りあえる新しい考え

が必要なのでは？ 

○町営住宅、民間アパート等の新しい人が住む場所が足りていない。家賃も札幌以上に高く、そ

れを理由に近隣の町村に住む人も多い。町営住宅の建設、民間アパートの誘致を進め、新しい

人が入ってきやすい環境を作ることが大切だと思います。 

○閉鎖的な雰囲気を感じました。他の地域から移って来る人たちをもっと積極的に受け入れる雰

囲気作りやコミュニティの場を増やして欲しいです。 

○高齢化、過疎化が進むこの町で、非常に難しい質問であるが、メッカ（比羅夫）や新幹線等、

期待あるものについての PR（アピール）をもっとしていいと思います。自分は興味があるか

ら、人に聞いて将来的にどういう風になるかなんとなく知っていますが、多くの人がわからな

いと思いました。 

 

【女性】 

○昔からある道路など子連れやベビーカーで通るとみぞがあったり進みづらいです。一度やって

みてください。今、あたりまえにある物も目線が変われば不便なこともたくさんあります。そ

のことに気づいてくれるとうれしいです。 

○北海道に合った職業や働き方について、よく知り、生かし方をその土地の人々の声や実態から

考えていくべきであると考える。また、地域や町によっては、古い体質や風習が根強く残ると

ころも多くあり、移住者にとってなじみにくいことも多いため、新しいことを進めるにはその

間を取り持つ人材も必要であると考える。 

○働きたいし、子どもも産みたい。どちらか一方しか選択できない職場にいます。職場としても

資格を持つ人材が足りていないのは知っているので辞めてほしくないとは思います。しかし、

子どもを産める年齢にはリミットがある…。くやしいけれど、今のところ働くしかありません。

1 番望むのは職場における産・育休制度の充実です。男性も含め育休はもっと社会に広がるべ

きと感じます。 

○そこへ行ってみたい、住んでみたい等、人を呼び込むものをアピールし、それをその時だけで

なく、継続して行うこと。開始時は魅力のある物でも、それを長期に渡って維持し定着しなけ

れば、また人が離れ同じ事のくり返しとなってしまうと思う。 

○町職員の募集を増やしたり、住居を増やす。倶知安に住みたいという友人がいますが、働くと

ころがないと言って移住できないでいます。同じ職場の人で住居がなく、余市から毎日通勤し

ている人がいます。 

○子育てしやすい環境にしてほしい。金銭的カバーなどしてほしい。 

○助成についての知識提供、情報の提示。 

○飲食店でパート募集が多いので働きたいのですが、保育園の夜間の受け入れが無い為、やりた

い仕事ができません。子育て世代の為に夜間保育をやってほしいです。 

○倶知安は北海道内でも知名度の高い町であると思うが、完全にニセコに負けているというか、
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ニセコの恩恵を受けているように感じる。地元民が、地元民達で過ごしていければいいような

街づくりと感じてしまう面が多々ある（商店街が特に）。外からの出店や、町に新たに入って

くる世帯にメリットのある政策など、普通のことでなく、TV にとりあげられても良いような

レベルのものを行うべき。今後ののびしろのある町であると思うので、住みやすい町を期待。 

○時給のベースアップ。公共の乗り物が不便な為、時間帯、運行ルートを見直すべき。ごみの分

別をもっと簡易的にして欲しい。賃貸住宅の家賃が高い。医療の充実。子育て支援の充実。オ

ムツ用の袋を支給して欲しい。インターネットで探しても町の情報が少ない。店舗の情報を充

実させて欲しい。 

○町営住宅・道営住宅の充実。特に道営住宅は管理が委託されており申し込みに行った際説明や

対応の不親切さに腹がたった。住宅は生活の基礎。委託で費用は制限されたかもしれないが、

実質的には町民が不利益をこうむることが増えているのではないかと思った。これでは委託効

率化されたとはいえない。（顔の見える町内の業者が委託を請け負うことはできなかったの

か？）。教育・福祉・医療を国や町が責任をもって計画・運営し委託したとしてもきちんと事

業が行われているか、多角的にチェックすることが大切だと思う。地方創生は聞こえは良いが、

国（中央）大都市に都合よく、地方にシワ寄せがくるという面もあるのではないか。4 に”時

代に合った”とあるが、時代が変わっても変えてはならない本質がある。行政（公務員）は中

央も地方も、国民（町民）の命と財産を守ること。例えば、超高齢化を理由に高齢化への対応

を、費用（金がかかる）とだけ捉えず、本質的に考えてもらいたい。人を大切にする（＝自然

環境も）まちづくりを地道に築いていけば自己責任競争のこんな時代なので生きにくさを感じ

る多くの人から評価され、若者も増えると思う。倶知安には魅力的な自然がたくさんあるのだ

から。 

○子育て世帯への税制上の優遇（税金の負担を少なく）。ファミリーカー購入時の助成。夫が仕

事を休みやすい社会。 

○飲食街などで食事や飲酒をした後に、運転しなくても帰れる公共の手段の充実を希望します。

曜日など決めて深夜 2 時以降などの移動手段や、町が指定する店の利用による割引、町民割引

など、老若問わず活力のある方々が充実して安全にすごせるサービスの検討をお願いしたいで

す。町内のコンビニなどとのサービスの提携なども考えて頂けると、若者の利用も促進できる

かと思います。 

○保育所などの時間の改正。 

○このようなアンケートを配布するのであれば「地方創生」に関する資料も一緒に入れていただ

きたかったです。知らない方も悪いかと思いますが・・・。 

○子供を気軽に預けられる一時保育の施設が多くあると助かる。室内で遊べる場所があるといい。 

○時代おくれの考え方を改める。倶知安町とニセコ町の仲の悪さを改善してほしい。 

○大規模商業施設を作る。 

○安心して子供を産み・育てる環境を整える（経済的・サービス的にも）。 
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▼ 35～39 歳 

【男性】 

○お見合いパーティや倶知安町においての合コンの回数等若い人向けにもっと増やしたり、アピ

ールしてみてはどうでしょうか。若い人が参加しやすい集いの場やイベント等があればいいと

思います。 

○助成金など（出産費・養育費など）。賃金が低い→結婚、出産、子育ての不安にも繋がってく

るので、結局は安定した雇用の創出も大切だと思います。 

○難しいかもしれないが、子供が生まれた場合一時金のお祝金を支給するなど他の町と違うこと

を実施すべき。他の町ではやっていないことを実施すべき。 

○都市（中央）と地方の交通インフラ、移動時間の短縮。 

○助成金、補助金などについて、充実した内容や金額を設定してほしい。地方に移住すると病院

に不自由する。どこに住んでいても同じ医療を受けられるようなことは難しいことはわかるが、

今よりも不便や不安を感じるようになるのは困る。 

○安定した雇用と暮らしやすい地域づくり（学校、医療、保育など）。 

○地域資源を活用した地域、社会づくり。若い世代の就労、結婚、子育て、シルバー世代への支

援。地域連携で経済、生活圏の活性化。 

○他の地方や地域のマネではなく、北海道らしさ、倶知安らしさを前面に出し、この地域の良さ

を発信していくことが、無理のない地方創生につながると思います。 

○1 人ひとりの生活を保障する基盤を整えることが行政の役割だと思う。雇用と社会保障の両方

に備えて初めて安定した生活を地方ですごそうと思うのではないか。 

○直接・間接的に手助けするため、積極的に予算をつける。 

○未就学児の子育て支援を充実してほしい。第 2 子妊娠中に切迫流産となり厚生病院に緊急入院

した際、第 1 子をみてくれる施設がなくて不自由した。公務員なので、比較的休暇を取得しや

すかったものの仕事の調整が大変だった。 

○雇用促進住宅等の整備（特に若い世代が安心して住めるように）。 

○少子化防止方策。 

○企業等を誘致し、雇用又は買い物する場所をふやす。居住してきた人も起業しやすい環境を作

ってほしい。新幹線開通にともない土地の値段を上げる人が出てくると駅周辺の開発につなが

らないので、町からもそうならないよう働きかけて、駅前開発を積極的に進めてほしい。 

○人口減少対策。 

○子育て世代への税制優遇・奨励金等→児童手当の拡充。厚生年金保険料減免措置。おむつ代無

料（どこかの道内の市町村で取り組まれているのを見たことがあります）。 

○雇用と商品の多いショッピングモールがあれば、若い男女が定着するのではないか。 

○安定した仕事ができることは、生活の基本だと思います。 

○過剰な福祉サービスを考えるべきだと思う。真面目に働いている者よりも生活保護受給者の方

が得をする時代である。行政が率先して若者の労働意欲を失わせると、将来的には町の大きな

損失につながる。福祉の充実も大切であるが、金をかける必要はない。それは社会の絆でまか

ない、金をかける＝福祉ではないと思う。働いて、働くことが意義のある社会、地域をつくり

あげていくことが、活気ある町づくりに直結すると思う。 

○半月湖をスケート場（アイススケート）にしたらどうでしょうか？たいへんな事だとは思いま

すがきっとおもしろいと思います。 

【女性】 

○子どもがいても母親が働きやすい環境。母子家庭でも暮らしやすい環境。 

○子育て支援にもっと力を入れてほしい。子どもを産み、育てることは、これからの日本を支え

る人材の育成です。子どもがいる家庭への減税など具体的な政策を考えて欲しいです。 
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○冬はスキー客で地方から人がいっぱい来ていますが、夏はこれと言って、観光する事が無く、

少しさみしい気がします。何か夏に観光できるような所はないものでしょうか・※倶知安町の

ことだけを言っています。すいません。 

○結婚や出産・子育ての希望をかなえてほしいです。とてもお金がかかるので、いろいろな面で

支援して頂けるとみなさん助かると思います。（消費税がどんどん高くなっていくのに、食品

なども高くなるととてもみなさん大変だと思うからです。）医療費も 7 月から始まるのでみな

さんとても助かると思います。 

○この町は、時代及びニーズに合った行動をしていない。お役所はそんなものかと思っておりま

す。例えば児童クラブ。倶小では、募集人数が多いという事で小 3 の生徒は受入を中止。全く

子育て世代をサポートしていない。犯罪に子供達が巻き込まれる可能性も考える事が出来ない

のですね。数字だけしか見てない税収 UP を見込んで若い世代が働き、子供も安全に健全な成

長を望んでいるのなら、早急に解決するべきです。小 3 までではなく、小 6 までは大人が守

るべきだと思う。また、この地方（後志）は学力はワースト。情けないです。これでは、生保

世帯が増えますよ。役場も暗くてあいさつもナシ。民間企業レベルの対応、1 人 1 人の意識改

革が必要！！それがないと、いつまで経っても変わりませんよ！！ 

○子育て支援。倶知安小学校の児童クラブについて、3 年生で切られるのは辛いです。登録者数

は確かに 40 名を超えているのかもしれませんが、毎日の利用実数はどうですか？事前に実態

調査をして、必要数の保育士の確保をするなど、状況に応じ柔軟に対応して頂きたいです。不

審者やその他の危険から子どもを守るために親が働けないことは、社会の貧困につながります。 

○医療体制の充実・年金等を含む保険体制の強化に代表されるような社会保障制度の再考（『揺

り籠から墓場まで』が実現されるなら増税止むなしだと思う。以外での増税は勘弁）。 

○育児休暇明けの仕事復帰のときに職場の人員確保がないからといって夜勤に入らなくちゃい

けなかったりと子育て中のお母さんに対してもっと働きやすいようにしてもらいたい。小学生

未満の子をもつ親は夜勤なしとか。労働時間も短時間で対応できるような取組みをしてもらい

たい。少子化といってるけど働かなきゃいけない。子どもつくりたいけど精神的肉体的に疲労

が半端ないです。 

○若い人が定住できるよう、家、職のサポートをたくさんして頂きたい。子育て中の母親にファ

ミリーサポートや託児所があるとうれしい。 

○出産、子育てしやすい環境を整えていってほしい。保育園や、病院の充実を十分に。 

○地域で集まりやすい場所、空間があると良いと思います。 

○一番は若い世代の結婚・出産・子育てに対する精神的・経済的負担の軽減です。経済面に関し

ては、町内で結婚、出産をしてきた人にお祝い金を出す。また、おそらく子育ての中でいちば

んお金がかかるであろう教育、特に義務教育にかかる費用の軽減（これは国が進めるべきだと

思います）、精神面では共働き夫婦、また専業主婦（夫）でも避けられない用事ができた時で

も子どもを預けられる場所の確保です。いざという時に頼れるのが両親など身内だけでは負担

が大きすぎます。幼稚園や保育所など形にこだわる必要もないと思います。他には企業の意識

改革です。マタハラの問題もあるし、子どもが熱を出して休んだだけで辞めさせられた話も聞

くので、育休または子育て中のやむを得ない理由で休む時には気軽に言い出せる環境を整える

べきです。企業の努力に任せるだけでは無理だと思います。 

○出産・子育てのしやすい暮らしをつくって欲しい。不妊治療に対してもう少し支援があるとう

れしい。 

○町の観光等に力を入れてほしい。又道の駅を作り若者のいこいの場作りを推進いただきたい。 

○赤ちゃんを連れていける施設等、もっと色々と宣伝を。 

○子育てをしながらの労働がしやすい環境作りを進めてほしい。保育園の数を増やすのは、保育

士の数など都市より難しいと思うがぜひがんばってほしい。 
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○①子供が安全に遊べる場所。②親も子も交流できる場。③歩道に車があったりと子供が安全に

歩行できる道路にして欲しい。（①は、自宅よりいちばん近い公園等が歩いても 30 分かかっ

てしまうので、近場にあるとうれしい）。出産にあたっては、入院となると、上の子を預ける

所（夜）がなく、身近に親類がいないと困る…。入院する病院で上の子も一緒に入院できる病

院があると大変助かる。 

○出産・子育てにかかる費用が多いため、子供を産む人数をおさえてしまう現状があるので、子

育て世代への手当の額をもっと増やすべき。3 人産んだら特別ボーナスなどあれば、いいと思

う。倶知安はニセコがあるおかげで雇用はあるが、英語という壁が大きい。町で英語習得に向

けて対策してほしい。 

○保育所の待機児童をなくす。 

○子育て支援にもっと力を入れて、少子化対策、産みたくても産めない人を減らせたら…。 

○税金が高い。 

○単身者の住むアパートマンション等家賃が高い所が多く、生活しづらい。町営住宅などももっ

と単身者用を作ってもらいたい。 

○若い人達が住めるような家を増やす（アパート・マンションなど）。お年寄り、子供達が安全

に歩けるよう、歩道を増やす。バスなど公共の乗り物の充実。駅前をもっと盛り上げて、旅行

者に楽しんでもらえる町にする。冬の寒い期間子供達が身体を動かせる場所の提供。公園の整

備。日本や世界の人々がもっと居住してきたくなるような環境を整える。 

○お年寄り、子供たちが安心して生活ができるようにしてほしい。弱者的存在にも暮らしが安定

するようにしてほしい。 

○若い世代にとって雇用、給与が安定せず、将来結婚や子育てをする自信がなく、自分が生きる

ことに精一杯で、気がつけば、親の介護という時代になっているような気がします。もっと若

い子が自信をもって自分の家族を守れる社会基盤を国や町が作っていく政策を打ち出して欲

しいと思います。どこの市町村でも高齢化が進む中、子どもたちが再び大人として戻ってきた

いと思う町づくりのためにも安全で、かつ常に活力のある（面白い政策を続けていけるような）

町づくりをして欲しいです。そのためにも、新しい人材登用を！！ 

○雇用や、新しいひとの流れについては、その地方に光るものがあれば先見の明のある人たちに

よって切り開かれていくものだと思うので、国や町が特に進めなくてもよいのではないかと思

います（倶知安の場合は）。商業施設ばかりが目立って、せっかくの豊かな風景が生かされて

いないと思う。広い公園や大きな図書館等、人と自然にふれあえる場所が欲しいです。それも

とことんこだわった素晴らしい場所に作ってほしい！ 

 

▼ 年齢未回答 

【女性】 

○安定した雇用もそうですが、若い人が地方へ行かなくても地元で夢のある仕事を…。冬は、道

の雪がすごいので、お金のある人は除雪業者に頼めますが、お金のない人は、家の前や道に雪

出しをしてしまいます。何かいい案はないですか？ 
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問 31 人口減少社会への対策として、倶知安町は町としてどのようなことを重点的に行っていくべき

だと思いますか。あなたが普段感じていることを教えてください。（ご自由に記入してくださ

い） 

 

▼ 高校生 

【男性】 

○都市化。倶知安は面白いものがなにもないから若者が離れていく。 

○特に新しく介入すべきことはないと考えます。ただ、道徳の教育を軽視したのではないかと感

じられる友達が少なからずいますので、今、またはこれから道徳を学ぶ子供達がもっと関心を

持ち、身につけることができるよう改善されると子供に対するイメージが向上し、少子化の対

策につながるのではないかと考えます。 

○北海道だけで国を名乗る。町や村を撤廃して北海道独自の国にして国としての人員獲得戦略を

考える。 

○けっしてお金がかかるから子供が産みたくない訳じゃない人も多いので、他から人が来てもら

えるような町にしてほしい。住みやすい町。病院・店・役場の土・日・祝の利用を可能にして

ほしい。月に何日かでもいいので。 

○若者は職を求めて出ていくため、もっと職を増やした方が良いと思う。 

○子供を産みやすい、育てやすい環境づくり。金銭的な保護。 

○結婚しやすく、育児に対してサポートをしてくれるような町だと良いと思います。 

○倶知安町は静かすぎる！ 

○広告等で呼びかける。 

○ゲーセンとかあった方がいい。映画館とか。 

○若い人が行きたいと思う場所がない。 

○仕事を探しに地方に出ていく人を減らす。 

○ボランティア活動や他地域との交流。 

○結婚などの活動を活発化させるべき。 

○それが分かっていたら、人口は減少していないと思う。 

○移住してきたくなる事（イベント等）を増やす。たくさんのジャンルのお店を増やす。 

○知名度が低いので、もう少し上がったら嬉しい。自己紹介などで説明をしなくてはいけなくな

るため。 

○住みやすい環境をつくる。 

○三人っ子政策。 

○正規労働者と非正規労働者の区別をなくすこと。 

○もっと他の地域からの人を取り入れ、もっと出会いを多くする。 

○子供を育てやすい環境作り。 

 

【女性】 

○倶知安の良いところをもっとアピールする。 

○前まで町内に住んでいて、どこかに行って結婚とかしても戻ってこられるように職場の数を増

やしたり、公園の数を増やしたり、賢者を増やした方がいいと思う。 

○知名度を上げるための活動をする。 

○イベントや倶知安町の良い所をもっと他の町にも分かるようなことをする。 

○住みたい、住みやすいと思える町にしてほしい。 
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○人口を増加するためには、もっと服屋さんや飲食店を増やしもっと住みやすい町にしていくと

人口が増えると思う。 

○倶知安町の良さを他の所へもっとアピールすること。倶知安町という町を広めるチャンスがあ

るのにそれを実行しないのでチャンスをつかむことができていない。 

○観光スポットを増やすとか、公共施設などを増やしたらいいと思う。 

○様々なジャンルの店ができてほしい。子供達の遊ぶ場を増やしてほしい。大きな図書館ができ

てほしい。 

○働ける場所を増やせば良いと思う。 

○今住んでいる人たちが心地よくないと言うなら、他の市町村から人々が来てくれるのはありえ

ない。だから、とにかく今住んでいる町民のみんなが倶知安大好きになってもらえるように努

力する。逆に、町民が良いと言うならば、なにも改善することなく維持するのが大切だと思う。 

○お店とかをつくって、人を集める。 

○買物ができる所を増やすべき。 

○みんなが住みやすい町にし、増加を目指す。 

○普段遊べる所がない。 

○人口減少はやむを得ないので、少人数授業で進めたらいいと思う。 

○若い人たちが住みたいと思うような工夫が必要。 

○出会いをつくるべき。 

○交通をよくする。 

○子供が住みやすいようにする。 

○子供の人数が減少している。高齢者が多い。交通が不便。バスの本数が少ない（待ち時間が長

い）。駐車場・駐輪場が少ない。道路が少ない（歩道がガタガタ）。道路が狭い。 

○もっとお祭りなどを増やすべきだと思う。 

○地産地消。郷土料理を大事にする。 

○老若男女で皆が安心していれるところ。町がにぎやかなこと。 

 

▼ 19 歳以下 

【男性】 

○外国人（海外）の観光ばかり重点におかないで、地元若者（成人）の雇用（求人）にもっと力

をおいてほしい。倶知安町は、小中高と子供のスポーツに対し無関心。ソフトボール場は立派

だが、野球場が古い、陸上競技場が無い。病院が少ない。良い病院が無い。緊急の時困る。 

○人口減少は自然に起きていることなので特に無し。 

○まずは店が少なく買い物で不便。町に活気が感じられない。倶知安が全国的に知名度が低い、

ブランド力がない。スーパー以上の規模の店がない。この 4 点を見直せば人が集まり、結婚し

たあとも住み続け、子どもも生まれて人口減少が阻まれると思う。 

○ウィンタースポーツによる倶知安のアピール。 

 

【女性】 

○倶知安町は家賃が高すぎると思います。そして、通勤通学するには交通の便が悪く、特に冬場

は雪が多いため、他の町に住むという人の話も聞きます。倶知安に住んでもらうには特に冬で

も住みやすく、通勤通学がしやすい事が人口が増える事になると思います。駅があっても列車

の本数が少ないので今後新幹線が通ることによりどうなるか期待しています。 

○若者や地方へ行っている学生が戻り働ける場が充実している事と住居（家賃）が安く借りられ

ると住む方も多くなると思う。 



79 

○倶知安町を今よりもっと住みやすい町にし、「ここにいたい」と思っている人を増やしたらい

いと思います。今の倶知安町は自然が豊かで外国人もたくさん来ていてにぎやかだけど、まち

の外れにはゴミがたくさん落ちていたりして、汚いところもあります。高校進学も地元倶知安

を離れ、小樽や札幌などへの進学者も多いし、倶知安町の魅力の 1 つでもある子供達の元気な

声が最近は聞こえません。公園も見た目が暗く重い雰囲気の所に多く遊ぶのにも物騒で遊べま

せん。街灯がないところが多く、夜に通ると怖い道があり通りづらいと思います。いい所は伸

ばし、ダメな所は改善するといいと思っています。 

○女性の労働条件を改善し、子育てがしやすい環境をつくるべきだと思います。 

○特に気にしたことはありません。良い町なら人も入ってくると思うので、このままで良いと思う。 

○若い人が住み易い町（家賃がとても高い、生活基盤となる費用が高く、給料が安いので生活に

余裕がなくなる。遊べる所がないので楽しくない。）ではないので、給料に家賃補助してくれ

る等何らかの助成をして欲しい。交通も不便なので JR にしても本数を増やして欲しい。 

 

▼ 20～24 歳 

【男性】 

○少子化問題と向き合うべきだと思います。 

○日本全体的なことで、少子高齢化により、人口減少が今後見込まれることから、若い世代が定

住するような取り組みを行っていく。じゃがいもだけでなく、収益の大きい作物の栽培を促進

させる。 

○観光客が多いこと。 

○札幌から来て、倶知安は働き手が多いと思ったので札幌の学校などにもっと職が多い事をアピ

ールすべき。 

○高齢者の数の増加とともに子供の数が減少していると思う。そこで、介護施設の充実と若い世

代の子育て支援の充実を促進させていくべき。 

○働く場の提供。大きな企業の誘致など。 

○婚活イベントや、移住促進を積極的に行うべき。 

○街コン等実施した方がいい。 

○若い世代の人達に向けた移住の必要性。 

○子どもにとって住みやすいと思える、親が子どもを住ませたいと思えるように趣味特技を長所

として伸ばし、活かせるようにする。 

○正直あまり考えたことがなくて、特にこれというのが思いつかない。こういったアンケートや

住んでいる世代などを考えて政策を進めていけばいいのではないかとは思う。 

○若者向けの施設。大学の開設。 

○雪に対しての政策を具体化すべき。 

 

【女性】 

○町と関係あるか解らないが、病院に不満を持っている人は多い様に見受けられる。子供が居れ

ば尚更だと思われる。 

○ヒラフ地区を例にした外国人等の呼び込み。町の魅力発進（より一層）。 

○若者が倶知安町で働ける場所、企業を増やす。大学や専門学校を設立する。育児に関するサー

ビスの充実をさせる。 

○家賃が高すぎるので、住みやすい価格にしてほしい。子育てをしながらも働ける職場環境にする。 

○障がいを持っていても住みやすいよう、GH(グループホーム)を充実させたり、就労支援事業所を

増やす。 
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○倶知安の家賃はとにかく高い（冬は除雪費もあるので尚更です）。倶知安に住んでて得したなぁ…

と思えるものがあると良いと思う（地元割り引き、ふるさと納税など）。医療の面でも地元住民に

サービスを（無料クーポンがあるのは知ってますが、もっと使用しやすく、分かりやすいものにす

べき）。 

○大人が少なくない、倶知安は、もっと人口減少社会に対して、もっと人を増して行っていくべ

きだと思います。 

○交通機関や育児援助の整備を行い、働きながら子育てがきる環境を整え、アピールしていく必

要があると思う（じゃがりん号は市民の足となっていて、大変良いと思う）。 

○外国人が多く、街（スーパー等）でも英語表記が目立ちいいと思うが、外国人が働いていると

ころは見ないので、雇用の促進。 

○教育体制の充実。交通の便の改善（札幌までの）。病院の整備。 

○交通の便を改善したり、家賃代を安くする等、もっと住みやすくしてもらえると住む人が

増えると思う。 

○もっとお店を増やす（子供用品店）。 

 

▼ 25～29 歳 

【男性】 

○子どもの数が減っている今、人口減少は避けられないものと感じられます。ある程度人口減少

をくいとめるためにも若い世代の働く場所・住むところの補助・出会いの場の提供を行っても

らいたいと考えています。 

○倶知安に住みつづけるという魅力がないため他の市町村に人が流れる。在住年数に応じたサー

ビスとかを提供すべきかと。 

○雪が多く、冬に住みづらい町だと感じるので、除雪への対策が必要だと思う。 

○大規模な夏フェス等のイベントを増やす。 

○以前の倶知安町は転勤族の町としていわれていました。転入、転出が多かったと思います（家

族も含めて子どもの転出入も）。だが現在は、ほとんどが単身者です。あらゆる職場で縮小さ

れてきているので、減少は当然だと思います。現在住んでいる赤ちゃんから老人まで充実した

街になってほしいと思っています。 

○保育、福祉サービスの充実・投資。 

○暮らしやすい場の確保・家賃が高い、収入が少ない。町に魅力がない。地域の人間関係が良く

ない。冬の除雪で近隣ともめる事が多い。障がい者にとっては、特に住みづらさを感じます。

住民の受入れがむずかしいです。犬のふんやおしっこなど飼っている人のマナーの悪さは最悪。

犬をきらいな人もいます。もっときびしい罰則など？ 

○家賃が高すぎるので、現状の給料で倶知安に住み続けられない。あるいは魅力を感じない。 

○家賃の値下げ。 

○就労支援、家賃の値下げ。 

○小、中、高校と地元に残る若者とその後出て行く若者の数の差が激しい。地域の若者にとって、

働きたい、大学等卒業後、地元に戻ってきたいと思わせる環境、職場が無さすぎる。これから

先、人口を増加させて行く世代がもっと地元に残る、または外から入ってくる環境を作ってほ

しい。現状でも冬期は、日本の中でも稀な多国籍な人々が滞在する地域なので、ここで活躍で

きるスキルを持つ人間の育成ができる環境作り。冬期に集まった人間が、夏期には後継者のい

ない農家に行くような年間を通して働けるような環境。夏期の豊かな自然を活用した観光施設

の支援等。自転車、SAP(スタンドアップ・パドルボード)、カヤック等外国人のニーズも受け

入れる用な物など。 

○結婚祝金や出産祝金の充実を図るべき。 
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○住んでいて楽しい町にすることが大事かと思います。アウトドアなどで「若者」が楽しめるも

の、例えばスキー、ラフティングといったこと以外に「家族連れ」で遊べる楽しめる施設がも

っとあっても良いと思います（私が知らないだけかもしれませんが）。皆が住んで楽しければ、

出ていく人も減るのでは。あとは、人口が少ないからこそ、地域の人の顔が互いに見えればい

いなと思っています。ほとんどの人が顔見知りってくらいになれば町として一体となれる（難

しいと思いますが）。 

○社会の中で残業をしてあたり前になりつつある。行政が会社への監視を強化してそういった過

労から人を助け出してもらいたい。 

○国際色豊かな環境を生かした学術的な連携英語を学べる体制の整備など。地域で生まれた子ど

もが地域で働ける雇用の創出。観光業者が安定して収入を得られる様な観光地づくりと通年入

込客の平準化。 

○じじい、ばばあが作ってきた倶知安町ですが、その町には若者の入る場所がありません。倶知

安町が辞める農家の土地を買い取ってフランチャイズ農家をやってみたらどうですか？以外

にも農家をやりたい若者はたくさんいますよ（農協と連携して）。 

○観光客の定住化と核家族以外への税制等の措置。 

○交通の便が中途半端に不便。倶→小樽：120 分。倶→札幌→約 180 分程度。人を入れたいな

ら、ベッドタウンの様にするか、有名歌手のイベント（ライジングサン）の様なのを誘致してほ

しい。 

○団地やアパートの家賃を安くすると生活がラクから子育てに少し回せると思う。 

○外から人が入ってくるような仕組作り、また出ていかれないような環境、若者を留まらせるよ

うな対策。 

○外国人ばかり増えているので、日本人が増えるようにしてほしい。スーパーだけではなく他の

部類の店舗があれば若い世代も心地よく住めるのでは…。 

○公共交通機関を充実させる。大きな商業施設（ショッピングモール）などがあれば便利になり、

住みやすくなるため、人口が増えていくと思います。倶知安町に引っ越すまで、どのような町

かわからなかったので、町のアピール（どのような町か）をもっとしていくべきだと思います。 

○対外的ではなく、町として一つの循環を目指すべきと考えています。各分野において目標を立

て、各企業が向上していける様な形になると良いです。街並み等総合的な設計、都市計画も進

めるべきではないでしょうか。安かろう悪かろうな家づくり、街づくりの時代は終わったので

はないでしょうか。そういった流れのなかで人が安心して暮らせて、子どもも増えていくんじ

ゃないかと期待しています。 

○倶知安町の PR や助成。 

○自然減少を止めることは難しい。町民一人一人が充実した生活が送れるような町づくり。 

○外国人の受け入れ（中国人はのぞく）。 

 

【女性】 

○若い世代も高齢者もどの世代も住みやすい町づくり。 

○転勤してきて感じたのは、借家の家賃が高いこと。若い人が生活していくのは、金銭的にちょ

っとたいへんなのでは…と思った。もう少し若い人向けの安めの家があればいいと思う。 

○ニセコの知名度に負けない倶知安の知名度を上げるものを作る（イベント、行事など）。 

○教育の充実が大切だと思います。子どもの進学を考えるとやはり倶知安ではなく、小樽や札幌

を考えてしまうので…。高校も定員割れしている状態なので、倶知安らしさや倶知安の独自性

を活かした魅力ある学校づくりに期待します。 

○今の税収で実際何ができるのか！ムダはないのか。今後どうしていくのか、分かりやすく説明

して欲しい。 
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○経済的な支援も必要ですが、子供を預かってくれる場所をもっとふやし、時間ももう少し長く

なるといいと思います。 

○教育施設が少ないです。質が重視の（インターナショナルスクールや受験制の幼・小・中・高

学校など）学校があれば教育のために札幌などへ転居せざるをえない family は減ると思います。

自然環境はとても良いところですので、教育への取組みが変われば若者の地元離れは減るので

はないかと考えます。 

○少子化対策。子供を望んでいても経済的事情であきらめている人が山ほどいます。 

○家賃設定の低い住宅を増やす。冬は除雪面でサポート。 

○物価、賃貸を安くする。助成。個人ではなく、大手の不動産で住宅情報管理すべき。住居をさ

がすのに困難すぎる。移住者向けにインターネットで仕事や地域のお店など紹介した方がよい。 

○商業施設を充実させる。 

○人口減少は仕方ないですが、農業をやっているかた以外で仕事を求めている方は少ない気がし

ます。季節労働者が多くて他で仕事をしない方が多いので何か倶知安にできても働く人がいな

い中ではキビシイと思います。ずっとバイト募集がある店は大変です。労働時間の問題は減ら

ないと思います。 

○高校や大学を卒業後に倶知安町で働けるよう仕事を確保すべき。 

○若い世代が住みやすい町づくり。医療と福祉サービスの充実。確実な保障。若者と中高年が付

き合いやすい何か（イベントなど）を企画してほしい。防犯意識を高める何か。住宅の家賃を

下げて欲しい（アパート等）。「倶知安は高いので住みたくない」と友人達は話しているので。

自分も思います。仕事の充実。働きやすい環境を！！全ての世代に！ 

○冬以外の魅力を発信していく。大型のショッピングモールの建設（その中で自然とふれあえる

ような所があるとなお良し）。 

○若い人の都会への流出を止めるか都会へ行った人が戻ってくるようなことが出来るといいな

と思う。 

○晩婚化が進んできているし、結婚していない人が増えてきているのでその対策はしたほうがよ

いのではないかと思う。日本人の性質的に自由結婚は難しいところがあるのではないかと思う。

昔のような仲介人の人も身の回りに少ないし、町が仲介人みたいなことをやってくれると助か

るのかなと思う。その上で、そのカップルに定住してもらうことがベストだとは思うが…。子

どものころから学校で、自分の住んでいる町の良い所等取り上げていって愛着をもってもらう

のもいいのかなと思う。私は、子育てするなら、やっぱり自分が生まれ育った土地で子育てし

たいと思っている。それは、子どもの頃の教育もあったからではないかと思うので。 

○町内で雇用を充実させることにより、町外へ転出を減少させるべきだと思う。 

○進学先の充実。大学に進学する子がほとんどの時代なので。倶知安町で子育ては義務教育まで

が限界。 

○子どもを育てやすい環境が必要。 

○観光客を積極的に取り込むような事業。 

○医療、福祉、育児等の施設やサービスの充実。雪かき支援。いい家を安く手に入れられるよう

にする。ショッピングモール。 

○少子化と言われているが、周りには 3 人以上子どもがいる世帯も多いと感じています。子ども

を何人も産むという人数の問題ではなく、産むか産まないかの選択で悩んでいる人が多いよう

に感じます。実際に 1 人目を産んだご夫婦は兄弟を作ってあげたいと、2 人目 3 人目の出産

に対して積極的な気がするので、1 人目を産むハードルをどう下げていくか、その対策を重点

的に行うべきなのではないかと思います。それと、産婦人科、小児科の病院の充実も重点的に

行っていくべきだと思います。 

○全国的に人口減が進んでいる中で、倶知安やニセコはどちらかといえば人口が増えていると思

う（移住者の増）。外から新たに入ってくる人はある程度みこめるので、元々倶知安で生まれ

育った人にどれだけ倶知安に住み続けてもらうかを考えるべきだと思う。 
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○家賃の高さ。 

○働ける場所をもっと増やしてほしい。正社員で働ける場所を増やし、若い人がたくさん働ける

ようにしてほしい。 

○人口を増加させるには子供を産む事が大切だと思います。夫婦が、3 人以上多く子供を産める

ようにサポートするべきだと思います。経済的なサポート、保育所の充実、子供を育てやすい

町にしてほしいと思います。そうしたら、産みたくても産めない人の悩みが改善されると思い

ます。私はまだ 1 人目を産んでなくて、具体的に不満などはまだないですが、子育てする家族

に優しい町になってほしいなと思います。期待しています。 

○地元で育った若者が帰って来て働きたいと思える町づくり。今はヒラフに町民ではない若者が

多く、悪い事ではありませんが、町で育っている若者が少ない事には問題があると思います。 

○家族で養う人が、ずっと働きたいと思うような仕事がもっとあったらいいなと思います。女の

人が働きたいと思うような場所がたくさん有ります（ホテルとか、カフェとか、観光客ターゲ

ットのお店等）。観光地にももっと安定した収入を得られる仕事があったらいいな…と思うの

ですが、むずかしいのでしょうか？ 

○地域のイベントを増やし、また企画者（行政ではない）を支援し、住民が楽しめる、思い出に

残る、来年も楽しみになる流れを作れば良いと思う。雪山の恩恵で多い移住者（道外の人）の

通年での雇用を増やす。上記イベント事（特に夏季）の増加で移住者の獲得にもつながるので

は。現在の町民の町外移住者を食い止めるには、通年での地域参加型のイベント、ブランド力

が更に必要だと思う。近隣の町、村と協力して、相乗効果を図るのも良いのではないか。 

 

▼ 30～34 歳 

【男性】 

○外国人定住者、道外定住者の積極的受入。 

○子供が欲しくとも、育児についての不安がある人は多く、欲しいが作らない、増やさない人も

多いと感じます。産んでも不安より希望を持てるような支援や施設、その情報の提供が必要だと

思います。 

○他所からの雇用を促すよう、企業の雇用や転入後の住宅補助など、人を雇うキッカケを企業側

に与える助成制度を行ってほしい。若い人が将来倶知安に帰ってくるよう、子どものころに地

域のお祭りやイベントに参加するキッカケをつくってほしい。 

○家賃を安くする！！もっといろいろな町民にサービスしてほしい。若い子は都会にあこがれる

のでいかに、サービスなどしてもらって倶知安町に残ってもらう。 

○倶知安の町の中心街は、古い建物が多く、町が整備されていない。ニセコ町に比べて街中は住

みにくそうだ。もっと今の若者が集まる様に倉庫をおしゃれにしてみたりするべき。見た目は

大切！！家賃が高いので、補助があるべき！若い世代に特に。 

○出産や育児期に金銭の助成。ニセコが近いので、移住者のあっせん強化。外国人居住区の創出。 

○特色をもっと出していく。 

○①日本と羊蹄山気質をベースとした、西洋との気質の融合。観光をベースの 1 つに。②子育て

支援系・出産系の充実。③教育によるたたき上げ人材確保（羊蹄山地区に進学校を！）。④町

の交通をさらに便利にしていく（倶知安圏としての支配拡大）。⑤小樽から洞爺湖～札幌まで

の高速道路建設。 

○外国人旅行客。 

○福祉の充実ばかりで若者（税金を払う世代）をないがしろにしてきた結果だと思う。働く人、

子育てする人、これからの人口を増やしてくれる若い人が子供を産んで育てやすい環境・地域

を作ることが大事。自分の生活で手一杯の人が結婚・出産なんて考えられるわけがない。もっ

と若い世代に対しての政策を考えるべき。今のままでは札幌や小樽などに皆出て行ってしまう

と思う。 
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○ゲームセンターを作る。マクドナルドを作る。吉野家を作る。 

○若い世代の家族が増えるだけで明るく元気になると思う。最近転入してきて感じるのが情報を

得られにくいこと。近年、スマートフォンやパソコン等を通じ情報を得やすくなっているのに

それができていない。初めて訪れる者にとって何の情報もない所は入りづらい。ホームページ

など立ちあげやすくするよう推進してほしい。そうすれば住みやすい町となり若い人達が新し

い風をふかせ元気になるのかなぁ。 

○若い人が生活しやすい環境作り。 

○倶知安が他の町と違う点は国際色豊かなことだと思います。海外の方へのサービスを充実させ

るのも必要ですが、国際交流できる場所・機会を増やしてみてはどうでしょうか？日本で海外

の方と交流できる場所というのも数少ないので、国際コミュニケーションに興味ある人を倶知

安へ呼びこめる機会にもつながると思います。個人的には英語を学ぶ事ができれば交流を図っ

てみたいです。 

○家賃・土地の価格が高い…誰もが口を揃えて言っています。隣町（京極町）と比較すると経済

面で差があり目立つ。 

○スーパーはあるが、衣料品店などがなく不便。特に子どもの衣類（例えば西松屋など）など…

店の数（種類）が増えるといいと思う。アパートなど家賃がもう少し安いといいなと思う。 

○時代なのか離婚が多く、母子家庭や父子家庭が生活で困っている面と老人が不便な所を介助し

てあげる部分があると思います。例えそうなっても助けられる人がいれば、住み良い町になる

と思います。（もちろん事業です。料金は発生します。）他に TV で見た老人と子供が一緒に過

ごす施設等があるといいのではないでしょうか？ 

○倶知安は家賃が高い。予算がないのは解るが、除排雪のひん度と質が悪い。 

○若い人たちの町外からの受入（安定して働ける環境）。定住者と定住未満の住人との地域コミ

ュニティの形成・支援。 

○町に住む住民が不自由なく暮らしてゆける体制を作るべきと考える。 

○収入の増加。育児・出産支援。低家賃住宅の増加。育児世代への減税。 

○「まち」を作っているのは住人。行政のエライ方が何して、ダレとダレが仲良しゲームしてる

ウチはダメ。アンケートも良いが、聞きとりや、まつり事の時に活動できる事があるのでは？ 

○移住支援や若い人たちが住みやすいような環境にしていく事が大事かと。冬に来るシーズンの

スタッフが夏も残ってくれるように、仕事や住む所などの支援があっても良いかと。あとスケ

ートボードパークもできると若い人は喜ぶと思います。 

○倶知安に移り住む時に住居がなかなか見つからず苦労しました。町営住宅は常に空きがないし、

全体的に家賃は高く給料は低いので生活のし辛さを感じます。 

 

【女性】 

○就業支援や子育てしながら働ける環境作り。一時保育などあると助かります。人が増えるよう

にするには婚活なども大事なことだと思います。 

○倶知安町では若い世代が長く働くことのできる業種が少なく感じる。公共事業や公務員などの

一時的なものではなく、長く働くことのできる仕事が必要であると考える。また、若い世代に

とって倶知安町はアパートやマンションの賃料が高く、せまいところが多い。そのため、この

町ではないところで家を借りている人も周りにたくさんいるので、新しいアパートやマンショ

ンとこの町に合う賃料の設定をすることで、子育ても含めて長く住める環境の整備も必要である。 

○自分自身は子どもはいません。年齢的にも早く産みたいのですが、金銭的にも難しい。職場で

も結婚を機に退職を求められました。色々な経緯があり復職することができましたが、産休・

育休制度はありません。数年後、子どもを産んで仕事に戻りたくても預け先が不安です。（0

才児保育は待機が多く無理に等しいと聞きました）。産みたくても産めない環境です。 

○仕事がない。JR は札幌に行くのは便利だが、函館へ行くのが不便。倶知安⇔小樽間も快速が

あると便利。 
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○町の地域化。 

○医療やスーパー等 1 つ 1 つが大きい建物でなくても良いので、丁寧で充実したサービスが受

けられ、安心して生活していけるようにしてほしい。都会じゃないから不便、種類が少ない、

選択できるものがない、質が良くないと思ってしまうので。不安が少なければ、他人への気持

ちも前向きになり、家庭を持ちたい、子を産み育てたいという気持ちの余裕になると思う。 

○出産・子育てのしやすい環境にする。 

○高齢者や子どもが安心して生活できる様、医療・福祉等の充実。国からの助成で子育て世代は

少し経済的に楽になり、ありがたいと思いますが、医療費は家計を圧迫する要因でもあり…蘭

越町の様に高校生まで無料化等、町の助成があれば助かります。医療現場も倶知安厚生がもう

少ししっかりしてくれれば…。 

○農業や観光等の専門学校か大学があったら良いと思う。 

○保育士をして思ったことです。子どもを幼稚園、保育園に長時間入れてフルタイムで仕事をす

ることが悪いことではないです。しかし、待機児童を減らすように定員を増やして母がどんど

ん働きに出て、明らかに子どもたちは変化していきました。母たちは「幼稚園、保育園でしつ

けてくれるのが当たり前」の感覚になり、どんどんサービス化していきます。子育てを他人に

丸投げしすぎではないですか？親が親として責任を持つことの重要さも同時に教えていかな

いと常に他人のせいになります。「産めよ、増やせよ、責任持てよ」と現場の保育士は思うの

です。親の為に逆に向くことがこわいです。 

○人が出て行くのには理由がある。働く際の給与の平均が低すぎる。職はあるが安い。高齢化が

進んでいるが、若い世代を呼び込む、よびもどす定住させるための町としての施策がない。生

活する様々なものが高い。水道、家賃、国保の助成もない。子供産まれた際のお祝いが商店街

の店の金券。なんのため？町の現在の住民入のメリット？やる気ない。商店街も活気ない。あ

いてる所など格安で貸し出すべき。住みたいと思う街はどんなのか役場の人達もわかっている

はず。 

○医療の充実。子育て環境に配慮したサービスの提供。交通の充実。家賃の引き下げ。 

○人口が減ることによって商業施設が少なくなると不便になるので、利用しやすいようにバスの

路線を増やしたり、本数を増やしたりしてほしい。 

○出産時、病院の不足、不安。子育てサポート施設など若い人、転入者への周知。 

○私の職場に限ってかもしれませんが、子供や高齢者へのサービスが行き届いてないと思います。

私は独身なので自身は生活に困りませんが、あまりにも、個の家族への負担が大きすぎると思

います。冬は雪が沢山ふり、住みなれた人でも 60 歳以上の方に雪はねは大変ではないでしょ

うか。その生活を支えるだけのために、若者の生活が犠牲になる様では、若者は住みつかない

と思います。都会の様に開発しなくても素晴らしい自然や世界に誇れる環境があると思います。

活力のある人（年齢問わず）が相談・強調し、町のサービスなどを根本的に考えていく必要が

あると思っています。 

○転勤の方が多いと感じている。仕事上のためそれは仕方ないと思う。どんな理由で町から出て

いくか調査して改善できる所はしていったらいいのではないか。また働きながら子育てのしや

すい環境も必要だと思う。 

○農業支援とか、若者にいろんな支援。家賃を安く。 

○観光にもっともっと力を入れるべき。むずかしいかもしれませんが、高校卒業後の学校（専門

学校・短大等）が倶知安に出来れば若い世代人口が増え、もう少し活気がうまれるのではと、

いつも思っています。 

○通年の雇用を”リゾート”まかせにしない。住居の改善。 

○若い世代が働きたいと思える様な魅力ある仕事がない為、どうしても、出ていく人が多くなる

と思う。交通の便、買い物や遊べる場所の少なさも問題。ゆったりのんびり暮らしたい人には

良いが、若い人には物足りない町だと思う。 

○家賃や土地の価格が高い。 
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○若い世代が安心して出産、子育て出来る環境作り。（子サロ・保育園の整備。医療機関の

充実など）。 

 

▼ 35～39 歳 

【男性】 

○男女が自然と集えるような場を増やしていけばいいと思う。私自身、倶知安町においてわから

ないことが多いです。合コンを増やしましょう！！参加します！！ 

○子育て世代に対する支援。倶知安町における平均年収の底上げ。 

○このようなアンケートは良い事だと思いますが、結果。→このアンケートでどのような意見が

出て、それが「このように改善しましたよ。」という結果が知りたいです。 

○町単独ではなく、周りの町との協力が必要。 

○町村合併。難民受け入れ。町内の人口増を考えるならば災害避難者の永年受け入れ。 

○空いている土地や建物の開放（有料でも低価格で）家賃が高かったり、土地が高かったりで、

空きはある（人の住んでいない家等）のに野ざらし状態が多く見うけられる。このような所を

改善し、他の町から移住者を増やすべき。子どもを増やすのには、時間もお金もかかると思う。 

○冬だけやたらと人口が増えて活気があるが、もともと住んでる人は不都合を感じる人もいると

思う。地元の人間を大切にしなければ、そのうち離れていくと思う。 

○U ターンと I ターンの人が積極的に戻ってきやすい環境づくり（学校、仕事、居住）。 

○高校生が卒業後に町内で就職したい、又は大学生、専門学生が倶知安町に戻って就職したいと

思える町づくり。若者からみて魅力的と感じる町にする。 

○若年層・子育て世帯に対する支援が必要。家賃手当、児童手当、児童扶養手当の対策で倶知安

町に移住出来るようにすれば、倶知安町としての人口減少はなくなるのではと思う。それには、

財政力がかなり必要になると思うが。 

○高齢者が子供をあずかるようなコミュニティがあれば、安心して共働きできる。高齢者も多少

の収入が得られ、ボケ防止にも役立つ。 

○雇用の確保と社会保障の充実。 

○現状分析と将来予測。シナリオ作成・公開。どうゆう町にしたいのかとなるのかをすり合わせ、

それにあった施策を打つ。 

○子育て支援を充実させる。 

○賃貸住居が少ない。 

○住宅事情の整備（空家の解消・アパートなどの値下げ。）を優先にすべき、若い世代はそのた

めに札幌市などへ流出する。 

○公園の整備（町外の人が興味を示すような大規模公園）。 

○倶知安町を好きだったり、住みたい若者はいるものの単身や一世代で入居できる家が少なく、

いなかなのに札幌の中心部と同じ位の家賃。その分仕事の賃金が高ければ良いのですが実際は

その逆で安いところが多い。実家暮らしの若者も、そのため他の町に出たり、ずっと実家暮ら

しで結婚していない人も多い。せっかくスキーやスノーボードをしに多くの人が来ているので

定住しやすい環境を整えるべき。所得の低い人でも住める住宅を増やし、倶知安の夏の魅力も

知ってもらえるようにホームページ等を使い取組んでほしい。また、働く女性も出産・育児し

やすいよう保育所の定員 UP に取組んでほしいです。また、育児休暇所得実績のある職場がま

だまだ少ないので、企業に対しても働きかけてほしいです。 

○子供が増えないと（産まないと）自然と減少していくのだから若い世代に対する雇用→企業の

誘致などと子育て関連の情報やサービスを厚くした方がよいと思う。若い世代が住み続けたい

と思うような街になってほしい。 

○家賃が基本的に高すぎるので下げる。 
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○結婚してから感じるのは、若者や女性からショッピングが切り離せないと思う。イオンのよう

なショッピングモールがあるだけでもかなりの人口流出を食い止められるのではないか。地元

の商店は反対すると思うが…。ショッピングモールでもある程度の雇用は見こめると思う。ま

た B 級グルメの開発も、観光の人口を増やせると思う。 

○まずは、町の人口を減らさないこと。次に、可能な限り人口を増やすための策を講じること。

人口減少のスタートは、若年齢層の流出、また、流出後のフォローが目に見えないことと思い

ます。幸いにも、倶知安町は、他の市町村とくらべれば、町、そして地域としての大きな魅力

をもっていると思います。いかにして、この魅力を伝え、実感できるか。 

○補助金等の経済的支援は、人口減少の歯止めにはならないし、増加にもつながらないと考えて

いる。本当に魅力ある街にはそれがなくても自然に人が集まるからだ。魅力がないから金でつ

なぎとめようとすると社会の絆は育つはずがないし、金の切れ目は縁の切れ目となる。交通イ

ンフラの充実をお願いします。車がなければとなり町であるニセコ町や京極町まで行くのにも

交通機関がなくて（便数）不便である。札幌まで 1 時間くらいであれば都市圏の中に雄大な自

然が触れ合える魅力のある町となる。 

○街の活性化。 

○子育て助成金が去年 1 万円今年 3 千、予算つけて 1 万円以上維持すべき。 

 

【女性】 

○医療の充実（産婦人科、小児科の増加）。お年寄もだが、立ち寄りたい場所、お母さん同士で

（子連れで）、気軽に立ち寄れるような施設や飲食店があるといいなと思う。子供を産んで外

出しても休める場所が少ないから。 

○①これから増えていくであろう老人の税金をやめてほしいです。働きたくても働けない老人

（65 才以上）がいっぱいいます。年金を減らしたり、税金を上げたり、「国が決めたから」と

言う言葉で片付けるのはやめていただきたいものです。②子供が増えないのは、子供を育てて

行ける経済力がないからと言うか将来の事を考えると安心した生活ができないからではない

でしょうか。子供や老人の経済的支援を手紙やチラシなどで、町の人に「こういう支援もあり

ますよ」と教えてあげるべきだと思います。知らない人がいると思うので。※手紙やチラシ→

年令や歳に達した方々に直接送るとか…。 

○消費税が上って食品など生活に必要なものの値段もどんどん上昇していくので、みんな生活が

とても厳しくなっていっている感じがします。だから 1 組の夫婦に 1 人の子どもという家族

も、もしかしたらどんどん増えているのかもしれないです。みんなが住みやすい環境、考えな

がら作っていって頂きたいです。 

○お役所の皆様が暗い人ばかり、やる気が感じられません。外部講師を呼んで、接客対応を学ん

で下さい！！ネガティブすぎる。向上心がないです。町議の方達も明確なビジョン、田舎だか

らでしょうか私情を挟むような行動が情けないですよ。こんなアンケートにこんな事書いても

参考程度で終わってしまうのでしょうが、行動力が無いから、アンケートだけとっているので

しょうね。とても狭いコミュニティだけで活動していますよ。働きざかりの世代を増やしたい

のなら、高齢者にはまず医療費をおさえてもらう為にいつも、子供達の健全で学力向上の為に

保育サービスの充実、ボランティアで勉強サポートサービスを行うべき！！それとこの町の

JR 駅ボロボロ階段！！エレベーターもなし。ベビーカー対応もせず、観光客も大変です。ま

た、タクシーもワンマンすぎる。町報にキレイ事ばかり書かないで下さい。 

○国籍を問わない転入者の受け入れ。←それに伴う言語サービス（転入者には日本語を周囲には

その国の母国語を講習するような）。新規・既住両方を対象に倶知安町の詳細（企業情報や病

院等の設備といった）の広報。←長年住んでいても不明な点はある。 

○雪のまちなので、冬の除雪があまり行き届いていないのが現状。道路の除雪をしたあとに家の

所には毎朝必ずその雪が残っている。多い時には 1m くらいの山積みになっていることがある。

何とかできないのでしょうか。毎年毎年こんなんで苦情はこないのでしょうか。おかしいと思

います。 
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○若い世代が子どもを生み育てる環境をつくる（雇用の安定等）。 

○転勤等で人の出入りが多いので、倶知安町の良さは色々な所へ情報が行っていると思います。

私も転勤でこの町に来ました。もし充分なお給料がもらえて、そこそこの広さの家に住めてい

るのなら、主人が転勤になってもこの町にすみ続けたいくらい気に入りました。子育て世帯へ

のサポート（住む場所や仕事）があると定住するのではないでしょうか。 

○子育てしやすい環境を作り、ショッピングセンター等、人が住みやすい町作りをしていってほ

しいです。 

○交流する場、機会が少ないと思うので、そういう施設やイベント、勉強会などがあると良いと

思います。 

○働き口がある事。 

○町は町外からの転勤者や移住者、また社会的弱者としての立場にいる方々の視点を積極的に取

り入れていくべきだと思います。彼らが住みやすいと思える環境を整えていけば、自然と定住

者が住みやすい町になっていくと思います。また、定住者にとって当たり前のことが、町外か

ら来た方にとって新鮮に映るということもありえます。新しい観光資源の発掘のきっかけに成

り得ると思います。新しい人が来やすい町にするべきと思います。人口減少社会は町ひとつで

も解決できるとは思えません。後志などひとつの地方を一つの町ととらえて、町どうしの連携

を町として模索するべきかと思います。 

○若い人にとって「住みたい」と思える、又、子育て支援を充実させた町にして頂きたいです。 

○家賃が高すぎる。古い物件の割に人が入るからなのか、全体的に都会でもあり得ない位、家賃

が高い。夏も若者が住めるように、もう少し全体で下げるべき。シェアしないと住めない家賃

だと思う。 

○小さい町なので仕方ない事だと思うが、医療がもう少し整っていると安心できるのでは？と思

う。小児科が厚生病院ともう一つしかないので、夜間は不安である。 

○倶知安町じゃないとコレがないから…とか特別なものがない。町民ならではの待遇も特にない。

子供が屋内で遊べる遊具施設や子連れでも行きやすい飲食店、などがあったらやっぱり魅力を

感じる。温泉とかも町民には半額とか、何かないと倶知安町民になりたいとは思わないのでは

…アパートにしても家賃は高いですし…。 

○5 号線沿いや駅から近いところにもっと住めるところを増やしたほうがいいと思う。空地など

を公営の一戸建て等にして、若い世代がのびのびと子育てをしやすい環境を作るべき。 

○子育て支援を中心に力を入れて、子どもが増えたり、子育てしたいと思って移住してくる人が

増えるようにしたら良い。高齢者が多いので、その環境をととのえる。精神疾患患者が社会復

帰できる住環境、労働環境の整備。 

○子育て環境の充実、雇用。 

○公園など子供が遊べる場所を増やしてほしい。遊具などもたくさんあるといいですね。冬、雪

がふると公園などでは遊べない為、室内などで遊べる場所があると良い。家賃が少々高い。個

人経営も多い為、外（道外）から来る人に少し厳しい。保育所など年数がだいぶたっている。 

○子どもを安心して産める病院が必要。 

○倶知安町は家賃が高く、女性 1 人では住みづらい。仕事はあっても、給与（時給）が低く、税

金・保険料等払ってしまうと、生活ができません。どう考えても、家賃は札幌以上で、給与は

札幌以下…長く住みたいとは思えない。医療機関も少なすぎです。 

○他の地方から人が来ても、受け入れられる町にしていくべき。町ごとに決まり（ゴミなど）が

ちがうので、分かりやすいパンフレットがあればいいのではないか。仕事はたくさんあるが、

8時間以下の仕事でないのがほとんどで、町の定住にこだわるほどの仕事と収入が得られない。 

○住宅の充実化。家賃の補助。 

○まだ住み始めたばかりなのでわかりません。 

○若い人の雇用の充実。住宅をもっと安く提供する。冬の生活が大変なので地域で助け合う。 
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○賃貸の住居の家賃が高すぎる。古くてキレイじゃない。除雪が大変なので冬場は男手がないと

暮らせない。雇用先（通年雇用、ヒラフ以外）が少ない。事務職の給与が少なくて暮らせない。

賞与が出ない所が多い。 

○人口減少は仕方のないことだと思います。日本全体がそうですから。しかし、生まれ育った地

元へ戻りたい！と思わせるような町の政策がとっても大切だと思います。せめて高校卒業まで、

この町で生活し大学等を出た後、戻って来られるような雇用の創出が（なおかつ、自分の家族

を養える位の給与もある）。そうすれば、多くの U ターンが見込めるとおもいますが。今は本

州からの移住者などで雇用もなく、公務員くらいしか安心して暮らせない町だと思われます。 

○保育園を新しくして欲しい。また保育士（チャイルドケア）の方の質の向上、給与をあげる（保

育士個人の質の向上ではなく、保育士自体のステータスをよりよいものにする）。個人的には、

倶知安町は子育てがしやすいと思っています。ただ、金銭面においては、子どもを多く持つこ

とは難しいので中学校までの授業料の完全無料化、教科書の貸し出し制度などしてくれれば、

高齢でも生もうかなと考える余地が出てくるのではないでしょうか。 

○人口減少を意識するよりも、夢のある町づくりを積極的に行ってくれたら、人も集まり皆が生

き生きした良い町になると思います。精神論ばかりで申し訳ないが、どんなにたくさん人がい

ても、お金があっても、「こうしたい」とか「ああいう風に！！」とか夢がないと明るい町に

はならないと思う。どんな町にしたいのだろうか？と思います。 
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問 32 倶知安町の自慢を 1つ挙げるとしたら何だと思いますか。（ご自由に記入してください） 

（例：豊かな自然、パウダースノー、外国人との多文化共生、子育てしやすい町・・・など） 

 

▼ 高校生 

【男性】 

○豊かな自然 15 件 

○パウダースノー 9 件 

○じゃがいも 7 件 

○外国人との多文化共生 5 件 

○スキー場 4 件 

○水がおいしい 3 件 

○羊蹄山 3 件 

○尻別川 2 件 

○他の町とあまり変わらない。 

○店などが必要な分だけある。 

○天気予報で倶知安町の名前が出る。 

○すごい都会でもなく、すごく田舎でもなく、ちょうどよい住み心地。町内である程度の買物を

すませられる。余市町や小樽市に行けば大きな店もある。 

○観光客の数。 

○アウトドアがにぎわう所。 

○平和。 

○たまねぎ。 

○安全。 

○静か。 

○キレイな羊蹄山があり、季節によって、その景色を彩る姿を変えて、その時々で良い風景を見

せてくれる所です。 

 

【女性】 

○豊かな自然 16 件 

○パウダースノー 14 件 

○外国人との多文化共生 12 件 

○じゃがいも 8 件 

○スキー場 5 件 

○羊蹄山 3 件 

○羊蹄山の水 3 件 

○安心して暮らせる 2 件 

○豊かな自然が、雪が溶ければ外で沢山のスポーツ（野球・ソフトボール・サッカーなど）がで

き、冬にはスキーなど町で行えるスポーツが多い。町のつくりが基盤状なので覚えやすい。駅

の近くにはお店が沢山あり、ヒラフにも観光客が多く来る。 

○治安が良い。 

○冬になると活性化すること。住んでいる人が優しい。 

○観光。 
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○空気がきれい。 

○景色。 

○建物に邪魔されずに星が見えること。 

○パウダースノーという良き環境を通して国内・国外からたくさんの人が来てくれること。緑が

とても豊かなこと。 

○ウインタースポーツが盛ん。 

○外国人観光客が多いこと。 

○食べ物がおいしい。 

○自然に囲まれているため、子供達がのびのびと生活することができる。 

○親しみやすい人々。 

 

【性別未回答】 

○水。 

○豊かな自然。じゃがいも。 

○自然、外国人との多文化共生。 

 

▼ 19 歳以下 

【男性】 

○豊かな自然 3 件 

○羊蹄山。 

○スキー場。 

○雪。 

 

【女性】 

○おいしい水だと思います。京極町の水がおいしいとよく聞きますが、自分の中では倶知安町の

水が一番だと思っていて地元の人に自慢しています。 

○スキー場が大きくて、海外からもたくさんの人が訪れてくれているところ。 

○自然と施設（お店など）のバランスが良い！！ 

○地震や災害が少なく、水が豊富にある。羊蹄山がきれいに見える。 

○空気がおいしい（車が少ないせいかも）。 

 

▼ 20～24 歳 

【男性】 

○世界でも有数のパウダースノー 2 件 

○倶知安町のじゃがいもがおいしい。 

○納豆・じゃがいもなどの名物。 

○昔話になりますが、H.S.P 倶知安サーキットがありました。またその場所には某日本人元 F1

ドライバーなども来ていました。 

○四季がはっきりしている、豊かな自然環境。 

○スキー・ラフティング・山登り・サイクリングといった自然を利用したレジャー環境が整って

いる。 
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○ニセコが近い。 

○スキー。 

○町としての雰囲気がよく、気軽に話しかけやすい。また、食事が美味しい。 

○外国人に人気。温泉。 

 

【女性】 

○羊蹄山 2 件 

○パウダースノー 2 件 

○豊かな自然。季節ごとの楽しみがある。 

○1 年を通してレジャーが楽しめる。 

○「羊蹄の水」。 

○治安の良さ・人間のおおらかさ。 

○雪が多い事。 

○ウィンタースポーツの環境が充実している。 

○程良い自然があること、農業、農産物、羊蹄山。 

○のんびりした雰囲気の町。 

○早朝、夕方の羊蹄山の美しさ（それが窓から普通に生活していて見られるのは素晴らしい事だ

と思う）。 

○豊かな自然（パウダースノーなど） ウィンタースポーツを行える環境は充実しているが、夏

の観光資源に乏しいと思う。 

○スキー場の雪質が良い。水がおいしい。じゃが太くんのマドレーヌがおいしい。 

○ひらふ。やはりスキーの各所で外国人の誘致等の観光地として、有名だから。 

○子育てしやすい。 

 

▼ 25～29 歳 

【男性】 

○豊かな自然 3 件 

○尻別川の清流等の自然環境。 

○スキー場。 

○豊かな自然、水、豪雪地帯。 

○いも。 

○羊蹄山を背景とした、美しい景観。 

○スキー場。旭ヶ丘スキー場をもっと魅力的にしてほしい。 

○強みである自然を有効に使った外国人の誘致力。 

○オブラートの生産量日本一。 

○安心して子育てしやすい町だと思う。 

○除雪の技術。 

○雪・食事・自然。 

○外国人とのコミュニケーション力。 

○羊蹄山がきれい。 

○豊かな自然。外国人との多文化共生。 
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○自然が豊かで、治安が良い。 

○空気 

○観光資源。 

○人の良さ。 

○羊蹄山の見える景観。 

 

【女性】 

○豊かな自然 8 件 

○パウダースノー 4 件 

○外国人との多文化共生 2 件 

○豊かな自然の中だけで作られるおいしい野菜。 

○羊蹄山がきれいにみえる晴れた日の倶知安の風景が大好きです。 

○子育てしやすい町（転勤してきても周りの人が温かく子育ての相談やら悩みを聞いてもらった

りと、倶知安にきてよかったことを実感している）。 

○景観。 

○ニセコ、ひらふが近い。 

○野菜が豊富。 

○じゃがいも、グローバル環境。 

○外国の人も多いのでお店などに独特の雰囲気があること。 

○羊蹄山。 

○ごはんがおいしい、空気がおいしい。 

○四季を感じる自然。 

○新幹線が通る。 

○なんと言ってもパウダースノー！！豊かな自然、などは他にもさがせばいくらでもあると思い

ます。パウダースノーに関して言えば、日本一、世界一になれる倶知安の自慢なのではないで

しょうか？  

○水やイモがおいしい。 

○どれも全て中途半端で自慢したいと思うものが今のところありません。豊かな自然もパウダー

スノーも、美味しい野菜も、素敵なお店も、魅力的なものは沢山あるのに、それを生かした「何

か」（商品、施設、行事、活動等）がないので、自信を持って自慢できません。この 2 点につ

いては全く自慢できません。厚生病院にしか無い産婦人科（婦人科は全員出張医で毎回違う先

生）。少ない小児科。劣悪な給食として全国に拡散されてしまった給食センターからの学校給

食。外国人とは多文化共生出来ていません。観光で来ているか、自分達（外国人）の文化を貫

き、自分達の力で頑張って生活しているように見えます。もっと細かい所まで、日本語、英語

の両方の標記をして欲しいです。英会話教室、日本語教室をもっと増やして欲しいです。「（人

口に対して）日本で 1 番英会話教室の多い町」になって欲しいです！いつか住民のほとんどが

2 ヶ国語で話せる町になったらとても素敵です！！夢の話でしょうか？ 

○駅前のレトロな町、人と対照的なヒラフエリアの冬場の外国人観光客の人口、投資での土地売

買でバブルを彷彿させる様々な人・物の流れのこの 2 つのバランス。 
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▼ 30～34 歳 

【男性】 

○豊かな自然 4 件 

○パウダースノー。 

○スキー。 

○若い人の起業の多さ。 

○自然の多さ。 

○アウトドア。 

○じゃがいもがおいしい。 

○外国人との多文化共生。 

○羊蹄山を一望する上では、一番のビューポイント。スキーではない（ニセコ町）。 

○個人のお店に力があると思います（親の代からだが子供も勉強して継いでいる）。 

○大自然、アウトドアが身近でできる。 

○夏・冬共にアウトドアリゾート。 

○山。 

○世界トップクラスのスキーリゾート・雪質。 

○ヒラフ地区のリゾート地。 

○パウダースノー、外国人が多く住んでいます。 

 

【女性】 

○豊かな自然 6 件 

○パウダースノー 5 件 

○羊蹄山のある生活（絶景です）。 

○人。 

○豊かな自然があり、それを利用して楽しめる所。 

○野菜がおいしい。 

○迫力のある羊蹄山。 

○いもがおいしい。 

○自然は豊かですよね。でもアクティビティーもスキーも、ニセコのイメージが強すぎ…残念。 

○都会すぎず田舎すぎない住みやすい町。 

○食べ物がとってもおいしい。 

○羊蹄山。 

○自然・・・羊蹄山や雪、自然と遊ぶレジャーがあるから。 

○外国人との多文化共生。 

○外国人が多いこと。困ることもあるけれど、外国の習慣を知るきっかけになったり、英語を勉

強してみるきっかけになる。 

○人が優しい！おいしいソフトクリーム、ジェラートがある。 

○ニセコブランド。←ですが、その自慢をムダにしているというか、うまく活かせてないという

か、もっともっと自慢していいように思います。 

○パンとおそばのおいしさ（→水のおいしさ）。 

○パウダースノー。外国みたいな日本。 
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○自然はすばらしいと思う。 

○水・農作物がおいしい。雪質。若い人もお年よりもいる。 

○羊蹄山、水が美味しい。 

 

▼ 35～39 歳 

【男性】 

○パウダースノー 2 件 

○羊蹄山と豊かな水。 

○豊かな自然。雪。外国人との多文化共生。海外のリゾートに負けないスキー場（？）（後もう

少し？）。 

○豊かな自然→倶知安だけではないので自慢にならない。パウダースノー→大して軽くない。外

国人との多文化共生→多文化共生ってただ外国人が住んでるだけとしか思えない（もっと多文

化共生と言えるような交流できるイベントを考えては？）もし、何かイベントをすでにやって

いるとしたら…いつ？どこで？まったく知らない。子育てしやすい町→子供居ないから分から

ない。 

○回収した牛乳パック等から良質パルプ 100%利用して、コアレスやティッシュを作る道栄紙

業が有る。道内唯一のじゃが芋でん粉から作るオブラートを作る、伊井化学が有る。 

○豊かな自然。パウダースノー。 

○スキー場（ニセコヒラフ）。 

○多すぎる雪。羊蹄山。 

○自然が多く、世界にほこれるスキー場。 

○世界の NISEKO。 

○スキー施設。 

○四季折々の豊かな自然が楽しめる。 

○観光地。 

○水がおいしい。近くにすぐ自然を楽しめる場所がある。外国人が身近にいて文化を知ることが

できる。 

○豊かな自然（有名な山に囲まれている）。 

○訪れる、また、住んだときにはじめて実感できる魅力。例に挙がっている項目は当然として、

受け入れるふところの大きさ。 

○登山。 

○羊蹄山。 

○雪質。おいしい水。 

 

【女性】 

○自然 3 件 

○パウダースノー 3 件 

○豊かな自然もあるけど。いなか臭くないところ。 

○ウィンタースポーツ。 

○除雪。 

○スキー場が近い。雪質が良い。 

○豊かな自然と町民みんなで参加するイベントが多い所。スポーツが盛んな町。 

○じゃがいも。 
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○雪の多さ。 

○スキー場が近い。外国人とふれあう機会が多い。 

○異国文化にふれやすい。 

○水がいい。後志地方としては買い物の不自由さがない。 

○自然、山。 

○外国人との多文化共生。 

○すばらしい自然と色々な人々が混ざりあって住んでる所。 

○水がキレイで外国人のおかげで憧れのリゾート地。 

○除雪の技術。 

○羊蹄山、ニセコ連峰、じゃがいも。 

 

▼年齢未回答 

【女性】 

○自然。 
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問 33 その他に、倶知安町の魅力として今後、新たに広く町外にＰＲしていくべきものは何だと思い

ますか。（ご自由に記入してください） 

 

▼ 高校生 

【男性】 

○雪 9 件 

○じゃがいも 5 件 

○新幹線 2 件 

○スキー 2 件 

○自然が多いこと 2 件 

○ヒラフは倶知安 2 件 

○羊蹄山 2 件 

○都市化してから考えましょう。なんか豊かな自然だとか雪とかスキーとか、もういいかげん飽

きたわ！！正直いって今の倶知安はつまんない。これは若者が誰しも思ってること。 

○特に旭ヶ丘を中心に自然。 

○外国人たくさんいる。 

○自然と山が美しい。 

○土地が余ってます（PR）。 

○倶知安町全体で、町外への販売会を企画したりなど。 

○外国人との交流。 

○農業。 

○世界的に有名なスキー場があり、外国人の観光客が多い町。 

○今のままでいいと思う。 

○ネイティブトラウト。 

○どんぐり公園。 

○自衛隊。 

○町の住みやすさ。 

○倶知安農業高校の活動が盛ん。 

○良い人ばっかり。 

○ヒラフがあるので冬のスポーツの特徴的なスキー・スノーボードを呼びかけてみてもいいと思う。 

 

【女性】 

○ヒラフスキー場 10 件 

○じゃがいも 5 件 

○自然が多い 4 件 

○雪 3 件 

○自然の豊かさ 2 件 

○豪雪うどん 2 件 

○外国からの観光客が多いこと。 

○今のままでも全然良いと思うけど、もっと倶知安町の良い所をたくさん見つけていくこと。 

○モンテバー。ぽてぷりん。NAC。 
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○外国人がたくさん来る。 

○雪の町というくらいなのだからもっと雪やスキーを PR すべき。スキーといったら「ニセコ」

みたいになっている人も多いと思う。 

○羊蹄山。 

○国境を問わず、色々な人達が倶知安に住んでいてくれること。ヒラフは倶知安のエリアだとい

うこと。 

○食べ物。 

○英語できたら就職しやすい。 

○色んな所と連携し、倶知安町の PR をしていくべき。 

○水がおいしい。 

○郷土料理。 

 

▼ 19 歳以下 

【男性】 

○パウダースノー 3 件 

○地元の農産物。自然と古い町並み。 

○今の所思いつかない。 

○農業 

 

【女性】 

○4 面のソフトボール場があるところです。この球場はグラウンド状況がとてもよく、晴れてい

るときは何も障害物がないので羊蹄山がとてもきれいに見えるので競技をしている時の癒し

の 1 つにもなります。町から少し遠いですが、空気がとてもよく朝行くとすごい清々しいです。 

○雪の質。スノーパウダー、ニセコスキー場があること。 

○スキーをもっと PR すべきだと思います。札幌の友達には、ニセコは知ってるが倶知安は知ら

ないという人もたくさんいるんで。 

○倶知安はいろんなお店があって、割となんでも揃います。なので住みやすいと思う！！ 

○「雪といも」でも外国人に来てほしくないです。日本人の人たちにたくさん来てほしいです。 

○夜空がとてもきれいです。 

 

▼ 20～24 歳 

【男性】 

○名所（羊蹄山）、名物（えぞふじ納豆）。 

○冬（パウダースノー）だけではなく、夏の避暑地等として、全国にアピールしていくと良いか

と…。 

○倶知安町の名前。「ニセコ町のとなり」と説明してやっと大体の場所がつかめる程度の知名度

なので。 

○世界リゾートと認められたヒラフ地区（パウダースノーなど）。 

○北海道新幹線の開通。 

○魅力をつくる。 
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【女性】 

○野菜をはじめとし、飲食店が充実しており、どこのお店も美味しい。 

○スキー場（ニセコの雪質）は外国にも十分通用する、自慢できる魅力だと思いますが、夏は何

があるのかと言われてもピンと思いつかず…それに、交通の便がイマイチ悪い…。通年通して

観光客が来やすい町をつくるべき。 

○ソフトボール球場、スキー場を大々的にもっともっとアピールすべき。 

○外国人が沢山いるので、どうして倶知安町に来たのか詳しく調査し、その中で気付かなかった

よい所を町外へ PR していく。 

○生活に必要なものが揃えられる店が近場にあり、自然が豊かで広々とした家が持てる、新居を

かまえたり、老後の生活を考えている人々を対象に PR を行なえば良いと思う。 

○冬だけではなく、夏も観光客で活気あふれるように、食やスポーツなど夏でも楽しめるものを

PR していくべき。 

○豊かな自然だと思う。外国人などによりコテージなどの建設が進んでいるが、自然や風景がこ

われてしまっているように感じる。 

○スキー、スノーボードができる充実さ。アウトドアが楽しめる。 

○ひらふという観光名所をもっとアピールしていくべきだと思う。 

 

▼ 25～29 歳 

【男性】 

○スキー場。 

○じゃがいも、雪、スキー、新幹線等。 

○夏場はバイクツーリング等も多いので、イベント等を企画してみるのは？皆通り過ぎてる気が

する。 

○北海道トップクラスの積雪深で雪では簡単にマヒしない、雪に強い町。 

○子供にとって豊かな自然がある事をもっと PR するべきだと思う。 

○直売所の多さ。 

○自然溢れる中でのびのびと子供が過ごせる町。 

○山に囲まれている、海も近い、札幌が近い、外国人が多い、スーパー等が充実している。 

○パウダースノーやウィンタースポーツ以外にも、他の季節でこんなことが出来る、場所がある

というのをもっと強くアピールした方が、スポーツに興味ない人でもどんな町かわかるような

気がします。 

○夏にも人を集められる様な事を探すべき。 

○観光。 

○住みやすい町という PR。 

○町産の農産物。 

 

【女性】 

○異文化交流しやすいとことか。 

○じゃがいも。自然。 

○夏。 

○温泉。 

○豊かな自然が身近にあり、住む働く学ぶ場所がコンパクトにまとまっている点。外国人との多

文化共生も PR すべき点だと思う。 
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○自然の多さ。 

○冬はスキー、夏の魅力も知ってもらえるようにする。ラフティング・羊蹄山・自然。修学旅行

で来てまた来たいと思ってもらえるように、若い人にも町のことを知ってもらい、興味を持っ

てもらえるようにする。 

○新幹線の開通、市民、観光客、人に優しい町。 

○海外からの移住者にとって、もっと住みやすい町になって欲しいです。市街地で英語標記され

ているのは、スーパーと道路標識くらい。広告や広報、その他の町内のちょっとしたものにも

英語標記が欲しいです。将来スーパーにも外国人の店員さんが現れるようになったらいいなと

思います。そしてヒラフは日本語標記を増やすべき！！PR じゃ「外国人と真に共生する町・

倶知安町！」。 

○羊蹄山登山、JR の駅があるので鉄道を利用した場合のアクセスの利便性、夏季シーズンのア

クティビティの豊富さ。 

 

▼ 30～34 歳 

【男性】 

○新幹線。 

○やっぱり、冬のイベントなど魅力だと思うので、町外からよりいっそうお客さんに来てもらい

たい。 

○倶知安のアレ美味しいよね、と言ってもらえるような特産ジャガイモを使った食べ物。芋その

ものでは物足りません。 

○じゃが芋。 

○話題性がない。合併するとか飛行場が出来るとかそういう話はないのでしょうか（わからない）。 

○多分個人で経営されている方はもうすでにどんどん PR されていると思います。町で何か企画

し、PR されると良いと思います。 

○外国人との多文化共生。 

○スキーや夏場のラフティングなど、レジャー環境があること。北海道新幹線開通により、札幌

まで通勤圏内となり得ること。 

○駅前の飲み屋街が充実していること。なぜか焼き鳥がおいしい店が多いこと。なぜか寿司がお

いしい店が多いこと。 

○じゃが太くんを全国的に広める。 

○農作物がおいしいのも魅力の 1 つで、最近は外国人観光客も多く、ヒラフは日本なのに外国に

来たような気持ちになれるのも魅力ではないかと思う。 

○スキー場、観光地としての向上。 

○夏のリゾート地としての魅力を PR したほうが良いと思う。 

○世界を誇るリゾート地になりつつある、今後新幹線も到着する町であること。 

 

【女性】 

○倶知安農業高校の農高の店すごく良かったです。もっとアピールしていいと思います。エコガ

レージも毎週利用しています。エコな町として PR していいと思います。 

○地震であまり揺れない。（体感する地震がほとんどない気がします。）除雪が丁寧。 

○羊蹄山がキレイ。水がおいしい。 

○ニセコ町にうばわれてしまってる感が…。予算があれば改善できる点は多々あるのかもしれま

せんが…。国会議員数を減らしてその分の予算欲しいですよね。今の段階でコレと言ったモノ

が無い気がします。子ども、高齢者に特化した社会を…ですかね。 

○雪の多さ。若者の地域活動への貢献。 
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○観光に来た人が「住みたくなる町」が魅力だと思います。 

○食の安全。自然が豊かで、子どもにとってとても良い環境！空気が澄んでいる。治安が良い。 

○日本にいるけれど、異文化交流が可能、自然環境の中での生活、豊富な食文化。 

○新幹線が停まることも PR していくことは良いが…商店街がもっと活性化した方が良いと思う。 

○水がおいしいから、食べ物がおいしい。 

○外国みたいな日本。 

 

▼ 35～39 歳 

【男性】 

○豊かな自然 2 件 

○冬期間多くの外国の人達と一緒になり、どこへ行きますかと聞くと、ニセコと言いますが、皆

さん、倶知安で降ります。ニセコが知名度有りますが、倶知安町も知ってほしいです。 

○夏と冬の特色をアピールして年間通じてよい場所を PR すべき。 

○何かと不便は多いが超静かな街。 

○農産物とスキー場（ひらふは倶知安町だと）。 

○世界的リゾート。 

○冬以外の魅力を発信。農業（体験や実際に作られている農産物の紹介）。国際的な町の魅力（外

国の方にレポートしてもらうのも良いかと）。 

○コンドミニアム。 

○（転入して気づいたことです）①お菓子屋さんが多い→連携して砂川みたいに盛り上げていく

べき。お菓子屋さん MAP 作り、ケーキコンテスト開催など。②除雪サービスがすばらしい→

エリアにもよるが、すぐ持っていってくれる。こんな細やかなところ道内全国他にはない。③

リアに関連するが）雪がほんとの春先になるまで一切汚れない。毎日降るのでいつもきれい→

札幌・旭川は交通量が多く、車道の雪がすぐ汚くなるので観光客に見せたくないと思っていた。

倶知安はずーっときれいな景色を楽しめる。 

○アウトドアスポーツが多彩に経験できる。キャンプ場も欲しい（景色が良いので）。 

○冬の魅力は十分に伝わっている。一方で、冬に対する不安感（積雪の多さと、その生活への影

響）を、緩和できるか。十の面は OK。一の面のフォローを（最終的には、老後の生活の維持

を含めて）。 

○ランニングの練習場、アップダウンがあり走っていて美しい自然が目にうつる。ただし歩道が

整備されていないので、倶～京極、倶～ニセコくらいまでは全線広めの歩道を整備してほしい。 

○夏の暑さがそれほど厳しくないと感じる。（自宅旭川は激暑）。それを PR すれば良いと思う。 

 

【女性】 

○じゃがいも料理とじゃがいも豆知識とじゃがいも B 級グルメ。（フライドポテトを極めるとか。

これだったら、外国人うけもまちがいなし！）私は倶知安にくるまでじゃがいもが特産品の 1

つということを知らなかったです。じゃがいも PR が足りてないと思います。 

○町外というか、道外への PR が必要かと。本州の人は倶知安＝ニセコがつながっていない。ニ

セコは外国人ばかりで日本人が行きにくいイメージが定着しつつある。そのへんのイメージを

変えないといけない。 

○農産物。 

○町に来ない、住まないのは住居が高いことと、情報がほぼこないこと、そこを改善すべき。 

○自然環境を大切にする取り組み（ECO の町）。多文化的環境を利用した教育の充実（国際人の育

つ町）。日本文化・芸術・日本人アーティストなどが住みやすい町。文化・芸術活動を支援。 
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○農作物→倶知安ブランド。 

○農産物→米、じゃがいも。 

○美しい自然と美味しい食材、美しい風景そこに住む色々な地域から集った人々。冬も夏も楽し

めるスポーツがある事。 

○特に思い浮かびません。自然は北海道のどこにでもありますし。水もスキーも、京極、ニセコ

町のものです。外国人も来なくなったら、（MERS のようなもので）この町はどうなってしま

うのでしょうね？ 

○子育てがしやすい町（お金がかからない）。 

○子育てには最高の町！！これを PR できるくらいの町になってほしい。 
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問 34 倶知安町のこれからのまちづくりについて、ご意見等がありましたらお聞かせください。 

 

▼ 高校生 

【男性】 

○新幹線はよ、映画館とかショッピングモール作れ。 

○より大規模な書店があるといいなと考えます。 

○ダイエーの復活。joy の復活。 

○町民に対して金銭面、医療面のサポートがたくさん増えるといい。 

○もっと先のことを考えてがんばってください。 

○マナーの悪さを注意。冬の雪の捨て場、道の悪さ。 

○もっと職種を増やしてほしい！ 

○札幌などのように完全に都市化しなくて良いが、ある程度不便しないように改善してほしい。 

○子供が遊びやすく安全な公園などを増やしてほしいと思います。 

○子供の遊ぶ場所。スーパー増。ゲームセンター。ゼビオ。ゲオ。映画館。 

○いい町にしてください。 

○もっと学生とかの遊ぶ場所がほしい。 

○ディズニーランドが欲しい。スパークスゴーゴーの記念館（西川弁当のうらに）。ジョイの復

活（JOY）、ダイエーも、げんたろうも。 

○雪を利用して、もっとイベントを行うべき。 

○ウォータージャンプ、バグジャンプ、トランポリンなどの施設をつくってほしい。 

○ゼビオ・ミスタードーナツ・スタバを作ってほしいです。 

○遊び場がない。 

○除雪はよ。 

○大型ショッピングモールなどをつくるべきだと思う。 

○パチンコ店を減らしてほしい。学生が遊べるところを増やしてほしい。大きい公園を作ってほ

しい。 

○色々なお店を増やしてほしい。 

○正規労働者と非正規労働者の区別をなくすこと。 

○学生が体を動かせる場所を増やしてほしい。総合体育館の役員に感じの悪い人がいるのでなん

とかしてほしい。パチンコ屋が多いと思う。 

○高速道路がほしい。 

○もっとお店を増やした方がいいと思う。 

○廃校にした学校の再利用。 

 

【女性】 

○高校授業の無償化。冬場の交通整備、除雪、排雪の充実。 

○がんばって下さい。そして、このアンケートの紙とアンケートを入れる紙の大きさがあってい

ません。どうにかした方がいいと思います。気をつけて下さい。 

○子供が遊べる場所を増やしたらどうでしょう。小学生なら公園、中学生や高校生ならゲームセ

ンターやファーストフード店が欲しいと思っています。 

○服などのお店を増やしてほしい。 

○お店を増やしてほしいです。 
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○マクドナルドやミスタードーナツのような飲食店が欲しいです。 

○学生などが立ち寄れる（遊んだりできる）公共施設がほしい。「道の駅」を作った方が良いと

思う。駅前通りの活性化。 

○せっかく外国人が多いのだから、協力してもらって町民の人が英語を話せるようになるべき。

話せるようになることで、色々な学びや発見・楽しみが新たに分かるはずです。 

○もう少し遊ぶ場所をつくったらいいと思う。 

○もっともっと住みやすい町にしていくべき（今以上に）。買物などをできるようにするなど。 

○ヒラフ地区の工事が進み、その土地らしさが失われていくのが不安です。今のままでも十分魅

力的だと思います。 

○大きい本屋が建ったらいいのに。 

○飲食店や、遊ぶ場を増やしてほしい。パチンコ屋が多い。1 ヶ所でいい。子供たちのためにも、

安全な所も増やしてほしい。 

○交通の便がもっとよくなればいいと思う。 

○ファストフード店をつくってほしい。パチンコ屋がムダに多いのでなくして、ショッピングモ

ールがほしい。 

 

▼ 19 歳以下 

【男性】 

○パウダースノーやスキーの町、倶知安をうたっているわりにはあまりスキーに力を入れてない

のでは？外国人は多く来ているようですが、町民に何か利益はあるのでしょうか？ヒラフスキ

ー場も観光重視だと思います。スキー人口は減っています。外人が増えるとお金を落とします

が、迷惑している町民もたくさんいます。 

○住民と協力してより良い町にしていって欲しいです。 

○将来的なビジョンが見えない。新幹線が通るのは良いが、新幹線で町が活気づくと思っている

なら間違っている。倶知安で人が降りると思っているのか疑問。降りる人がいたとしても活気

づくほどの人は現時点では降りない。倶知安が後志の中心にあるのに小樽に差をつけられすぎ

ている。もっとがんばらないと倶知安の存在価値がもっとうすれていくと思う。 

○新幹線には力を入れて欲しい。 

 

【女性】 

○交通の便をもっとよくするとお年寄りの方も色々なところに行ったりすることはできると思

います。 

○豊かな環境においしい作物。 

○若い人が帰ってきたくなるまちづくりをすべきだと思います。都会に比べると交通の面や買い

物をする面で不便に感じることも多いので、大学進学で札幌などに出た人は、そこで就職して

しまうのもしょうがないと感じました。 

○交通の便を良くしてほしい。倶知安にも魅力的なお店があるので小樽や札幌まで行かずに買い

物できるようにもっと多くのお店やイベントを出して駅前通りを賑やかにする。 

○洋服屋さんがほしいです。 

○良い町だと思いますよ！！これからもがんばって下さい。 

○外国人がいすぎて、夜外を歩くのがこわい時がある。あまり外国人に来てほしくない。倶知安

の町は外国人のご機嫌取りばかりしているように見える。同じスキーのまちでも富良野とは全

然違うように見える。 

○木陰、ベンチ、遊歩道、水辺、広い駐車場、ペットと遊べる場所、バスケットゴール等のある

公園を一ヶ所にまとめて作って欲しい。 
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▼ 20～24 歳 

【男性】 

○倶知安の名所、名産品を紹介するビデオを出して下さい。 

○山麓町村と連携して、観光都市・地域として、全体的な魅力 UP。 

○大きなイベントで多くの方を集める事、桜通りを造り多くの方に来てもらう。温泉施設や道の

駅など必要では？ファミレスが有るといいですね！しまむらとか安い服が買える店等が必要

かな？ 

○この町でしか出来ないことがたくさんあると思うし、小樽以上の町にもなると思います。わり

と現状維持でいいと思っている人が多いと思うのでそこをどう変えていくかだと思います。よ

ろしくお願いします。 

○昔のように、倶知安町の食についてあらためて見直し、学校給食の現在をしっかりとしていく

べきだと思う。 

○高速道路の早期実現、楽しみにしています。 

○交通の便を良くし街へ行きやすくする。 

○これからの新幹線の開通に向け、買い物や飲食店を広く拡大していくべきだと思う。あとその

ためにも新幹線の開通をより早めていく。 

○スキーやソフトボール・野球以外のスポーツにももっと力を入れて、援助や PR をして子ども

から大人までいろいろなスポーツを楽しめるようにする。空いてる施設の開放や屋外コートの

設置。もっと子どもに優しく、夢を実現する為のサポート。子どもが楽しく自慢したくなるよ

うな町にする。倶知安町といってもニセコの隣町と言わないとわからないことも多いから「倶

知安」という地名の確立。 

○札幌と言う街から遠いのが凄くネックですが、町としての雰囲気は良く住みづらいということ

もないと思います。きっかけさえあれば、人の集まる場所になれる可能性のある町だと思うの

で、PR 活動など頑張って下さい。 

○娯楽施設をふやしてほしい。 

○ファーストフード店 1 つ欲しい。 

○雪。 

 

【女性】 

○若者向けの服屋さん等の施設。 

○もうちょっと家賃や町民税を安くしてほしい。 

○医療や子育て支援など、福祉に関する政策の充実。 

○買い物できる場所を増やしてほしい。 

○宿泊施設（中心部）及び、民間のアパート（家賃は高すぎない）を増やせると、転入者や出張

で来た人、旅行者は生活しやすいと思う。 

○お祭りを増やすことは出来ませんか？！町がイキイキすると思います。 

○これからの倶知安の町づくりについて、もっと医療に力を入れて下さい。新幹線にも、力を入

れてすすめて下さい。 

○雪かきが毎年大変です。排雪を早めにやって下さい。回数も少なくて雪なげする所がありませ

ん。手伝っていますが、ゴールが見えない日がよくあり困っています。 

○4 月に越してきたが、いまだに街のことがわからない。飲食店とか。 

○がんばってください。 
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▼ 25～29 歳 

【男性】 

○家賃価格を低くしてほしい。 

○とりあえず「倶知安町」を PR してください。「ニセコ」ばかり知名度があがってます。努力

してください。 

○新幹線が通る為、駅周辺の開発をするべきだと思います。 

○町のために頑張っていただきたいと思います。 

○図書館があるとうれしい。公園もあるといい。 

○経済的に生活が厳しいので、土地、家賃を安く提供して欲しいです。 

○スキー場での街コン開催など。町外からも人が集まるイベントの開催等。 

○雪対策。雪にお金がかかりすぎです。転入者の助成より町民にもっと安心して暮らせる町にし

てほしい。 

○現状維持では、状況は悪くなるばかりです。数年前のどこにでもあるスキーリゾートとは全く

状況が異なります。地域に合ったルール、環境にどんどんシフトしていかなければ状況は改善

されません。前福島町長のように、ただ何も考えず、日々を過ごしていたのでは何も変わりま

せん。西江町長は状況を変えてくれると信じています。今日できること、明日にまわさず、今

日やりましょーよ。 

○子育てサポートの充実を図ってほしい。 

○住みはじめたばかりで、まだ町のことをわかっていない。これからいろいろと見えてくると思

うが、一つ思うこと、冬の外国人対応について私は英語を話せるのですが町には話せる日本人

が少ない。この先ヒラフの発展、新幹線などで増える外国人、この先英語が話せる人を外から

雇っていくと地元の人々の仕事がなくなっていくのではと、増えていくであろう外国人にどう

対応していくのか考えていかなくてはと思う。 

○私は今年の 4 月から倶知安町に住み始めたので、町のことは政策も雰囲気も文化もほとんどわ

かりません。生まれも育ちも神奈川県ですが、北海道の自然が好きで北海道に残ることにしま

した。倶知安に来たのはたまたま就職先になったからですね、正直言うと。自然が豊かな場所

は全国的に多々あるので、やはり、活気のある町創りをして魅力にしていくべきだと思います。

抽象的ですが、ごめんなさい。町をあげてのお祭りとかしてみたい。 

○イベント回数を増やす（祭りや天体観測、フリーマーケット）。 

○新幹線の延線を見据えた、新たな観光園づくりや札幌への通勤者の取り込みなど取り組んで欲

しい。多くの人や文化が流れている街だが、これまでの伝統や街並みを生かして倶知安で育っ

た若者が「ふるさと」と感じられる様な街づくりを行って欲しい。 

○空き家情報の HP をもっと見やすくしてほしい。写真多め！！ 

○若者が集まれる場所を作ってほしい。小さな子供が遊べる場所を作ってほしい。 

○色々な所に補助して欲しい。 

○賃貸の家賃が高すぎて、引っ越したいが理想的な住居がない。もっと住みやすい環境があれば

いいと思う。子育て中の奥さんも働きやすい仕事があれば良い。 

○まだ 3 か月しか住んでいませんが、倶知安が好きになりました。長く住んでみたいと思います。

これから新幹線も通る等の明るいニュースもあるので期待しています。 

○通年いる住民に対して家賃が高い。スーパーマーケットが密集していて不便。交通の便。 

○色々な観点から、良さを発見していく必要があると思います。町内の大人、子ども、観光客等、

様々な場所で多くの人から感想を吸い上げてみる事も大切ではないかと思っています。今回の

アンケートはもちろんですが、もっと広げる体験者の意見を集めるサイトの様なものがあると

良いのではないでしょうか。そしてぜひ、我々町民、日本人として活性化させていけたら嬉し

いですね。 
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○ファースト・フード、しまむら、ボーリング場、映画館、厚生病院の常勤医、サツドラ、があ

れば・・・。 

○近隣町など連携強化。 

○土地を安くすれば？ 

○ショッピングモール等充実した施設が必要だと思う。ファーストフード店が必要だと思う。 

 

【女性】 

○倶知安駅付近の活性化が必要だと思います。住民票は倶知安においていますが、仕事の都合上

札幌で過ごすことがほとんどです。倶知安に帰省する度に駅前の商店街でシャッターが閉まっ

ているお店が目につくのが気になります。小さい頃から倶知安で育ちました。もっと活気のあ

る町になると良いと思います。 

○外国の方が多いのもあるので、オーストラリアやその他、倶知安に来ている外国人の出身国の

イベントをやっていく。もっと若い人が外に出られる（町中に）交流イベント、おまつり etc

出していくといいと思う。（←マルシェ（農家さんでも自宅での栽培でも）とか飲み屋さんも

多いので笑い酒のイベントを年に 2 回にするとか（冬はやめてほしい…）夏がいいです…。 

○現在母子家庭であるが、収入に見合った住宅の確保が非常に難しい。町営・道営などの入居選

考を昔のように本当に困っている者を優先にしていただきたい。また、役場内の職員の対応は

とても完璧とは言えない。様々な制度や手当等が人それぞれ理解し、把握していないので何を

相談しに行っても時間がかかりすぎる。それでは町民は誰に伺えば良いのか困り果てる。 

○街に外国人はたくさんいるけど、英語を話せる人が少ないので、まだ町民と外国人の間に隔た

りがあると感じます。もっと交流する機会があったらお互いもっと楽しく暮らせるのになと思

います。 

○飲食店チェーン店を誘致してほしい。農家の嫁を探す婚活を支援して欲しい。夏場のリゾート

地の目玉を作って集客して欲しい。 

○地元住民と、外から移住してきている人お互いが満足できるまちづくりを。若い子達も地元企

業でどんどん活躍できるよう教育環境を充実。全ての世代と交流できるイベント？ 

○1 人暮らしで、1 ルームの部屋をさがしましたが、ほとんどの部屋が 5，6 万の家賃でした。

1 ルームで 5，6 万って高すぎです。家主の人達も高いと思うなら別に入らなくていいよ的な

感じでした。経済的に負担になるので、若い人は長く住みたいとは思いづらいと思います。 

○禁煙のとりくみ：健康にも悪いです。認知症予防のとりくみ（高齢化ですので）←なってから

では遅いです・・・施設なども不足してます。どんどん予防活動（講演・勉強会など）して下

さい。 

○世界のニセコといって大きなことばかりに目を向けていては、いずれ人々は離れていってしま

うでしょう。本当に大切なのはこの地に住んでいる人です。人々が笑顔になるような、人々の

ためのことに全力になって下さい。税金の使い道、よく考えて下さい。何年同じことを続けて

いくのでしょうか？頑張っている人がたくさんいますから、町の今後の姿勢、期待します。 

○もっとインターネットで情報公開すべき！！ 

○学童保育を 6 年生まで利用できる様にしていただきたいです。周りに子供を預ける人がいなく、

短い時間の収入なので仕事をしていますが、町内アパート等の家賃も高くこまっています。 

○住んで 10 ヶ月、まだ良い所がわからないですが、水もキレイで食べ物もおいしくて、とても

良いですが子供たちの遊べる公園が少ないのでまずは子供たちの事が大切だと思います。そう

すれば、母親もストレスなく住めると思います。せっかく自然が多い町なので自然を壊さずの

びのびと遊べる所があるといいのかなと思いました。 

○倶知安町徒歩圏内のお店の充実。観光客が駅近くで半日くらい過ごせるように。今あるお店の

維持＋空き店舗ゼロに。 

○農家がたくさんあるのに、スーパーの野菜は安いと感じた事がない。駅前通りをもっともっと

活性化させるべき。 
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○先行き不透明で不安があります。消費税も上がり、家計は苦しくなる一方です。結婚する気も

ありません。住宅の建て替えや若い世代が住みやすい町づくりをして下さい。年寄りばかりに

かたむく（サービスとか色々…）とどんどん若者は離れると思いますよ。高齢化は大問題だと

わかっていますが…。私も住み続けたいですが、全てが平行線のままなら、数年でこの町を出

る事も考えています。親が心配なので…。地元に帰ります。 

○積極的に活動している人が、基本的に町外の人のイメージが強い。生まれ育った人がもっと自

分の町に誇りを持てるような街になっていってくれると嬉しいです。 

○ファミリーレストランや大型デパートがあればもっと面白いのになぁと思う。 

○主人の仕事の都合で倶知安に来ましたが、借りられる家が少なく家賃も高く家探しがとても大

変でした。空き家は役場で先に押さえられてしまうと聞きましたが…？私は長く住む予定がな

いのでもう良いですが、現状だと人口減少は免れないと思います。もっと転勤族にも優しい街

になってほしいです。 

○町内向けの会報誌等の広報にお金を使いすぎ。あんなに多くの紙を無駄遣いしている事に驚い

た。都市ではありえない。Web に公開するなどすればそれで良いと思う。 

○学生をとりこんで、盛り上げていって欲しい。 

○こどもや老人に優しく、サービスが豊かに。安定したよい職場や住宅があれば、人が来ると思う。 

○ヒラフ地区の活性化や新幹線、高速道路の開通により、これから人の出入りが多くなっていく

と思います。地域住人にも観光客にも、過ごしやすく魅力ある倶知安町になるようなまちづく

りを期待しています。 

○給食をもっと充実させてほしいです。子供に優しい町づくりをお願いします。 

○ファーストフード店、ショッピング施設を充実させてほしい。 

○職場では保育園の預け時間や、小学生の子供の面倒を見るために仕事を休まなければならない

事で困っている人が散見されます。そういった問題を解消するべく取り組みを行って欲しいと

思います。 

○倶知安町の人達は、倶知安をこうしていきたいって言う向上心がすごいあると思います。なの

に町や、役場が追いついてないと言うか、先頭きってほしいのに全然それ以下だと思います。

古い考えは捨てて、お金をあてるところにはあててほしいです。もっと柔軟に！古い考えはや

めてほしいです。 

○外国の方との付き合いをうまくしてほしい。ゴミのルールを守って欲しい。家賃を下げて欲しい。 

○とにかく、地域（市街、ヒラフ、農業地区）の繋がりをもっと強く、深く、仲良くしたいです。

バラバラすぎです。行事も町全体で、やって欲しいです。ヒラフはヒラフの行事、市街は市街

だけで昔からのやり方（祭り、イベント、活動など）まるで別々の町です。人口増加、町の発

展よりも、まず現状の問題点を改善して欲しいです。老朽化したものの改善、産婦人科、小児

科を増やして欲しいです。他の年代からは別の改善を求められると思いますが。 

○地元企業にあまり癒着し過ぎている役場・町議にメス入れが必要ではないだろうか。金の流れ

が偏っていると思われる。この土地に本当に惚れ込んで移住してきた人への支援を強くして欲

しい（移住数年後の町内転居費用の援助、平行して元からの地元住民へも町内転居やリフォー

ムには援助等）。井の中の蛙にならず、移住者、町外の方々、外国人、様々な意見を聞き、新

しいアイデアを取り入れていってほしい。 

 

▼ 30～34 歳 

【男性】 

○じゃがいも。 

○大きな可能性を持った街だと感じています。世界から人が集まる、世界に名をはせる街となる

よう期待をします。 

○飲食店（チェーン店）を増やすべき。 
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○町民の声を聞いて実現できるようにして下さい。 

○B 級グルメ。 

○豪雪地帯の日本、世界都市でうまくやっているところのよいところを日本ナイズすればうまく

いくと思います。 

○お祭り等の行事にもう少し力を入れてほしい（例としては、共和町とか岩内町みたく芸能人や

歌手などを招いて祭りを盛り上げるなど）。比羅夫地区ばかり観光客が集中しているので駅前

の通りをもっと改善して町中にも観光客がたくさん集まる工夫をする。 

○ゲームセンターがほしい。 

○商業施設が郊外へシフトしているが、町の中心をどこに据えるのか明確にしてほしい。 

○まちづくりというか無駄な経費がありすぎ。まず役所の人数が多すぎ！！役場に行ってもあい

さつなし！！「お前何しに来た」的な顔される！それだから「役所の人は」といわれる。いわ

れて当然。だから役所の給料を減らすか人数を減らせばいいと思う。うちらはボーナスなしで

寝ないで働いているのになんでそんな態度をとる奴が昼めし食べて 17 時で帰れてボーナス出

てって思う。ボーナス出さなきゃもっといいまちづくりに経費まわせるんじゃない？役所の人

は頭いいのに何でそこまで頭まわらない？どうせ自分の事しか考えてないんでしょ？ 

○とにかく何をするにも来たばかりの人は情報がなく不便。おそるおそる行ってみる。電話して

みるが億劫。なかなかふみだせない…。店も暗い、パッとしない所が多いのでなおさら。行っ

てみたら、こんな今時のものも置いてあるんだ！人がとっても良くて来て良かったというお店

もあるのに…。基本的に皆さん親身になって話を聞いてくれてびっくり！ 

○家賃が高すぎて 1 人で住めない。 

○雪をもっと活用すべき。 

○都通りの活性化・・・。 

○町役場とかに電話しても、回答が誰かまかせであやふや。例えばですが、そういうところから

倶知安町の信頼やレッテルというものが落ちているのではと思います。 

○ユニクロや西松屋などお店が増えると嬉しい。 

○他の町からここに行きたいと思われる物を作ってほしい。大きな施設（温泉・サウナ・ジム・

食事・マッサージ・広場・お土産・喫茶・ショー等見れたり）。一般の方が何かしたい事を募

集し、企画してみる等（場所の提供）フリマ・バンド・農家の方の企画で何かする。 

○保育所の定員数が少な過ぎて子どもを預けられない。夫婦で共働きしないと生活が厳しいのに

待機児童になったら夫婦で働けない。子育て世代を大事にしないと、結果定住にいたらず都会

に出ようとするし、悪循環になると思う。 

○駅前商店街がさみしいので、若い人や町外からの移住者が出店しやすくする。冬シーズンの外

国人観光客受け入れがヒラフエリアのみに集中。もっと広いエリアを見てもらえるイベントな

どを行う。夏シーズンの集客をもっと多くし、冬と夏の観光収入の差を減らす→夏シーズンの

雇用枠も広がる。 

○現在の保育所は今にも壊れそうなので、3 年後新しくなる事を願っています。 

○地価の上昇を止めて欲しい。 

○倶知安は食べ物もおいしく、他の町にはない飲食店もあり、とても魅力的な町だと思う。来た

人がもう一度来たいと思ってもらえるような場所になってほしいと思う。 

○スケートボードパークが出来ると良いと思います。有料でもよいので。 

○ヒラフ地区での誘致活動を活発にし、そこでかせいだ税収を町づくりに生かす。 

 

【女性】 

○一般の目線で物事を考えて欲しいです。町長をはじめ議員の方は、自分のためじゃなく、町民

のために何が出来るか、「とりあえず…」とかやめてほしいです。今のままじゃ何もかわらな

い。もう少し、本気で良くしようとして下さい。 
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○子どもが生き生きとする町。大規模な公園やアスレチック、室内で遊べる遊具、他町から人が

集まってくる町。 

○倶知安町では農校とのコラボなどでも力をつけてきているように思うが、せっかく育った子ど

もたちが一歩でも上を目指すための教育施設の誘致が必要であると考える。短大や専門学校な

どを開設することで、子どもたちが町外で行くことをとめることもでき、家庭の負担が少しで

も減るように思う。また、若い人たちが衣料品を購入できる場所も少なく、この町で買いたい

と思えない。子ども世帯にとっても 1 つの店で同じ服を買うことに抵抗があり、行事などの際

も遠くまで探しに行くということをよく聞くので、この町で全てがそろうようなまちづくりを

行ってほしい。 

○子育てに関して、環境が整っていないと感じます。周囲の友人からも遊ばせる公園はどんぐり

公園くらいと聞きます。わんぱく広場もさびれたように感じます。特別な遊具は必要ないと思

いますが、家族で訪れたいと思う場所を作ってほしいですね。そして図書館！！倶知安町は遅

れていると感じます。蘭越、ニセコ、黒松内…京極などのように充実した場所を望みます。お

金は生まれない施設ですが子どもの教育にかかせませんよ！！ 

○何か新しい事をスタートさせてもすぐに終わってしまう事が多すぎる。又、公園や河川敷等も作っ

ても、その時ばかりで行き届いた手入れがされず、結局は誰も使用せずもったいない事になってい

ると思う。草っぱらの空き地になっている公園ばかりで、子ども達は遊べない。長期にどう利用す

るかということを考えているのか疑問に思う。どの様なまちにしていきたいのかをイメージできる

物がない。アピールできる所も魅力ある場所・物もたくさんあるのに、本気でアピールしようとし

ているのかどうかわからない。役場の職員なり町民なりが、同じビジョンで動けるように具体的な

テーマの様な物があると、足なみをそろえられると思う。お祭りやイベントをそれぞれが小さくた

くさん行っているが、年に 1 回か 2 回（じゃが祭りとゆきトピア）だけでも良いから町全体（役

場も商工会も町民も）が一つになって、ドーンと他の市町村へアピールできる盛りあがった物をや

ると良いと思う。昔は町民運動会もあり、町のみんなが 1 つの物でワイワイと楽しめる企画もあ

って良かったと思う。また、何の行事に対しても、役場の職員が消極的に感じる。じゃが祭りの踊

りやねぶたもたくさん参加するのは高校生や自衛官で、役場は毎度保育所の先生方と一部の若い職

員ばかりに感じる（他の行事に関しても…）。運営で忙しいのだろうが、町を盛りあげていく意味

でも先頭に立って、町長さんや議員さん、多くの職員が面倒がらずに参加するべきだと思う。それ

を見て町民も盛りあがっていくだろうし、すぐに結果が出なくても長く続けてやってほしい。多少

の使用料がかかっても良いから、一つ一つの施設をきれいに保ってほしい。旭ヶ丘は公園・プール・

パークゴルフ場・キャンプ場・サッカー場もあり、テニスコート・野球場もある。整備してオート

キャンプをしながら周辺で遊びができ、温泉もありなのでファミリーで利用するにはとても場所が

良いのにもったいない。都会からたくさんの利用がみこめる様にすると良いと思う。新しい物ばか

りでなくてもよいので、明るく清潔・安全に保ってほしい。都会と違い子どもに本物を見せたり、

体験させる事が少ない。以前はジャズフェスがあったり、演劇を呼んで見せるサークルがあったり

したので良かった。スポーツや音楽も質の良いものを見せると刺激になり、目標にもなると思う。

スキー場など無料も良いが、ただやみくもにスキーをする他に、お金がかかってもプロの滑りを見

たり、教えてもらったりというのもあると嬉しい。そこから将来の選択肢が増えるきっかけになる

と思う。東陵中の利用も、周りにグラウンドや球場もあるので、しっかりとした設備を整えてスポ

ーツ等合宿のできる所にすると良いと思う。合宿にきた人達に子ども達が教わったりと、交流もで

きる。老人の話ばかりでなく、他にも目を向けてほしい。お金のかかる事ばかりだったり、人手の

かかったりする事ばかりが何を始めるにも問題となって新しい物に進めないと思いますが、受け身

ばかりにならず、はりきって町づくりをしてほしいです。役場のみなさんがはきはき明るいと意見

も話しやすく、面倒な態度をとられると協力したくなくなり、町民も町も活気がなくなります。若

い職員だけでなく上の立場の人ほど明るく積極的に頑張ってほしいです。倶知安が大好きなので、

このままさびれてしまうのはさみしいです。倶知安いいね！！と言われる様な町づくりを期待しま

す。良い機会だったのでたくさん書かせてもらいました。ありがとうございました。頑張って下さ

い！！ 

○ゴミ袋を一人暮らしように 5L とか小さめのを作ってほしい。札幌の様に、燃えるゴミと燃え

ないゴミの袋を同じ物にしてほしい。 
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○老後住むには家賃が高い。 

○新しい町長は子育てに力を入れてくれる様で、大変ありがたい。色々と大変な事もあるかと思

いますが、町民の為がんばって欲しいです。他町村の良い所を集めてイイ町を作って欲しいで

す。安心・安定充実した街になってくれるとイイです。 

○雪かきの大変さを含めた住居環境のアピールが必要。空き土地。家の有効活用。 

○外国人が転売目的で土地代が高くなると、若い子育て世代が家を建てたくても建てれなくなる

ので、対策してほしいです。 

○新保育所が 2018 年開所予定との事で教育施設も大切ですが、まだ幼稚園や保育所に通園し

ていない子供が遊べる公園施設の充実も考えていただきたく思います。昔あったジャブジャブ

池みたいに、子供が思いっきり水遊びできる場所があるといいな。 

○観光客（特に海外からの）の受け入れ体制強化と、近隣の市町村（ニセコ・ルスツ等）との交

通の便をはじめとした連携。外国人が多くても治安が悪くなると PR できなくなるので、法令

やマナー遵守の周知も力を入れて欲しい。 

○駅前通りに流れているジャズがとても大好きです！生活の一部に音楽が溶け込む町はとても

魅力的でオシャレで素敵なのでこれからも続けてほしいし、増えるといいです。 

○若い世代、これからの子供が産まれる世帯を本当に大事にすべき。江戸川区位やって下さい。

町はじじばばのためっぽい。子供かわいそう。図書館とか充実させたり、習いごとできるよう

公民館も新しくすべき。とりあえず、こんなアンケートに税金使ってるのだからしっかり意見

反映させるようおねがいしますよ。 

○お金がないと何もできない。ではなくて、人と人とのつながり、自然などあるものをみつけて、

それを資源だと評価し、工夫するまちづくり。住んでいる人たち自身がおもしろがって楽しん

でいるそんなまち、よそだって来たくなる。人が人を大切にできるあたたかいまちづくりをソ

フト面でしかけてほしい。子供は中学生まで医療費無料、じゃがりん号など素敵なとりくみも

あるし、役場の人は親切な人が多い。←とても大切。5 年東京に住んでもみて倶知安の良さも

見えてきた。冬の路面ヒーティングにつかえないかな？（羊蹄閣の熱エネルギーをもっと積極

的な取組みに期待！）。中高社会科で、戦中強制労働にふれるなどいいところ、悪いところ含

め MADE IN くっちゃんに期待。 

○転勤で倶知安に来ましたが、とても子育てしやすい町だと思います。子供を遊ばせやすい公園

があったり、行きやすい児童センターがあったり、小児科も数か所あったり。ただもう少し体

を動かして遊べる大きな公園があればいいなと思います。アスレチックがあって水遊びが出来

てピクニックも出来る様な。他の町からも来たくなるような所であれば飲食店やスーパーが利

用される機会も多くなるのでは？と思います。 

○雨天時利用可能な屋内型遊具・施設。入園前の子どもを一時的に預けられる施設・事業（母親

の病気や用事、リフレッシュ等、単発短時間）。 

○町として外部からも人を向かえ入れる環境（子育て施設や預かる施設の充実、住宅の賃料支援）

の整備をしていただけると、良いと思います。 

○保育所など開園時間をもっと早くしてほしい。 

○街づくりも必要だが、役場職員の対応の改善も必要だと思う。ちょっと不親切なのと、事務的

すぎる対応。転入・転出・必要な時に行く所なのに必要なものが返ってこなかったり、対応・

接遇がよくないと思う。役所の人って言われるのがよくわかる。例えば、保育所で産前産後に

上の子を預かってくれるとか、一言「こんなのもあるよ。」と教えてくれればいいのに、聞か

ないと教えないとか、情報があるならもっと啓発すべき。チャイルドシート借りに入って子ど

もつれているのわかってるのに窓口手渡しとかありえない。車まで持ちましょうか？の一言が

言えないのか。役場職員は倶知安町の顔じゃないのか？子どもが利用する施設がどれもこれも

古すぎ！！絵本館、保育所、給食センター、支援センター、衛生面安全面からみて、今までど

う思ってきたのか不思議。町営住宅も世帯人数に合わせて、入れるようにした方がよくない

か？2LDK-3LDK に 1 人暮らしとか、家族数人が 2LDK とか、そういう所に疑問はないの

か？妊婦健診のエコーの助成も少なすぎる。 
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○子供と一緒に遊べる室内型の施設があるといいなと思います。わんぱく広場やじゃぶじゃぶ池

も昔のように遊べるようにして欲しいです。 

○日曜日に外食したくても、ほとんどの店が閉まっているのを改善して欲しい。ファーストフー

ド店をおいて欲しい（マクドナルド、ケンタッキー、すき屋、ビックリドンキーなど）。家賃

を少しでも安くして欲しい。新幹線が通るので、駅をきれいに建て直したり、周囲をきれいに

したり、外国人や旅行客へのおもてなしや、お金が町内におちるような体制を考えていくべき

だと思います。 

○役場の雰囲気が悪いので、もう少し親しみやすくしてほしい。相談に行っても、「決まりなの

で」「そう言われても困ります」と言われるという話もよく聞く。それじゃ相談に行くだけム

ダに感じる。用があって窓口まで行っているのに、こちらに気づいていても声かけるまで、ム

シ。ジロジロ見てるのもどうかと思う。 

○新聞の後志欄に各市町村の今日のイベントが書かれていますが、いつも倶知安町だけ予定がな

く載ってないと思います。載っていても子どもの検診等あたり前にあることばかり。町として

何もしたくないんだな…と感じてしまいます。他の市町村は色々やっていますよね。もっと町

民の交流の場を作ったらいかがですか？ぜんぜんやる気を感じられません。もっとまちづくり

を頑張って下さい。 

○ニセコ町と歩み寄ってほしい。ひらふエリアと歩み寄ってほしい。 

○じゃが太くんをもっとプッシュしてほしい。 

○自然が豊かで本当にすばらしい所だと思う。のんびりスローライフを送りたい人には、何の問

題もない町だと思うが、人口を増やし、若い世代に残ってもらうには大規模商業施設は必要だ

し、若い人向けの店や遊び場も必要だと思う。 

○ネットで見ましたが、給食メニューがとても残念ですね。私の地元では考えられないメニュー

の薄さにおどろきました。皿など容器にお金をかけるくらいなら…と思います。財源・人材的

に無理があるのも理解できるところではありますが、子どもにはお腹いっぱい食べてもらいた

いですね。地産地消が実現すればすばらしいメニューになるのかなと思います。 

 

▼ 35～39 歳 

【男性】 

○低コストで生活できるよう、今よりも期待しています。私自身も倶知安町に興味をもっていく

ように努力していきたいと思います。ありがとうございました。字が汚くてごめんなさい。 

○今ある自然を壊さない様に、計画的に整備して欲しい。（特にヒラフ周辺）。 

○このアンケートのお願いに「総合戦略」策定しますと書いてありますが、年齢を限定して無作

為ではなく、町民全員の意見を聞く必要性があるのではないかと思います。人口の 1 割程度の

意見では少ないのでは？ 

○とにかく頑張って下さい。 

○外国人が多く訪れる冬、倶知安駅の階段でスキー、スノーボード、荷物を運ぶのに苦労してい

るのを多く見ます。小樽から倶知安迄の JR ですが、二両しかなくエアポートで降りた、外国

の人達が座れない。一両しか無いのも有る。スキー客で訪れる人数が多い時期だけでも、車両

をせめてもう一両増すとか。駅で荷物を運んでくれるサービスしてくれるとか、不便な駅なの

で、もう少し工夫、サービスが必要。通院のたびに JR を利用してます。遠い外国から来て疲

れているのにと思います。 

○町内の子供達に自然体験をさせる機会が少ないのでは？もっと町内の子たちに向けてのもの

があってもよいと思う。 

○現状町が何をやっているかわからない。 

○新幹線、高速道路の青写真。新幹線開業後の在来線の在り方。冬季スキー場へのアクセス。夏

期の観光 PR。レジャー施設等の積極的な誘致。雪対策、流雪溝の拡充等。 
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○1．水と空気を大切にして欲しい（泊原発の再稼働は町として反対して欲しい）。2．巨大都市

化は避けて欲しい（田舎暮らしの良さもある）。3．今回のようなアンケートは全町民から意見

を聞くべきでは？ 

○助成金、増やしてください。同世代の人間と話しをすると、ニセコは浄化槽の助成が多くてい

いねとか京極もいいよ、とか共和町は潤ってるとか隣町のいいとこばかりが話題になります。

ヒラフの外国人街がそのうちチャイニーズタウンになるのではないかと心配。水道代、一般的

な家賃、ヒラフの飲食店高すぎです。駅の近くに駐車場がなさすぎる。役所の職員の平均的レ

ベルが低すぎる。対応悪い人多いです。 

○パチンコ屋以外の娯楽施設、商店街の充実・活性化。住宅街には行きわたった流雪溝。若者が

増えれば、すべてにおいて循環がよくなると思う。 

○学校跡地を若い世代とシルバー世代が交流できるように活用するのはどうか？核家族化が進

んでいるので、有効な利用方法であると思います。山田地区のエリアマネジメント条例、外国

人所有の建物税収管理。 

○町内には、札幌圏の若者が好きそうなオシャレな店がたくさんあります。札幌に住んでいると

きには、あまり気が付きませんでした。倶知安でそういったお店を起業したい人は多くいると

思われます。そういう人々に経営コンサルティングのような支援があれば、よいのでは？自転

車、自然、スキー、フィッシングガイド養成プログラムなどの取り組みも面白いかも？ 

○公共住宅が古くて住みたいと思えないし、危険。家を持たない人には優しくないところは何と

かしてほしいと思う。 

○山と町が今よりもっと近くなれれば良いと思う（両方 WIN-WIN の関係）。 

○若い世代が安心して住めるようにしてもらいたいと思う（特に住宅事情は最優先）。 

○サイクルレースが増えているので、危険を伴うため、自転車専用道路等の整備（観光客（夏）

増加が見込める）。 

○地元の企業を守るというのは大切かもしれませんが、大きな企業を誘致すると人の流れ、雇用、

経済等色々な面で良い点が沢山あると思います。過疎の進んでいる町はその見極めが甘く若者

がいない、町の中もシャッター商店街になっているのではと思います。町長がかわり、職場や

住む所も増え、これからの世代が住みやすい町になってくれることを期待しております。 

○新幹線アピール。 

○古くから住んでいる、発言力のある人の言うことを聞きすぎなのでは？（駅前商店街など）マ

ックやモスを食べたいし、スタバのコーヒーも飲みたいです。富良野に住んだことがあります

が、まちづくりが上手でした。特にフラノマルシェの作りが観光客目線と地元民目線両方持っ

ていて、みんな集まるいこいの場になっています。一度視察してきて下さい。こういうことへ

の気づきを町内の転勤族（多いのだから）から吸い上げると良いと思います。ずーっと住んで

いる人は良い点も悪い点も気づけません。がんばって下さい。 

○金にものを言わせた福祉の充実はいらない。働いている者に有利なまちづくりをきたいします。 

○話はそれますが、今現在小川原脩美術館のフリマの会場は無料とされていますが今後使用料が

かかるような動きを耳にしましたが、売り上げ金額が 10 円～20 円の少額の人もいます。昼

食代にもならない人もいます。子供達のお店やさんごっこのような楽しみ場から使用料とはい

かがなものかと思います。不用品の交換、リサイクルの場という事で今までどおり無料にして

いただけないでしょうか？ただ一部中には売り上げの多いかた商売？本職の人がいるのも確

かです。使用料は頂いた方がいいと思います。その辺の規制は必要だと思いますが。最初は町

の施設なのでお金はいりませんとの事でしたので現在は天気の良い月はお店、たくさんの子供

達が集まり、芝生の上で遊んだり、おみせ屋さんごっこといろんな楽しみかたがありいいなぁ

と思っていたところに今回の話で参加者が減るのではと思います。本当に 10 円～20 円の売

り上げの人もいます。中には、お昼も食べないで 1 時から 2 時までも頑張っています。使用

料が発生するならそれなりの町側の管理もお願いします。トイレ、雨天時、場所の設定など。

先ほども申したように、一部プロの方もいます。子供の不用品、交換、リサイクルの場所と言

う事で考えていただけないでしょうか？ 
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○羊蹄山ろくとしての PR はもちろん、もう少し広い範囲での町村の連携を。一時的なのか、定

住なのか、視点はさまざまですが、どちらに対しても、まずは訪れてみたいと思える、そして

住んでみたいと思える、取り組みを期待します。ここでも、一の面の不安感を解消することは

重要だと思います。 

 

【女性】 

○観光産業を充実したいなら、電車の本数をふやしては？冬になると狭い車内に寿司づめなのは

キツイ。 

○町のホームページで大家さんの情報を載せているのは問題外だと思います。もっと不動産屋さ

んに住宅情報を流し、町外の人が探しやすくするべきだと思います。物件探しに苦労しました。

また、情報を公開することで競争が生まれ家賃も値下げできることにもつながると思います。 

○地方から来る人が言っていたのが、「遊ぶところがない」「家賃が高い」「雪が多くて家の周り

の除雪が大変」など、結構聞きました。何か参考になればと思います。 

○観光対策も大切だけど、既存の道路等が酷い場所があるので、整備してほしい。 

○住民、町に元気がないように感じる。観光客と高校生（学生）以外に街をあるいている人をみ

ないかも。国道 5 号線沿いのシャッターのしまっている店が多すぎる気がする。私の行きたい

ような cafe とか雑貨屋とか、アウトドアの苦手な人達の観光スポットがわからない。私は、

街の情報を、ブログなどインターネットで探して行ったりすることが多いので、そういった街

の旬の情報を発信している HP をおしえて下さい（いろいろパンフレットは見かけますが）。

できれば、小さい店舗を集約化して、1 カ所にまとめるとか、土日朝市とか、フリマとか雑貨

市とかの臨時イベントを開催するとかしてください。車が無くて、交通手段は徒歩なので、店

がちらばると動けません。 

○年齢・性別・職種様々な人から意見を聞いてはどうか、と。アンケートでも良いし、お宅訪問

でも方法は問わない。町政に消極的=意見が悪い、という状況ではないと思う。 

○町から山へのアクセス等交通手段を増やす。・子供が住みやすい環境作り（公園や放課後遊ぶ

場所を増やす等）。 

○地域の人たちが交流できる、参加しやすいものをつくって頂けるとありがたいです。 

○問 31 とかぶってしまいますが、常に町の中で社会的弱者になりうる人に対する目線を常に持

ち続けて欲しいし、意見を優先的に聞いてほしいと思います。ただ、町民が何かを言ってくる

のを待っているのではなく、積極的に関わるフットワークの軽さを持ってほしいとおもいます。

町民の意見を聞く人が常に町の中を歩き回っているというのもいいかと思います。あと、正直、

町の広報紙が読んでてつまらないです。広報紙が読みやすい、おもしろいというだけでも十分

話題になると思うので、ぜひ検討して欲しいです。アンケートは回答用紙を別に用意していた

だきたかったです。 

○特になし。駅前シャッター通りの開発を望む。観光に力を入れて、行政、町長一体と成りすば

らしい街作りに頑張ってもらいたい。予算の配分、何をやるか、何に重点か、ムダはないか議

員等は充分仕事しているか、もう一度見直しをして下さい。 

○羊蹄山の麓で育った農作物。 

○河川敷の草刈りをもう少しこまめにやってほしい。ウォーキングコースの両サイドはいつも背

丈より高い草が生いしげっていて、怖い。子供とか 1 人で通らせるにはあぶないと思う。変質

者などの心配。 

○多くの外国人が住んでいるので、町民や観光客と外国人が交流できる何かが欲しい。お互いの

国の文化や言語を知り、長くつきあっていけるような仕掛けはできないかと考えることがあり

ます。函館国際民族芸術祭のようなものも面白いと思うし、年に 1 度の大イベントではなくて

も、毎日のように小さなイベントがあってもいい。倶知安は飲み屋街に人は歩いてはいないけ

ど、お店の中に入るととても盛り上がってくる、と聞いたことがあります。その若いエネルギ

ーをまちづくりにつかえないでしょうか。 

○子ども、老人にとって住みやすい町にしてほしいです。 
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○これから新幹線の駅ができるというのに、駅がボロすぎる。荷物の多いスノー客が大きいスー

ツケースを階段で持ち上げているのを見るとかわいそうだ。駅からのメイン通りがシャッター

閉まりすぎ。そして店がボロい。お店を始めると水もれして、泣く泣く閉店する話もたまに聞

く。アーケードにするのはいいが、全体的に建て直したほうがいいと思う。 

○あちこちの道路の整備をしてほしい。ベビーカーで通る時に道路のへこみ、亀裂、段差はあぶ

ないので。 

○もっと農産物、特産物をアピールしたほうが良いと思います。観光スポットがほしい。 

○暮らしやすい町にしていくべき。そのためには住居について町外にもわかりやすく、町の役場

が世話する仕組みをつくったらいいと思う。 

○山田地区と町内の交通の便が悪い。全天候型のスポーツ施設があるといい（体育館ではなく）。

サンスポーツのナイター照明の復活を強く希望する。 

○町でのイベントなどを増やして、町作りに若い世代が気軽に入っていきやすい環境にすると良い。 

○税金、町民税がものすごく高いのに、使い方にものすごく無駄を感じる。お金をかけた旭ヶ丘

の芝桜はひどいのに、三島さん家に頼り過ぎて助成しているのか？コラボして観光客の誘致し

ないのか？議員数・報酬が多すぎないか？もう少し町営住宅など住環境に力を入れないか？元

東陵中を老人アパートにし、高齢者が安心して暮らせる住環境を整えられないか？このアンケ

ートの結果、何が決まったのか報告して欲しい。どうゆうことを発信したら、どのような結果

が得られるのか知りたい。 

○子どもたちを大切にしてください。そのためにも。その親たちを大切にしてください。誇りを

持てる町の為に、議会、町長さんの心ある町民との交流を願います。きちんと話を聞いて下さ

い。文化的設備を（図書館など）。選挙で約束してくださったことを実現してください。 

○子は宝。今の子どもたちの教育に精一杯力を入れてほしい。あと、子どもたちに残すもの残し

てはいけないものをよく考える町であってほしい。住民も含めて、行政ばかりではなくて、住

民もよく考える町であってほしいです。 

 

▼年齢未回答 

【女性】 

○イモ→真狩？スキー→ニセコ・・・水→京極。ゆき？もうちょっと何か、イイ…倶知安特産は

無いですか？ 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出者アンケート 

調査結果 
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1. あなたご自身や、ご家族のことについておたずねします。 
 

問１ あなたの性別について（１つに○） 

「男性」が 55.1%、「女性」が 44.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢について（１つに○） 

「30～34 歳」が 19.5%で最も多く、次いで「40～44 歳」が 17.8%、「45～49 歳」が 16.1%、

「35～39 歳」が 12.7%、「25～29 歳」が 11.0%となっています。 

 

 

  

男性

55.1%

女性

44.1%

無回答

0.8%

ｎ=118

1.7 

9.3 

11.0 

19.5 

12.7 

17.8 

16.1 

7.6 

4.2 

0.0 

0% 10% 20% 30%

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

無回答

ｎ=118
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問３ あなたの職業等について（１つに○、または（  ）に記入） 

「公務員・教職員（常勤）」が 39.8%で最も多く、次いで「会社員・団体職員（常勤）」が 22.9%、

「専業主婦/主夫」が 13.6%、「パート・アルバイト・季節労働などの臨時的な仕事」が 9.3%、「商

業・サービス業」が 5.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.8 

0.0 

22.9 

5.1 

0.8 

39.8 

9.3 

13.6 

3.4 

2.5 

1.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

農林業・畜産業

水産業

会社員・団体職員（常勤）

商業・サービス業

自由業（医師や僧職など）

公務員・教職員（常勤）

パート・アルバイト・季節

労働などの臨時的な仕事

専業主婦/主夫

学生

無職

上記以外の職種

無回答

ｎ=118
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問４ あなたのご家族の構成は次のうちどれですか。（１つに○） 

「二世代（親と子）」が 43.2%で最も多く、次いで「単身（ひとり暮らし）」が 33.1%、「一世代（夫

婦のみ）」が 17.8%、「三世代（親と子と孫）以上」が 2.5%、「その他」が 2.5%となっています。 

「その他」の主な意見 

パートナー/両親と同居 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.1 

17.8 

43.2 

2.5 

0.0 

2.5 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

単身（ひとり暮らし）

一世代（夫婦のみ）

二世代（親と子）

三世代（親と子と孫）以上

兄弟姉妹

その他

無回答

ｎ=118

合計 単身（ひ
とり暮ら
し）

一世代
（夫婦の
み）

二世代
（親と
子）

三世代
（親と子
と孫）以
上

兄弟姉妹 その他 無回答

118 39 21 51 3 0 3 1
100.0% 33.1% 17.8% 43.2% 2.5% 0.0% 2.5% 0.8%

65 23 7 29 3 0 2 1
100.0% 35.4% 10.8% 44.6% 4.6% 0.0% 3.1% 1.5%

52 15 14 22 0 0 1 0
100.0% 28.8% 26.9% 42.3% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0%

2 1 0 1 0 0 0 0
100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 7 1 3 0 0 0 0
100.0% 63.6% 9.1% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 5 2 6 0 0 0 0
100.0% 38.5% 15.4% 46.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

23 6 4 11 1 0 1 0
100.0% 26.1% 17.4% 47.8% 4.3% 0.0% 4.3% 0.0%

15 5 2 7 0 0 1 0
100.0% 33.3% 13.3% 46.7% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0%

21 4 8 9 0 0 0 0
100.0% 19.0% 38.1% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

19 6 2 10 1 0 0 0
100.0% 31.6% 10.5% 52.6% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0%

9 4 2 1 1 0 1 0
100.0% 44.4% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0%

5 1 0 3 0 0 0 1
100.0% 20.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0%

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

25～29歳

30～34歳

問4　家族構成

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳
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問５ お子さんがいらっしゃる場合、次のどれにあてはまりますか。（あてはまるものすべてに○、

または（  ）に記入） 

「就学前」が 21.2%で最も多く、次いで「小学生」が 13.6%、「社会人・アルバイト等」が 7.6%、

「中学生」、「高校生」、「大学・高専・専門学生」が 5.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 「性別」・「年齢別」のクロス集計 

 

  
合計 就学前 小学生 中学生 高校生 大学・高

専・専門
学生

社会人・
アルバイ
ト等

その他 無回答

118 25 16 7 7 7 9 1 68
100.0% 21.2% 13.6% 5.9% 5.9% 5.9% 7.6% 0.8% 57.6%

65 13 9 5 7 6 8 1 31
100.0% 20.0% 13.8% 7.7% 10.8% 9.2% 12.3% 1.5% 47.7%

52 12 7 2 0 1 1 0 36
100.0% 23.1% 13.5% 3.8% 0.0% 1.9% 1.9% 0.0% 69.2%

2 0 0 0 0 0 0 0 2
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

11 0 0 0 0 0 0 1 10
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 90.9%

13 4 0 0 0 0 0 0 9
100.0% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 69.2%

23 11 5 1 0 0 0 0 11
100.0% 47.8% 21.7% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 47.8%

15 6 3 1 0 0 0 0 8
100.0% 40.0% 20.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 53.3%

21 3 6 3 0 0 0 0 12
100.0% 14.3% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 57.1%

19 1 2 2 6 5 5 0 7
100.0% 5.3% 10.5% 10.5% 31.6% 26.3% 26.3% 0.0% 36.8%

9 0 0 0 1 0 2 0 7
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0% 77.8%

5 0 0 0 0 2 2 0 2
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0% 40.0%

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問5　子どもについて

21.2 

13.6 

5.9 

5.9 

5.9 

7.6 

0.8 

57.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就学前

小学生

中学生

高校生

大学・高専・専門学生

社会人・アルバイト等

その他

無回答

ｎ=118
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問６ どちらへ転出されましたか。（市町村名も記入） 

「倶知安町以外の後志管内」が 13.6%、「その他道内」が 78.8%、「その他道外」が 7.6%となって

います。 

「その他道内」の主な意見 

札幌市 39件/恵庭市 5件/旭川市 4件/江別市 2件/帯広市 2件/室蘭市 2件/北広島市 2

件/黒松内/茅部郡森町/喜茂別町/釧路/登別市/函館市/根室市/名寄市/小樽市/利尻郡利尻町/苫小牧

市/新ひだか町/洞爺湖町/江差町/伊達市/千歳市/北見市 などがありました。 

「その他道外」の主な意見 

東京都 4 件/愛知県名古屋市/千葉県船橋市/山梨県都留市/滋賀県 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別、年齢別どちらでみても「その他道内」が最も高くなっています。 

 

 

  

13.6 

78.8 

7.6 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

倶知安町以外の後志管内

その他道内

その他道外

無回答

ｎ=118

合計 倶知安町
以外の後
志管内

その他道
内

その他道
外

無回答

118 16 93 9 0
100.0% 13.6% 78.8% 7.6% 0.0%

65 6 56 3 0
100.0% 9.2% 86.2% 4.6% 0.0%

52 10 36 6 0
100.0% 19.2% 69.2% 11.5% 0.0%

2 0 1 1 0
100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

11 0 9 2 0
100.0% 0.0% 81.8% 18.2% 0.0%

13 4 8 1 0
100.0% 30.8% 61.5% 7.7% 0.0%

23 4 18 1 0
100.0% 17.4% 78.3% 4.3% 0.0%

15 3 10 2 0
100.0% 20.0% 66.7% 13.3% 0.0%

21 2 17 2 0
100.0% 9.5% 81.0% 9.5% 0.0%

19 2 17 0 0
100.0% 10.5% 89.5% 0.0% 0.0%

9 0 9 0 0
100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

5 1 4 0 0
100.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0%

25～29歳

30～34歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

35～39歳

40～44歳

男性

女性

19歳以下

20～24歳

問6　転出先

全体
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問７ 倶知安町でのあなたのお住まいについて（１つに○） 

「社宅・寮」が 40.7%で最も多く、次いで「賃貸のアパート・マンションなど」が 34.7%、「持ち

家の一戸建て」が 11.9%、「賃貸の一戸建て」が 6.8%、「その他」が 3.4%となっています。 

「その他」の主な意見 

町営住宅 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると『男性』は「社宅・寮」が最も高く、『女性』は「賃貸のアパート・マンションなど」

が最も高くなっています。 

年齢別にみると『２5～２9 歳』、『30～34 歳』、『35～39 歳』は「賃貸のアパート・マンションな

ど」が最も高く、『45～49 歳』以上の年代は「社宅・寮」が最も高くなっています。 

 

 

  

11.9 

0.0 

6.8 

34.7 

40.7 

3.4 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持ち家の一戸建て

持ち家の集合住宅（マンションなど）

賃貸の一戸建て

賃貸のアパート・マンションなど

社宅・寮

その他

無回答

ｎ=118

合計 持ち家の
一戸建て

持ち家の
集合住宅
（マン
ションな
ど）

賃貸の一
戸建て

賃貸のア
パート・
マンショ
ンなど

社宅・寮 その他 無回答

118 14 0 8 41 48 4 3
100.0% 11.9% 0.0% 6.8% 34.7% 40.7% 3.4% 2.5%

65 6 0 4 17 34 3 1
100.0% 9.2% 0.0% 6.2% 26.2% 52.3% 4.6% 1.5%

52 8 0 4 24 13 1 2
100.0% 15.4% 0.0% 7.7% 46.2% 25.0% 1.9% 3.8%

2 0 0 2 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 6 0 0 2 3 0 0
100.0% 54.5% 0.0% 0.0% 18.2% 27.3% 0.0% 0.0%

13 1 0 1 7 3 0 1
100.0% 7.7% 0.0% 7.7% 53.8% 23.1% 0.0% 7.7%

23 1 0 1 12 8 1 0
100.0% 4.3% 0.0% 4.3% 52.2% 34.8% 4.3% 0.0%

15 2 0 2 6 4 0 1
100.0% 13.3% 0.0% 13.3% 40.0% 26.7% 0.0% 6.7%

21 0 0 0 9 10 1 1
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 42.9% 47.6% 4.8% 4.8%

19 2 0 2 3 11 1 0
100.0% 10.5% 0.0% 10.5% 15.8% 57.9% 5.3% 0.0%

9 1 0 0 2 6 0 0
100.0% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 66.7% 0.0% 0.0%

5 1 0 0 0 3 1 0
100.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 20.0% 0.0%

問7　倶知安町での住まい

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

55歳以上

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳
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問８ 転出後のあなたのお住まいについて（１つに○） 

「賃貸のアパート・マンションなど」が 39.8%で最も多く、次いで「社宅・寮」が 21.2%、「持ち

家の一戸建て」が 20.3%、「賃貸の一戸建て」が 10.2%、「持ち家の集合住宅（マンションなど）」

が 5.9%となっています。 

「その他」の主な意見 

親と同居/公宅/官舎 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると『男性』は「持ち家の一戸建て」、「社宅・寮」、「賃貸のアパート・マンションなど」に

回答がわかれたのに対し『女性』は半数以上が「賃貸のアパート・マンションなど」で最も高くなっ

ています。 

年齢別にみると『45 歳～49 歳』以上の年代は「持ち家の一戸建て」が最も高いですが、『40 歳～

44 歳』は「賃貸のアパート・マンションなど」と「社宅・寮」が、それ以下の年代は「賃貸のアパ

ート・マンションなど」が最も高くなっています。 

 

 

  

20.3 

5.9 

10.2 

39.8 

21.2 

2.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持ち家の一戸建て

持ち家の集合住宅（マンションなど）

賃貸の一戸建て

賃貸のアパート・マンションなど

社宅・寮

その他

無回答

ｎ=118

合計 持ち家の
一戸建て

持ち家の
集合住宅
（マン
ションな
ど）

賃貸の一
戸建て

賃貸のア
パート・
マンショ
ンなど

社宅・寮 その他 無回答

118 24 7 12 47 25 3 0
100.0% 20.3% 5.9% 10.2% 39.8% 21.2% 2.5% 0.0%

65 16 4 7 19 17 2 0
100.0% 24.6% 6.2% 10.8% 29.2% 26.2% 3.1% 0.0%

52 8 3 5 28 7 1 0
100.0% 15.4% 5.8% 9.6% 53.8% 13.5% 1.9% 0.0%

2 0 0 0 2 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 0 0 1 9 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 9.1% 81.8% 9.1% 0.0% 0.0%

13 0 0 2 8 2 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 15.4% 61.5% 15.4% 7.7% 0.0%

23 6 1 1 10 4 1 0
100.0% 26.1% 4.3% 4.3% 43.5% 17.4% 4.3% 0.0%

15 2 1 2 7 3 0 0
100.0% 13.3% 6.7% 13.3% 46.7% 20.0% 0.0% 0.0%

21 4 2 2 6 7 0 0
100.0% 19.0% 9.5% 9.5% 28.6% 33.3% 0.0% 0.0%

19 6 0 3 4 5 1 0
100.0% 31.6% 0.0% 15.8% 21.1% 26.3% 5.3% 0.0%

9 4 3 0 0 2 0 0
100.0% 44.4% 33.3% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0%

5 2 0 1 1 1 0 0
100.0% 40.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0%

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

問8　転出後の住まい

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳
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問９ 倶知安町での居住年数は、何年でしたか。（居住年数を合わせて、１つに○） 

「１年以上３年未満」が 34.7%で最も多く、次いで「３年以上５年未満」が 24.6%、「５年以上 10

年未満」、「10 年以上 20 年未満」が 14.4%、「１年未満」、「20 年以上」が 5.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると、男女ともに「1 年以上 3 年未満」が最も高くなっています。 

年齢別にみると『20～24 歳』は「10 年以上 20 年未満」が最も高いですが、『25～29 歳』と『30

～34 歳』は「3 年以上 5 年未満」が最も高くなります。また、『40～44 歳』以上の年代は「1 年

以上 3 年未満」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

  

5.9 

34.7 

24.6 

14.4 

14.4 

5.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答

ｎ=118

合計 １年未満 １年以上
３年未満

３年以上
５年未満

５年以上
10年未満

10年以上
20年未満

20年以上 無回答

118 7 41 29 17 17 7 0
100.0% 5.9% 34.7% 24.6% 14.4% 14.4% 5.9% 0.0%

65 2 23 19 12 7 2 0
100.0% 3.1% 35.4% 29.2% 18.5% 10.8% 3.1% 0.0%

52 5 17 10 5 10 5 0
100.0% 9.6% 32.7% 19.2% 9.6% 19.2% 9.6% 0.0%

2 0 0 0 1 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

11 1 2 2 0 5 1 0
100.0% 9.1% 18.2% 18.2% 0.0% 45.5% 9.1% 0.0%

13 1 2 7 0 2 1 0
100.0% 7.7% 15.4% 53.8% 0.0% 15.4% 7.7% 0.0%

23 1 7 7 6 1 1 0
100.0% 4.3% 30.4% 30.4% 26.1% 4.3% 4.3% 0.0%

15 0 3 4 5 2 1 0
100.0% 0.0% 20.0% 26.7% 33.3% 13.3% 6.7% 0.0%

21 3 11 3 2 2 0 0
100.0% 14.3% 52.4% 14.3% 9.5% 9.5% 0.0% 0.0%

19 1 9 4 2 2 1 0
100.0% 5.3% 47.4% 21.1% 10.5% 10.5% 5.3% 0.0%

9 0 5 1 1 2 0 0
100.0% 0.0% 55.6% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0%

5 0 2 1 0 0 2 0
100.0% 0.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0%

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

問9　倶知安町での居住年数
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2. 転出の理由について、おたずねします。 

転出するきっかけは「転勤」が最も多いですが、それ以外では、「転職」、「通勤・通学に便利なよう

に」、「就職」が多くなっています。現在の住まいを決めた理由としても、「通勤・通学の利便性」、「家

賃、土地の価格」、「仕事がある」、「交通の便がよい」、「買い物をする店の多さ、近さ」が多くなってい

ます。 

倶知安町内に希望の職があった場合や、倶知安町内に住みながらも札幌市への通勤が容易になった場

合で、町内に住居を確保することができれば、転出を今よりも抑制できる可能性があると考えられます。 

また、転出先を探す際に、「倶知安町内も探した上で、他市町村に決めた」方が 1 割弱いることがわか

ります。 

 

問 10 転出することになった最も大きなきっかけは何ですか。（１つに○、または（  ）に記入） 

「転勤」が 56.8%で最も多く、次いで「転職」が 14.4%、「その他」が 6.8%、「通勤・通学に便利

なように」が 5.1%、「就職」が 4.2%となっています。 

「親の都合」の主な意見 

父親が入院になり母親が一人になってしまうので などがありました。 

「その他」の主な意見 

夫の転職/除雪・虫、カメムシ/海の近くに住むため/同居する為/家の新築と永住/子供が大きくなり

広い家に越したかったため/条件の良い物件がみつかったので などがありました。 

 

 

  

4.2 

14.4 

56.8 

2.5 

3.4 

0.8 

1.7 

5.1 

0.8 

1.7 

6.8 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就職

転職

転勤

退職

結婚

離婚

住宅の建て替え

通勤・通学に

便利なように

子供の都合

親の都合

その他

無回答

ｎ=118
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問 10 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると『男性』は「転勤」が大部分なのに対し、『女性』は「転勤」のほか「転職」、「結婚」、

「通勤・通学に便利なように」も高くなっています。 

年齢別にみると『25～29 歳』は「転職」、「結婚」が高いですが、『30～34 歳』以上の年代は「転

勤」が最も高くなっています。 

 

  

合計 就職 転職 転勤 退職 結婚 離婚 住宅の建
て替え

通勤・通
学に便利
なように

子供の都
合

親の都合 その他 無回答

118 5 17 67 3 4 1 2 6 1 2 8 2
100.0% 4.2% 14.4% 56.8% 2.5% 3.4% 0.8% 1.7% 5.1% 0.8% 1.7% 6.8% 1.7%

65 4 6 47 1 0 0 0 2 1 0 3 1
100.0% 6.2% 9.2% 72.3% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 3.1% 1.5% 0.0% 4.6% 1.5%

52 1 11 19 2 4 1 2 4 0 2 5 1
100.0% 1.9% 21.2% 36.5% 3.8% 7.7% 1.9% 3.8% 7.7% 0.0% 3.8% 9.6% 1.9%

2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 2 2 2 0 1 0 0 3 0 1 0 0
100.0% 18.2% 18.2% 18.2% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 27.3% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0%

13 1 4 3 1 2 0 0 0 0 0 1 1
100.0% 7.7% 30.8% 23.1% 7.7% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7%

23 2 4 11 0 1 1 1 0 0 0 3 0
100.0% 8.7% 17.4% 47.8% 0.0% 4.3% 4.3% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 13.0% 0.0%

15 0 2 10 0 0 0 0 1 0 0 2 0
100.0% 0.0% 13.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 13.3% 0.0%

21 0 2 16 0 0 0 1 0 1 0 1 0
100.0% 0.0% 9.5% 76.2% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 0.0% 4.8% 0.0% 4.8% 0.0%

19 0 2 15 0 0 0 0 0 0 1 1 0
100.0% 0.0% 10.5% 78.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 5.3% 0.0%

9 0 1 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 11.1% 66.7% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

5 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1
100.0% 0.0% 0.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0%

30～34歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

35～39歳

40～44歳

男性

女性

19歳以下

25～29歳

20～24歳

問10　転出のきっかけ

全体
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問 11 現在のお住まいを決めた主な理由は何ですか。（３つまでに○、または（  ）に記入） 

「転勤」が 42.4%で最も多く、次いで「通勤・通学の利便性」が 22.9%、「家賃、土地の価格」が

18.6%、「仕事がある」が 16.1%、「交通の便がよい」及び「買い物する店の多さ、近さ」が 14.4%

となっています。 

「ほかの理由」の主な意見 

除雪しなくていい/友人の離婚/社宅/ペット飼育可のため/パートナーのアパートがあるから/車庫が

有り、別に駐車場も有ったから/進学/辞職に伴い、実家に戻って来た為/空港に近い/主人の生まれ育

った土地/転出前から決めていた/自宅を持っていたから/実家に近い/近所に兄も居る為 などがあ

りました。 

 

 

  

42.4 

5.9 

14.4 

16.1 

22.9 

3.4 

2.5 

3.4 

18.6 

14.4 

0.8 

0.8 

1.7 

11.0 

11.9 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

転勤

自然環境が豊か

交通の便がよい

仕事がある

通勤・通学の利便性

安全安心な場所

教育・保育サービスの充実度

医療・福祉サービスの充実度

家賃、土地の価格

買い物をする店の多さ、近さ

移住者への助成制度

近所のつきあい、

地域活動の活発さ

まちの知名度

生まれ育った土地、

以前住んでいた

ほかの理由

無回答

ｎ=118
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問 11 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると、男女ともに「転勤」が最も高くなっています。 

年齢別にみると『30～34 歳』以上は「転勤」が最も高く、中でも『45～49 歳』は「通勤・通学

の利便性」も高くなっています。『25～29 歳』は「家賃、土地の価格」が、『20～24 歳』は「買

い物する店の多さ、近さ」と「通勤・通学の利便性」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

  

合計 転勤 自然環境
が豊か

交通の便
がよい

仕事があ
る

通勤・通
学の利便
性

安全安心
な場所

教育・保
育サービ
スの充実
度

医療・福
祉サービ
スの充実
度

118 50 7 17 19 27 4 3 4
100.0% 42.4% 5.9% 14.4% 16.1% 22.9% 3.4% 2.5% 3.4%

65 33 2 12 12 16 2 0 3
100.0% 50.8% 3.1% 18.5% 18.5% 24.6% 3.1% 0.0% 4.6%

52 16 5 5 7 11 2 3 1
100.0% 30.8% 9.6% 9.6% 13.5% 21.2% 3.8% 5.8% 1.9%

2 0 0 0 0 2 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 3 0 0 2 4 2 0 0
100.0% 27.3% 0.0% 0.0% 18.2% 36.4% 18.2% 0.0% 0.0%

13 3 2 2 2 1 1 0 0
100.0% 23.1% 15.4% 15.4% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0%

23 9 2 2 4 4 0 2 1
100.0% 39.1% 8.7% 8.7% 17.4% 17.4% 0.0% 8.7% 4.3%

15 10 0 2 3 3 0 0 1
100.0% 66.7% 0.0% 13.3% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 6.7%

21 12 2 5 2 4 1 1 0
100.0% 57.1% 9.5% 23.8% 9.5% 19.0% 4.8% 4.8% 0.0%

19 7 1 2 1 7 0 0 0
100.0% 36.8% 5.3% 10.5% 5.3% 36.8% 0.0% 0.0% 0.0%

9 5 0 2 4 0 0 0 0
100.0% 55.6% 0.0% 22.2% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

5 1 0 2 1 2 0 0 2
100.0% 20.0% 0.0% 40.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 40.0%

合計 家賃、土
地の価格

買い物を
する店の
多さ、近
さ

移住者へ
の助成制
度

近所のつ
きあい、
地域活動
の活発さ

まちの知
名度

生まれ
育った土
地、以前
住んでい
た

ほかの理
由

無回答

118 22 17 1 1 2 13 14 2
100.0% 18.6% 14.4% 0.8% 0.8% 1.7% 11.0% 11.9% 1.7%

65 10 9 0 0 0 6 8 1
100.0% 15.4% 13.8% 0.0% 0.0% 0.0% 9.2% 12.3% 1.5%

52 12 8 1 1 2 7 6 1
100.0% 23.1% 15.4% 1.9% 1.9% 3.8% 13.5% 11.5% 1.9%

2 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 2 4 0 0 1 1 1 0
100.0% 18.2% 36.4% 0.0% 0.0% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0%

13 4 1 0 1 0 1 1 2
100.0% 30.8% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 7.7% 15.4%

23 4 5 1 0 0 2 1 0
100.0% 17.4% 21.7% 4.3% 0.0% 0.0% 8.7% 4.3% 0.0%

15 2 1 0 0 1 4 3 0
100.0% 13.3% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7% 26.7% 20.0% 0.0%

21 6 3 0 0 0 1 4 0
100.0% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 19.0% 0.0%

19 4 2 0 0 0 2 2 0
100.0% 21.1% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 10.5% 0.0%

9 0 1 0 0 0 1 2 0
100.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0%

5 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

35～39歳

40～44歳

55歳以上

全体

男性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

問11　現在の住まいを決めた理由

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

女性

45～49歳

50～54歳

30～34歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上
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問 12 現在のお住まいを探したときの情報源は何ですか。（３つまでに○、または（  ）に記入） 

「不動産業者」が 33.9%で最も多く、次いで「インターネット」が 23.7%、「社宅・公宅」が 22.0%、

「親族・知人」が 15.3%、「その他」が 8.5%となっています。 

「インターネット 具体的に」の主な意見 

函館不動産連合体・函館不動産ウェブ/住んでた所に入った/グーグル/エイブル/蘭越町 HP/常口・ち

えんなどの仲介業者の HP/イエステーション/SUUMO/不動産業者の HP/いい部屋ネット/住宅情

報サイト/ などがありました。 

「その他 具体的に」の主な意見 

会社が探してくれた/福祉情報/持ち家のため/社宅/現地で見かけた/以前仕事の関係で住んでいた 

などがありました。 

 

  

23.7 

7.6 

4.2 

33.9 

5.9 

0.0 

15.3 

22.0 

8.5 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40%

インターネット

住宅情報誌

住宅展示場

不動産業者

新聞・広告

電車・バス等の車内公告

親族・知人

社宅・公宅

その他

無回答

ｎ=118
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問 12 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 転出に際し、倶知安町内でもお住まいを探されましたか。（１つに○、または（  ）に記

入） 

「仕事や家庭などの都合により、転出先の自治体に住むしかなかった」が 58.5%で最も多く、次い

で「最初から他市町村に住もうと決めていたので、倶知安町内は探さなかった」が 27.1%、「倶知安

町内も探した上で、他市町村に決めた」が 8.5%、「その他」が 3.4%となっています。 

「その他」の主な意見 

転出前に住宅を持っていた/既に持ち家があった/転勤が決まる前に購入したい家があったが、すぐ売

れてしまった/寮生活 などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.5 

27.1 

58.5 

3.4 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

倶知安町内も探した上で、他市町村に決めた

最初から他市町村に住もうと

決めていたので、倶知安町内は探さなかった

仕事や家庭などの都合により、

転出先の自治体に住むしかなかった

その他

無回答

ｎ=118

合計 インター
ネット

住宅情報
誌

住宅展示
場

不動産業
者

新聞・広
告

電車・バ
ス等の車
内公告

親族・知
人

社宅・公
宅

その他 無回答

118 28 9 5 40 7 0 18 26 10 5
100.0% 23.7% 7.6% 4.2% 33.9% 5.9% 0.0% 15.3% 22.0% 8.5% 4.2%

65 15 6 2 20 5 0 8 16 6 3
100.0% 23.1% 9.2% 3.1% 30.8% 7.7% 0.0% 12.3% 24.6% 9.2% 4.6%

52 13 3 3 20 2 0 10 9 4 2
100.0% 25.0% 5.8% 5.8% 38.5% 3.8% 0.0% 19.2% 17.3% 7.7% 3.8%

2 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0
100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 1 2 0 6 0 0 4 1 1 0
100.0% 9.1% 18.2% 0.0% 54.5% 0.0% 0.0% 36.4% 9.1% 9.1% 0.0%

13 1 0 0 5 0 0 2 2 2 2
100.0% 7.7% 0.0% 0.0% 38.5% 0.0% 0.0% 15.4% 15.4% 15.4% 15.4%

23 6 3 2 8 2 0 5 4 1 0
100.0% 26.1% 13.0% 8.7% 34.8% 8.7% 0.0% 21.7% 17.4% 4.3% 0.0%

15 4 0 2 4 0 0 4 3 1 0
100.0% 26.7% 0.0% 13.3% 26.7% 0.0% 0.0% 26.7% 20.0% 6.7% 0.0%

21 8 1 0 5 2 0 0 7 2 1
100.0% 38.1% 4.8% 0.0% 23.8% 9.5% 0.0% 0.0% 33.3% 9.5% 4.8%

19 4 0 0 5 1 0 1 7 2 1
100.0% 21.1% 0.0% 0.0% 26.3% 5.3% 0.0% 5.3% 36.8% 10.5% 5.3%

9 2 2 0 4 1 0 1 2 0 1
100.0% 22.2% 22.2% 0.0% 44.4% 11.1% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 11.1%

5 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0
100.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0%

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

問12　住まい探しの情報源

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳
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問 13 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると、男女ともに「仕事や家庭などの都合により、転出先の自治体に住むしかなかった」が

最も高くなっていますが、『女性』は「最初から他市町村に住もうと決めていたので、倶知安町内は

探さなかった」も『男性』に比べ高くなっています。 

年齢別にみると、ほぼすべての年代で「仕事や家庭などの都合により、転出先の自治体に住むしかなかっ

た」が最も高く、『20～24 歳』、『25～29 歳』、『50～54 歳』は「最初から他市町村に住もうと決め

ていたので、倶知安町内は探さなかった」も高くなっています。 

 

 

 

 

  

合計 倶知安町
内も探し
た上で、
他市町村
に決めた

最初から
他市町村
に住もう
と決めて
いたの
で、倶知
安町内は
探さな
かった

仕事や家
庭などの
都合によ
り、転出
先の自治
体に住む
しかな
かった

その他 無回答

118 10 32 69 4 3
100.0% 8.5% 27.1% 58.5% 3.4% 2.5%

65 5 12 43 4 1
100.0% 7.7% 18.5% 66.2% 6.2% 1.5%

52 5 20 25 0 2
100.0% 9.6% 38.5% 48.1% 0.0% 3.8%

2 0 0 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

11 1 4 5 1 0
100.0% 9.1% 36.4% 45.5% 9.1% 0.0%

13 1 6 4 0 2
100.0% 7.7% 46.2% 30.8% 0.0% 15.4%

23 2 7 14 0 0
100.0% 8.7% 30.4% 60.9% 0.0% 0.0%

15 4 3 8 0 0
100.0% 26.7% 20.0% 53.3% 0.0% 0.0%

21 0 3 18 0 0
100.0% 0.0% 14.3% 85.7% 0.0% 0.0%

19 1 5 12 0 1
100.0% 5.3% 26.3% 63.2% 0.0% 5.3%

9 0 4 4 1 0
100.0% 0.0% 44.4% 44.4% 11.1% 0.0%

5 1 0 2 2 0
100.0% 20.0% 0.0% 40.0% 40.0% 0.0%

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

全体

男性

問13　倶知安内で住まいを探したか

30～34歳

35～39歳
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3. 住みやすさについてうかがいます。  

倶知安町の住みやすかった点については「自然環境」を挙げる方が多く、逆に住みにくかった点とし

ては「家賃、土地の価格」、「交通の便が悪い」、「買い物をする店が少ない・遠い」が多くなっています。

現在の住まいを決めた理由でも「家賃、土地の価格」や「通勤・通学の利便性」は多く挙げられており、

町民アンケートでも多くの方がこれらの点を重視すると回答しています。家賃の高さや交通の利便性は、

転出抑制のための課題になるものと思われます。 

倶知安町の居住者を増やすための施策については、25～29 歳では「転入者が住宅を新築・改善する

際の費用の一部を補助する制度」、「就職・求人情報の提供の充実」に取り組んだら良いとの回答が多く

なっています。30～39 歳では「出産や子育て等に対する各種支援の充実」について多く、40 代以上

では「緊急時にも安心してくらせる医療機関の充実」や「町内の居住可能な空き家を紹介する「空き家

バンク」的な制度の充実」が多くなっています。 

また倶知安町に住みたいかについては、5 割超の方が「住みたいと思う」と回答しています。一度転

出された方からまた戻ってきたいと思われるようなまちづくりを、どのように行っていくかが今後の課

題になると考えられます。 
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問 14 倶知安町が住みやすかったと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「自然環境が豊か」が 69.5%で最も多く、次いで「買い物をする店の多さ、近さ」が 34.7%、「安

全安心な場所」が 26.3%、「通勤・通学の利便性」が 18.6%、「仕事がある」が 16.9%となってい

ます。 

「上記ほかの理由」の主な意見 

特に JR がとても良い/おいしい飲食店/ニセコや温泉が近い/スキー場が近い/夏の自然環境の美しさ

/冬季の除雪体制/行政機関が充実している/農産物が豊富/食べ物がおいしい/町民の人柄/転勤族の

受け入れにも慣れていて、本当に倶知安の人々こそが、倶知安の魅力であると思う/札幌や小樽など

都市部からの近さ/海・山・川への近さ/充実したアウトドア環境/食べ物の美味さ・安さ/住民活動の

活発さ などがありました。 

 

  

69.5 

11.0 

16.9 

18.6 

26.3 

3.4 

4.2 

0.8 

34.7 

0.8 

12.7 

5.1 

9.3 

7.6 

8.5 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自然環境が豊か

交通の便がよい

仕事がある

通勤・通学の利便性

安全安心な場所

教育・保育サービスの充実度

医療・福祉サービスの充実度

家賃、土地の価格

買い物をする店の多さ、近さ

移住者への助成制度

近所のつきあい、地域活動の活発さ

まちの知名度

生まれ育った土地

上記ほかの理由

わからない・特にない

無回答

ｎ=118
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問 14 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると、男女ともに「自然環境が豊か」が最も高くなっています。 

年齢別にみても、すべての年代で「自然環境が豊か」が最も高く、また『20～24 歳』は「生まれ育

った土地」も同様に最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

合計 自然環境
が豊か

交通の便
がよい

仕事があ
る

通勤・通
学の利便
性

安全安心
な場所

教育・保
育サービ
スの充実
度

医療・福
祉サービ
スの充実
度

家賃、土
地の価格

118 82 13 20 22 31 4 5 1
100.0% 69.5% 11.0% 16.9% 18.6% 26.3% 3.4% 4.2% 0.8%

65 47 7 10 12 15 3 5 1
100.0% 72.3% 10.8% 15.4% 18.5% 23.1% 4.6% 7.7% 1.5%

52 34 6 10 9 16 1 0 0
100.0% 65.4% 11.5% 19.2% 17.3% 30.8% 1.9% 0.0% 0.0%

2 2 0 0 1 1 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 7 0 1 1 3 1 0 0
100.0% 63.6% 0.0% 9.1% 9.1% 27.3% 9.1% 0.0% 0.0%

13 9 2 3 1 4 0 0 0
100.0% 69.2% 15.4% 23.1% 7.7% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0%

23 15 2 4 4 6 0 1 0
100.0% 65.2% 8.7% 17.4% 17.4% 26.1% 0.0% 4.3% 0.0%

15 11 2 3 3 4 2 3 0
100.0% 73.3% 13.3% 20.0% 20.0% 26.7% 13.3% 20.0% 0.0%

21 15 2 4 6 5 0 0 0
100.0% 71.4% 9.5% 19.0% 28.6% 23.8% 0.0% 0.0% 0.0%

19 13 3 3 2 6 1 1 1
100.0% 68.4% 15.8% 15.8% 10.5% 31.6% 5.3% 5.3% 5.3%

9 6 2 2 3 2 0 0 0
100.0% 66.7% 22.2% 22.2% 33.3% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0%

5 4 0 0 1 0 0 0 0
100.0% 80.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 買い物を
する店の
多さ、近
さ

移住者へ
の助成制
度

近所のつ
きあい、
地域活動
の活発さ

まちの知
名度

生まれ
育った土
地

上記ほか
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

118 41 1 15 6 11 9 10 1
100.0% 34.7% 0.8% 12.7% 5.1% 9.3% 7.6% 8.5% 0.8%

65 20 0 9 4 3 7 7 0
100.0% 30.8% 0.0% 13.8% 6.2% 4.6% 10.8% 10.8% 0.0%

52 21 1 5 2 8 2 3 1
100.0% 40.4% 1.9% 9.6% 3.8% 15.4% 3.8% 5.8% 1.9%

2 1 0 0 1 1 0 0 0
100.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 3 0 2 0 7 0 0 0
100.0% 27.3% 0.0% 18.2% 0.0% 63.6% 0.0% 0.0% 0.0%

13 5 0 1 0 1 2 0 1
100.0% 38.5% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 15.4% 0.0% 7.7%

23 6 0 3 1 1 0 2 0
100.0% 26.1% 0.0% 13.0% 4.3% 4.3% 0.0% 8.7% 0.0%

15 8 0 4 1 1 2 1 0
100.0% 53.3% 0.0% 26.7% 6.7% 6.7% 13.3% 6.7% 0.0%

21 8 1 1 1 0 2 2 0
100.0% 38.1% 4.8% 4.8% 4.8% 0.0% 9.5% 9.5% 0.0%

19 5 0 3 1 0 0 3 0
100.0% 26.3% 0.0% 15.8% 5.3% 0.0% 0.0% 15.8% 0.0%

9 2 0 1 0 0 2 2 0
100.0% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 22.2% 0.0%

5 3 0 0 1 0 1 0 0
100.0% 60.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

35～39歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

40～44歳

全体

問14　住みやすかった点

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上
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問 14 「転出先」とのクロス集計 

転出先別にみると『倶知安町以外の後志管内』は「買い物をする店の多さ」が最も高く、『その他道

内』、『その他道外』は「自然環境が豊か」が最も高くなっています。 

 

 

 

  

合計 自然環境
が豊か

交通の便
がよい

仕事があ
る

通勤・通
学の利便
性

安全安心
な場所

教育・保
育サービ
スの充実
度

医療・福
祉サービ
スの充実
度

家賃、土
地の価格

118 82 13 20 22 31 4 5 1
100.0% 69.5% 11.0% 16.9% 18.6% 26.3% 3.4% 4.2% 0.8%

16 5 7 4 2 0 0 0 0
100.0% 31.3% 43.8% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

93 70 6 15 19 26 4 5 1
100.0% 75.3% 6.5% 16.1% 20.4% 28.0% 4.3% 5.4% 1.1%

9 7 0 1 1 5 0 0 0
100.0% 77.8% 0.0% 11.1% 11.1% 55.6% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 買い物を
する店の
多さ、近
さ

移住者へ
の助成制
度

近所のつ
きあい、
地域活動
の活発さ

まちの知
名度

生まれ
育った土
地

上記ほか
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

118 41 1 15 6 11 9 10 1
100.0% 34.7% 0.8% 12.7% 5.1% 9.3% 7.6% 8.5% 0.8%

16 14 0 2 1 1 0 0 0
100.0% 87.5% 0.0% 12.5% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0%

93 25 1 11 4 9 9 9 0
100.0% 26.9% 1.1% 11.8% 4.3% 9.7% 9.7% 9.7% 0.0%

9 2 0 2 1 1 0 1 1
100.0% 22.2% 0.0% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% 11.1% 11.1%

全体

倶知安町以外の
後志管内
その他道内

その他道外

　
転
出
先

問14　住みやすかった点

全体

倶知安町以外の
後志管内
その他道内

その他道外
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問 14 「倶知安町での居住年数」とのクロス集計 

居住年数別にみると、全体を通して「自然環境が豊か」が高いですが、『1 年未満』と『20 年以上』

は「買い物をする店の多さ、近さ」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

  

合計 自然環境
が豊か

交通の便
がよい

仕事があ
る

通勤・通
学の利便
性

安全安心
な場所

教育・保
育サービ
スの充実
度

医療・福
祉サービ
スの充実
度

家賃、土
地の価格

118 82 13 20 22 31 4 5 1
100.0% 69.5% 11.0% 16.9% 18.6% 26.3% 3.4% 4.2% 0.8%

7 3 1 2 2 2 0 0 0
100.0% 42.9% 14.3% 28.6% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0%

41 30 3 7 10 13 2 1 0
100.0% 73.2% 7.3% 17.1% 24.4% 31.7% 4.9% 2.4% 0.0%

29 20 2 4 2 9 0 1 0
100.0% 69.0% 6.9% 13.8% 6.9% 31.0% 0.0% 3.4% 0.0%

17 11 1 5 4 2 1 2 0
100.0% 64.7% 5.9% 29.4% 23.5% 11.8% 5.9% 11.8% 0.0%

17 14 4 1 3 5 1 1 1
100.0% 82.4% 23.5% 5.9% 17.6% 29.4% 5.9% 5.9% 5.9%

7 4 2 1 1 0 0 0 0
100.0% 57.1% 28.6% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 買い物を
する店の
多さ、近
さ

移住者へ
の助成制
度

近所のつ
きあい、
地域活動
の活発さ

まちの知
名度

生まれ
育った土
地

上記ほか
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

118 41 1 15 6 11 9 10 1
100.0% 34.7% 0.8% 12.7% 5.1% 9.3% 7.6% 8.5% 0.8%

7 4 0 0 0 0 0 1 0
100.0% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0%

41 11 1 5 3 1 4 4 0
100.0% 26.8% 2.4% 12.2% 7.3% 2.4% 9.8% 9.8% 0.0%

29 11 0 4 1 0 4 3 0
100.0% 37.9% 0.0% 13.8% 3.4% 0.0% 13.8% 10.3% 0.0%

17 6 0 1 1 0 0 2 0
100.0% 35.3% 0.0% 5.9% 5.9% 0.0% 0.0% 11.8% 0.0%

17 5 0 4 0 7 1 0 0
100.0% 29.4% 0.0% 23.5% 0.0% 41.2% 5.9% 0.0% 0.0%

7 4 0 1 1 3 0 0 1
100.0% 57.1% 0.0% 14.3% 14.3% 42.9% 0.0% 0.0% 14.3%

倶
知
安
町
で
の
居
住
年
数

問14　住みやすかった点

全体

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

全体

１年未満

１年以上３年未満
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問 15 倶知安町が住みにくかったと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「家賃、土地の価格が高い」が 44.9%で最も多く、次いで「交通の便が悪い」が 39.0%、「買い物

をする店が少ない・遠い」が 29.7%、「医療・福祉サービスが充実していない」が 24.6%、「上記ほ

かの理由」が 16.9%となっています。 

「上記ほかの理由」の主な意見 

町内のバスは利便性が高いが、周辺の町との行き来が大変だと思った/ペットを飼える物件がなかっ

た/古くからいる住人の態度/虫が多すぎる/海が遠いこと/物価が高く感じる/近所の地元住人/高齢

者・店の店員の質が悪い/タクシーの営業時間がみじかい/主要都市への移動が峠越え/一時保育がな

い/除雪の大変さ/雪が多い/道銀（ATM も）がない/スキー場近くのバスの路上駐車/観光客の信号無

視・飛び出し/極寒/身内が近くに居ない などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.8 

39.0 

11.0 

4.2 

6.8 

13.6 

24.6 

44.9 

29.7 

6.8 

11.0 

1.7 

5.1 

16.9 

11.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然環境が豊かでない

交通の便が悪い

仕事がない

通勤・通学がしにくい

安全安心と感じられない

教育・保育サービスが充実していない

医療・福祉サービスが充実していない

家賃、土地の価格が高い

買い物をする店が少ない・遠い

移住者への助成制度が足りていない

近所のつきあい、地域活動が少ない

まちの知名度が低い

見知らぬ土地

上記ほかの理由

わからない・特にない

無回答

ｎ=118
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問 15 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると「家賃、土地の価格が高い」が男女ともに最も高くなっています。 

年齢別にみるとほとんどの年代で「家賃、土地の価格が高い」が最も高く、『35～39 歳』と『40～

44 歳』をのぞくほかの年代は「交通の便が悪い」も高く、『20～24 歳』、『45～49 歳』は「買い

物をする店が少ない・遠い」も高くなっています。 

 

 

  
合計 自然環境

が豊かで
ない

交通の便
が悪い

仕事がな
い

通勤・通
学がしに
くい

安全安心
と感じら
れない

教育・保
育サービ
スが充実
していな
い

医療・福
祉サービ
スが充実
していな
い

家賃、土
地の価格
が高い

118 1 46 13 5 8 16 29 53
100.0% 0.8% 39.0% 11.0% 4.2% 6.8% 13.6% 24.6% 44.9%

65 1 23 5 2 5 7 16 26
100.0% 1.5% 35.4% 7.7% 3.1% 7.7% 10.8% 24.6% 40.0%

52 0 23 8 3 3 9 13 27
100.0% 0.0% 44.2% 15.4% 5.8% 5.8% 17.3% 25.0% 51.9%

2 0 1 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 0 5 1 2 1 0 1 5
100.0% 0.0% 45.5% 9.1% 18.2% 9.1% 0.0% 9.1% 45.5%

13 1 5 1 0 0 0 1 7
100.0% 7.7% 38.5% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 53.8%

23 0 13 4 1 1 6 8 13
100.0% 0.0% 56.5% 17.4% 4.3% 4.3% 26.1% 34.8% 56.5%

15 0 5 1 0 1 5 5 8
100.0% 0.0% 33.3% 6.7% 0.0% 6.7% 33.3% 33.3% 53.3%

21 0 5 1 1 2 2 4 10
100.0% 0.0% 23.8% 4.8% 4.8% 9.5% 9.5% 19.0% 47.6%

19 0 6 3 1 1 0 4 7
100.0% 0.0% 31.6% 15.8% 5.3% 5.3% 0.0% 21.1% 36.8%

9 0 3 2 0 1 3 2 1
100.0% 0.0% 33.3% 22.2% 0.0% 11.1% 33.3% 22.2% 11.1%

5 0 3 0 0 1 0 4 2
100.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 80.0% 40.0%

合計 買い物を
する店が
少ない・
遠い

移住者へ
の助成制
度が足り
ていない

近所のつ
きあい、
地域活動
が少ない

まちの知
名度が低
い

見知らぬ
土地

上記ほか
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

118 35 8 13 2 6 20 13 3
100.0% 29.7% 6.8% 11.0% 1.7% 5.1% 16.9% 11.0% 2.5%

65 19 4 9 2 3 16 7 2
100.0% 29.2% 6.2% 13.8% 3.1% 4.6% 24.6% 10.8% 3.1%

52 16 4 4 0 3 4 5 1
100.0% 30.8% 7.7% 7.7% 0.0% 5.8% 7.7% 9.6% 1.9%

2 0 0 0 0 0 0 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

11 5 1 1 1 1 1 0 0
100.0% 45.5% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0%

13 4 0 1 0 0 0 2 1
100.0% 30.8% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7%

23 7 3 3 0 1 3 2 1
100.0% 30.4% 13.0% 13.0% 0.0% 4.3% 13.0% 8.7% 4.3%

15 4 1 1 0 1 3 1 0
100.0% 26.7% 6.7% 6.7% 0.0% 6.7% 20.0% 6.7% 0.0%

21 5 0 2 0 2 4 2 1
100.0% 23.8% 0.0% 9.5% 0.0% 9.5% 19.0% 9.5% 4.8%

19 7 2 3 0 1 6 3 0
100.0% 36.8% 10.5% 15.8% 0.0% 5.3% 31.6% 15.8% 0.0%

9 2 1 1 1 0 2 2 0
100.0% 22.2% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0% 22.2% 22.2% 0.0%

5 1 0 1 0 0 1 0 0
100.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

45～49歳

50～54歳

55歳以上

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

問15　住みにくかった点

全体

男性

女性

全体

男性

女性

30～34歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上

19歳以下

20～24歳

25～29歳

35～39歳

40～44歳
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問 15 「転出先」とのクロス集計 

転出先別にみると『倶知安町以外の後志管内』は「家賃、土地の価格が高い」が最も高く、『その他

道内』、『その他道外』は「交通の便が悪い」が最も高くなっています。 

 

 

  

合計 自然環境
が豊かで
ない

交通の便
が悪い

仕事がな
い

通勤・通
学がしに
くい

安全安心
と感じら
れない

教育・保
育サービ
スが充実
していな
い

医療・福
祉サービ
スが充実
していな
い

家賃、土
地の価格
が高い

118 1 46 13 5 8 16 29 53
100.0% 0.8% 39.0% 11.0% 4.2% 6.8% 13.6% 24.6% 44.9%

16 1 0 1 1 1 3 4 14
100.0% 6.3% 0.0% 6.3% 6.3% 6.3% 18.8% 25.0% 87.5%

93 0 39 11 4 7 13 22 37
100.0% 0.0% 41.9% 11.8% 4.3% 7.5% 14.0% 23.7% 39.8%

9 0 7 1 0 0 0 3 2
100.0% 0.0% 77.8% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 22.2%

合計 買い物を
する店が
少ない・
遠い

移住者へ
の助成制
度が足り
ていない

近所のつ
きあい、
地域活動
が少ない

まちの知
名度が低
い

見知らぬ
土地

上記ほか
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

118 35 8 13 2 6 20 13 3
100.0% 29.7% 6.8% 11.0% 1.7% 5.1% 16.9% 11.0% 2.5%

16 0 1 2 0 0 2 1 0
100.0% 0.0% 6.3% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 6.3% 0.0%

93 31 7 11 1 5 17 11 2
100.0% 33.3% 7.5% 11.8% 1.1% 5.4% 18.3% 11.8% 2.2%

9 4 0 0 1 1 1 1 1
100.0% 44.4% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1%

　
転
出
先

全体

倶知安町以外の
後志管内
その他道内

その他道外

問15　住みにくかった点

全体

倶知安町以外の
後志管内
その他道内

その他道外
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問 15 「倶知安町での居住年数」とのクロス集計 

居住年数別にみると『10 年以上 20 年未満』は「交通の便が悪い」、「買い物をする店が少ない・遠

い」が最も高く、『1 年以上 3 年未満』は「交通の便が悪い」、「医療・福祉サービスが充実していな

い」、「買い物をする店が少ない・遠い」も高くなっています。 

 

  

合計 自然環境
が豊かで
ない

交通の便
が悪い

仕事がな
い

通勤・通
学がしに
くい

安全安心
と感じら
れない

教育・保
育サービ
スが充実
していな
い

医療・福
祉サービ
スが充実
していな
い

家賃、土
地の価格
が高い

118 1 46 13 5 8 16 29 53
100.0% 0.8% 39.0% 11.0% 4.2% 6.8% 13.6% 24.6% 44.9%

7 0 3 1 1 2 1 1 4
100.0% 0.0% 42.9% 14.3% 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 57.1%

41 0 14 3 2 2 8 11 12
100.0% 0.0% 34.1% 7.3% 4.9% 4.9% 19.5% 26.8% 29.3%

29 1 13 2 1 1 1 6 15
100.0% 3.4% 44.8% 6.9% 3.4% 3.4% 3.4% 20.7% 51.7%

17 0 6 1 0 1 3 2 10
100.0% 0.0% 35.3% 5.9% 0.0% 5.9% 17.6% 11.8% 58.8%

17 0 9 5 0 1 2 5 9
100.0% 0.0% 52.9% 29.4% 0.0% 5.9% 11.8% 29.4% 52.9%

7 0 1 1 1 1 1 4 3
100.0% 0.0% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 57.1% 42.9%

合計 買い物を
する店が
少ない・
遠い

移住者へ
の助成制
度が足り
ていない

近所のつ
きあい、
地域活動
が少ない

まちの知
名度が低
い

見知らぬ
土地

上記ほか
の理由

わからな
い・特に
ない

無回答

118 35 8 13 2 6 20 13 3
100.0% 29.7% 6.8% 11.0% 1.7% 5.1% 16.9% 11.0% 2.5%

7 1 0 0 0 0 1 2 0
100.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0%

41 14 2 4 1 4 4 6 2
100.0% 34.1% 4.9% 9.8% 2.4% 9.8% 9.8% 14.6% 4.9%

29 6 2 4 1 1 10 0 0
100.0% 20.7% 6.9% 13.8% 3.4% 3.4% 34.5% 0.0% 0.0%

17 6 2 2 0 1 1 3 0
100.0% 35.3% 11.8% 11.8% 0.0% 5.9% 5.9% 17.6% 0.0%

17 7 2 2 0 0 4 1 0
100.0% 41.2% 11.8% 11.8% 0.0% 0.0% 23.5% 5.9% 0.0%

7 1 0 1 0 0 0 1 1
100.0% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3%

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

全体

１年未満

１年以上３年未満

倶
知
安
町
で
の
居
住
年
数

全体

１年未満

１年以上３年未満

問15　住みにくかった点
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問 16 倶知安町の居住者を増やすため、今後どのような移住・定住支援策に取り組んだらいいと思

われますか。（あてはまるものすべてに○、または（  ）に記入） 

「出産や子育て等に対する各種支援の充実」が 42.4%で最も多く、次いで「緊急時にも安心してく

らせる医療機関の充実」が 41.5%、「町内の居住可能な空き家を紹介する「空き家バンク」的な制度

の充実」が 37.3%、「子供たちの教育環境の充実」が 30.5%、「転入者が住宅を新築・改善する際の

費用の一部を補助する制度」「バスなど町内を移動するたのめ交通の利便性の充実」「就職・求人情報

の提供の充実」が 23.7%となっています。 

「倶知安町の特色」の主な意見 

外国人が多いので英語にふれて子供から大人まで使えるようになるといいなと思う/地元産の野菜の

買える直売所の充実 などがありました。 

 

 

  

42.4 

22.0 

37.3 

23.7 

30.5 

41.5 

23.7 

23.7 

13.6 

15.3 

9.3 

7.6 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

出産や子育て等に対する各種支援の充実

高齢者が生きがいをもって元気に

暮らせるような高齢者福祉の充実

町内の居住可能な空き家を

紹介する「空き家バンク」的な制度の充実

転入者が住宅を新築・改善する

際の費用の一部を補助する制度

子供たちの教育環境の充実

緊急時にも安心してくらせる医療機関の充実

バスなど町内を移動するための交通の利便性の充実

就職・求人情報の提供の充実

起業支援の充実

倶知安町の特色の活用

緊急時や地震等に対する防災対策の充実

その他

無回答

ｎ=118
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問 16 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると『男性』は「町内の居住可能な空き家を紹介する「空き家バンク」的な制度の充実」が

最も高くなっていますが、『女性』は「出産や子育て等に対する各種支援の充実」が最も高くなって

います。また、「緊急時にも安心してくらせる医療機関の充実」は男女とも高くなっています。 

年齢別にみると『30～34 歳』や『35～39 歳』など子育て世代を中心に「出産や子育て等に対す

る各種支援の充実」が高い傾向にありますが、『40～44 歳』以上の世代は「町内の居住可能な空き

家を紹介する「空き家バンク」的な制度の充実」が高い傾向にあります。また、「緊急時にも安心し

てくらせる医療機関の充実」は世代を問わず高い傾向にあります。 

 

 

  
合計 出産や子

育て等に
対する各
種支援の
充実

高齢者が
生きがい
をもって
元気に暮
らせるよ
うな高齢
者福祉の
充実

町内の居
住可能な
空き家を
紹介する
「空き家
バンク」
的な制度
の充実

転入者が
住宅を新
築・改善
する際の
費用の一
部を補助
する制度

子供たち
の教育環
境の充実

緊急時に
も安心し
てくらせ
る医療機
関の充実

バスなど
町内を移
動するた
めの交通
の利便性
の充実

就職・求
人情報の
提供の充
実

起業支援
の充実

倶知安町
の特色の
活用

緊急時や
地震等に
対する防
災対策の
充実

その他 無回答

118 50 26 44 28 36 49 28 28 16 18 11 9 9
100.0% 42.4% 22.0% 37.3% 23.7% 30.5% 41.5% 23.7% 23.7% 13.6% 15.3% 9.3% 7.6% 7.6%

65 24 14 27 17 17 26 12 14 11 10 4 7 4
100.0% 36.9% 21.5% 41.5% 26.2% 26.2% 40.0% 18.5% 21.5% 16.9% 15.4% 6.2% 10.8% 6.2%

52 25 12 17 11 18 22 16 13 5 8 7 2 5
100.0% 48.1% 23.1% 32.7% 21.2% 34.6% 42.3% 30.8% 25.0% 9.6% 15.4% 13.5% 3.8% 9.6%

2 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0
100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 6 7 3 2 5 6 5 4 2 2 1 1 0
100.0% 54.5% 63.6% 27.3% 18.2% 45.5% 54.5% 45.5% 36.4% 18.2% 18.2% 9.1% 9.1% 0.0%

13 3 3 4 8 1 4 4 5 4 2 1 1 0
100.0% 23.1% 23.1% 30.8% 61.5% 7.7% 30.8% 30.8% 38.5% 30.8% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0%

23 12 2 7 4 6 10 4 4 1 1 2 0 3
100.0% 52.2% 8.7% 30.4% 17.4% 26.1% 43.5% 17.4% 17.4% 4.3% 4.3% 8.7% 0.0% 13.0%

15 10 4 6 4 6 7 5 4 0 4 2 3 0
100.0% 66.7% 26.7% 40.0% 26.7% 40.0% 46.7% 33.3% 26.7% 0.0% 26.7% 13.3% 20.0% 0.0%

21 8 2 11 4 7 8 3 5 3 2 1 2 3
100.0% 38.1% 9.5% 52.4% 19.0% 33.3% 38.1% 14.3% 23.8% 14.3% 9.5% 4.8% 9.5% 14.3%

19 5 2 6 3 8 9 4 0 3 4 3 1 2
100.0% 26.3% 10.5% 31.6% 15.8% 42.1% 47.4% 21.1% 0.0% 15.8% 21.1% 15.8% 5.3% 10.5%

9 3 3 6 2 2 2 2 3 2 2 1 1 1
100.0% 33.3% 33.3% 66.7% 22.2% 22.2% 22.2% 22.2% 33.3% 22.2% 22.2% 11.1% 11.1% 11.1%

5 2 2 1 1 1 3 1 2 1 0 0 0 0
100.0% 40.0% 40.0% 20.0% 20.0% 20.0% 60.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問16　居住者を増やす取り組み

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上
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問 17 また倶知安町に住みたいと思いますか。（１つに○） 

「住みたいと思う」が 50.8%で最も多く、次いで「わからない」が 35.6%、「住みたいと思わない」

が 13.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 「性別」・「年齢別」とのクロス集計 

性別にみると、男女ともに「住みたいと思う」が最も高くなっています。 

年齢別にみると、ほとんどの世代で「住みたいと思う」が最も高くなっており、『35～39 歳』と『45

～49 歳』は「住みたいと思う」が特に高くなっています。 

 

 

 

 

 

50.8 

13.6 

35.6 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住みたいと思う

住みたいと思わない

わからない

無回答

ｎ=118

合計 住みたい
と思う

住みたい
と思わな
い

わからな
い

無回答

118 60 16 42 0
100.0% 50.8% 13.6% 35.6% 0.0%

65 34 11 20 0
100.0% 52.3% 16.9% 30.8% 0.0%

52 25 5 22 0
100.0% 48.1% 9.6% 42.3% 0.0%

2 1 0 1 0
100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

11 4 1 6 0
100.0% 36.4% 9.1% 54.5% 0.0%

13 7 1 5 0
100.0% 53.8% 7.7% 38.5% 0.0%

23 11 1 11 0
100.0% 47.8% 4.3% 47.8% 0.0%

15 11 3 1 0
100.0% 73.3% 20.0% 6.7% 0.0%

21 10 2 9 0
100.0% 47.6% 9.5% 42.9% 0.0%

19 12 4 3 0
100.0% 63.2% 21.1% 15.8% 0.0%

9 4 3 2 0
100.0% 44.4% 33.3% 22.2% 0.0%

5 0 1 4 0
100.0% 0.0% 20.0% 80.0% 0.0%

問17　倶知安町に住みたいか

30～34歳

35～39歳

全体

男性

女性

19歳以下

20～24歳

25～29歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55歳以上



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出者アンケート 

自由意見 
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問 16 倶知安町の居住者を増やすため、今後どのような移住・定住支援策に取り組んだらいいと

思われますか。 

 

▼ 20～24 歳 

【男性】 

○スキー場周辺のバスの路上駐車（比羅夫坂～四季ニセコ付近）の渋滞がとても迷惑でした。日

中に通行止めを行い除雪をしているのにとても驚きました。家に帰れない＆出れない時が何度

かありましたが、雪の量を考えると、仕方ないことかと納得しています。人生で初めての登山

が羊蹄山でした。景色が良く、また行きたいと思っています。 

【女性】 

○新しい住宅が少ない、家賃が高すぎて 1 人暮らしにはきびしい。車庫又は駐車場付きで 1LDK

の家を増やしてほしい。家賃は 4 万位でなければ誰も住まないと思う！！！本当に改善した方

がいいと思う。 

 

▼ 25～29 歳 

【女性】 

○家賃が非常に高く、住宅手当が支給されていた（職場から）にも関わらず、厳しい現実でした。

小さくて古くても良いので、安い家賃のアパート等が無ければ、若い人は住みづらいと思うの

で、今後そういった点を改善してほしいです。 

○家賃が高く、駐車スペースも少ない。町営住宅になかなか入れない。これらは子供を産んで感

じたことです。同じ様に思ってる人はたくさんいると思います。 

○倶知安町は全体的に人の対応・態度が悪かった。近所付き合いもしたいと思えないくらい…。

コンビニや他のお店の方の態度も悪かったのが印象的です。 

 

▼ 30～34 歳 

【男性】 

○除雪時の車の止め方など、しっかりと地域ごとに管理されていますか？外から来た者に対して

の、地元住民・町内会・ひどいクレームつけたりだとか。あと不動産業がなっていません。ア

パート等の持ち主が倶知安町からはなれている。引っ越し時にトラブルになりましたし、町が

その辺もしっかり管理しないと。 

○転勤族のため、各地を巡ってきましたが、倶知安は都会すぎず田舎すぎず、でも店も揃い、人

との距離感もちょうど良い永住したいと思える町でした。一時期は新築も考えていました。た

だ、冬しか町と札幌や空港へのバスがない。雪が多く若い時はいいが、年をとったときに除雪

がネックとなる、ということから永住はあきらめました。あと、保育園に一時保育がないため、

周囲に親など頼れる者がいない妻は、緊急時子どもを預ける事ができない、ということがとて

も辛かったようです。入院をすすめられても無理して帰宅していました。倶知安は転勤族が多

い町ですよね。転勤族を定住させるには、その家族へのサポート体制を整えることも大事だと

思います。 

○家賃は高いと思います。札幌までのアクセスも悪いので、特に冬は峠を通るのが大変でした。 

皮膚科がないのが困りました。 

○アパートは個人で管理している人が多いと聞いた→借りにくい。仕事ない、汽車数少ない、バ

ス少ない。スーパー野菜鮮度わるい。1 人くらし用のアパート作ってほしい。 

 

 



150 

【女性】 

○（厚生病院でも対応はしてもらいましたが）子どもが小さいので、夜中よく小樽の夜間救急に

行きました。夜間、休日でも対応してくれる病院があるとよかったです。あと、市立の幼稚園、

一時保育、ファミリーサポートなど子どもがいても働きやすい、リフレッシュしやすい等あれ

ばな、と思います。また、アパートの家賃は高い、途中で町営団地に入居できたものの電器温

水器で電気代が本当につらかったです…北電に尋ねましたら、かなり古いタイプのもので、対

応してくれた人も見たことがないと言われました。今は節電できるものが主流のようです。無

理だとは思いますが、灯油かガス（せめて）にとりかえてほしいくらいでした。 

○車がないと生活しにくい環境になじめず大変苦しかった。0 才児保育が町で 7 人受け入れとい

うのにおどろいた。女性が働きながら子育てできる町ではないと感じた。改善して頂きたいです。 

 

▼ 35～39 歳 

【男性】 

○公園が少ない。あっても古くてボロボロ。 

○一時預り制度の充実・育児支援（安価で）。除排雪をどうしたら良いのか、わからない（委託

先の紹介など）。・賃貸情報の集約（アパートをどこで探せば良いかわからない）。 

○一時保育の実施。医療の充実。 

○仕事が他の町であっても、保育園や学童保育の時間に「ゆとり」があったり、待機がないので

あれば、倶知安に住む様になると思う。人口を減らさない為には、若い世代を「捕まえる」「逃

がさない」政策が必要だと思う。 

 

【女性】 

○乳幼児医療を現在の 6 才までではなく、義務教育中まで延ばしてほしい。給食の内容をもっと

充実させてほしい。 

 

▼ 40～44 歳 

【男性】 

○賃貸住宅の低価格（低家賃）だと、他市町村からの就職などに便利なのではないか。 

○倶知安町に転入する際に 1 番困ったのは家探し。とにかく情報が無さ過ぎたのと札幌からの転

入でしたが、家賃相場が高く、高い割に汚かったりボロかったりするのになぜか強気な大家さ

んが多くて感じが悪かったのを覚えてます。転出して気が付いた事が 1 点、倶知安町の冬場の

除雪対応は迅速で、雪の多さに圧倒されつつも快適に過ごせたことです。 

○住みやすさと住んでみたさは根本的に違うことに気付くべき。 

 

【女性】 

○除雪。変な男の人がいる（マックスバリュの近く）。 

○賃貸アパート・マンションの情報を探すのに苦労した。大きな不動産屋が倶知安町の物件を 1

件もおさえていないためと考える。それぞれの大家 5 人以上に電話をかけて情報を集めた。 

○住居について、3 月半ばに転勤が決まったのですが、住む場所が見つからずに困りました。時

期的に、転勤が決まるこの時期は見つかりにくいとは思うのですが、本当に困りました。また、

倶知安やニセコは家賃が高いので、それもなかなか倶知安に住みづらい原因かと思います（特

に家族向けの 3LDK は見つからず、家賃も高いです）。空家バンク等の積極的な活用をすすめ

ていくと良いと思います。 

○環境について、夜遅くまでやっているお店やコンビニが近くにあり、本当に助かりました。生

活環境的には、また是非住みたいと思いますが、持ち家を建ててしまったので…。 
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○保育の環境について、倶知安町で 1 歳半検診を受けましたが、とても親身に丁寧に相談に乗っ

ていただけてありがたかったです。切実なお願いなのですが、「保育園の受入時間について」

です。現在、倶知安町の保育所は、「8 時から」が保育時間となっていますが、これを 30 分

早めて「7 時 30 分から」にして欲しいです。（現在でも、朝から夜まで保育士さんには大変

な労働をしていただいているとは思うのですが…）。倶知安町に住居を移すことを決めたとき

に、倶知安町の保育所に預かりをお願いしたいと思ったのですが、保育時間が 8 時からという

ことで諦めました。（自分の始業時間は 8 時からなので）8 時からの保育開始となると、8 時

前に預かってもらい、そこから保育所まで連れて行ってもらう手立てを考えなければなりませ

ん（とはいえ、8 時前から預かってくれるベビーシッターさんなどの人材もそう簡単にはいま

せん）。せめて保育時間があと 30 分早まってくれれば、ぜひ倶知安の保育所にお世話になり

たいと思っています。多分、困っている方がほかにもいらっしゃると思います。何とかよろし

くお願いします。 

○アパートの家賃が年数が経っても下がらず高い。衣料品の買い物する場所がなかった。 

 

▼ 45～49 歳 

【男性】 

○賃貸住宅が足りていません。そのため家賃が高い。仕事があるが人がいない。各企業は人集め

に困ってますね。いったいどうしたら人が集まるでしょうか。 

○外国人のやたらめったらな不動産購入によっての土地・家屋等の家賃等の上昇、また、公務員

の町に依存した、家賃の高騰を止めなければならない。地域に見合わない家賃になっている。 

○若者向けのお店特にファーストフードのお店をおいたらいいと思う。又タクシー等交通機関が

不便と感じた。 

○小樽、札幌方面への公共交通機関の充実（利用しやすい時間帯での直通便を増やすなど）。 

○（除雪のいらない）マンションを建設して、比較的裕福な高齢者層に入居してもらい、空いた

家を「空き家バンク」を利用して、若い世代に入居してもらう。マンションディベロッパーは、

倶知安町内でのマンション建築販売は難しいと判断しているので、街や他の機関が町民に対し、

マンション購入意向調査等を行ない、結果が良好であれば、ディベロッパーに進出要請してみ

るのは？（マンションニーズはあると思います）。 

○北海道内屈指の豪雪地帯ということが町の弱点であると感じると共に、逆にそれを町の売りに

する政策が更に必要と考える。「克雪・利雪」の政策を、他地域（同じような豪雪地帯）から

学んで取り入れてもらいたい（すでにいろいろと取り組まれていると思われますが）。 

 

【女性】 

○観光資源が豊かで、短期滞在者にとっては魅力的なまちだと思うが、病院の選択肢がないのと、

高校は町外に行く人が多いと聞いているので、そこがなんとかならないかと思う。 

 

▼ 50～54 歳 

【男性】 

○排雪場の確保（とくに個人宅から出る雪のおき場）。車道や歩道はきれいに除雪してもらえる

ので、問題はないのですが。本屋や衣料品を扱っている店が少ないので、もっとあればよかっ

たと思う。 

○新幹線が通れば、札幌～函館まで通勤圏になりうるので、週末に快適な、住環境や宅地整備を

今から計画していくべき。高齢化社会を向え、駅周辺にバスターミナルや官庁を集約し、コン

パクトで利便性の高い街づくりをしてほしい。自然環境が良いので、進学校などの教育環境に

適している。スポーツ・観光系の専門学校なども含め、教育施設の誘致も考えてほしい。 

○病院の充実。 
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○愛知県から転入したが、ニセコスキー場が近いことしか知らなかった。知名度を高め、転入者

の満足度の高さが伝われば、興味を持たれると思う。 

 

【女性】 

○倶知安は農業を基本としつつ、今後は観光で生きる街。ひらふ地区と街中のつながりが希薄。

両地区をつなぐ 100 円バスを日常的に使えるようにし、観光客だけではなく、高齢者や学生

（どちらも車を使えない）の雇用に向けた足とすべき。街中の空き家を移住者やお試し居住者

向けに整備し、貸出しを。 

○住民の声に耳をかたむける様に。役場は住民の目線に立つ様に。今のままでは魅力なし。 

 

▼ 55 歳以上 

【男性】 

○医療機関を充実させないと安心して暮らせないので、周辺地域と協力してほしい。
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